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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 「対象読者」（P.xi）

• 「表記法」（P.xi）

• 「関連資料」（P.xiii）

• 「マニュアルに関するフィードバック」（P.xiii）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート」（P.xiii）

対象読者
このマニュアルは主として、Cisco UCS Director を使用するデータセンター管理者の中でも、以下の作

業を担当する専門技術者を対象としています。

• サーバ管理

• ストレージ管理

• ネットワーク管理

• ネットワーク セキュリティ

表記法

表 1 このマニュアルで使用される表記法

テキストのタイプ 説明

GUI 要素 タブ タイトル、領域名、フィールド ラベルなどの GUI 要素は、角カッ

コ（[ ]）で囲んで示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザード などのメイン タイトル

は、角カッコ（[ ]）で囲んで示しています。

ドキュメント タイトル ドキュメント タイトルは、二重かぎカッコ（『』）で囲んで示していま

す。

TUI 要素 テキストベースのユーザ インターフェイス（TUI）でシステムに表示

されるテキストは、ボールド体で示しています。
xi
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（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

ヒント 「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、ワンポイ

ントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

ワンポイント アドバイス 時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作業
を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。警告の各国
語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器に付属している各国語で
記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

システム出力 システムに表示されるターミナル セッションと情報は、ボールド体で

示しています。

CLI コマンド CLI コマンドのキーワードは、ボールド体で示されます。

CLI コマンドの変数は、イタリック体で示しています。

[ ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{x | y | z} どれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで

囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、

縦棒で区切って示しています。

string 引用符を含まない文字列です。文字列の前後には引用符を使用しない

でください。引用符があると、その引用符も含めて文字列とみなされ

ます。

< > パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

[ ] システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

!、# コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、

コメント行であることを示します。

表 1 このマニュアルで使用される表記法 （続き）

テキストのタイプ 説明
xii
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関連資料

Cisco UCS Director Documentation Roadmap

Cisco UCS Director のマニュアル一式については、以下の URL にある『Cisco UCS Director 
Documentation Roadmap』を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDo
cRoadmap.html

各種 Cisco UCS Documentation Roadmap
Cisco UCS B シリーズのマニュアル一式については、以下の URL にある『Cisco UCS B-Series Servers 
Documentation Roadmap』を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

Cisco UCS C シリーズのマニュアル一式については、以下の URL にある『Cisco UCS C-Series Servers 
Documentation Roadmap』を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_rack_roadmap.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がございま

したら、HTML ドキュメント内のフィードバック フォームよりご連絡ください。ご協力をよろしくお

願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の技

術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
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C H A P T E R 1

概要

この章は、次の項で構成されています。

• 「Cisco UCS Director について」（P.1-1）

• 「物理管理機能と仮想管理機能」（P.1-4）

• 「物理管理機能と仮想管理機能」（P.1-4）

• 「システム設定の推奨順序」（P.1-6）

Cisco UCS Director について
Cisco UCS Director（旧称 Cisco Cloupia）は、標準的な OVF テンプレートを使用する 64 ビット アプ

ライアンスです。

Cisco UCS Director は、Cisco UCS および Cisco Nexus をベースに構築された、業界をリードするコ

ンバージド インフラストラクチャ ソリューションを極めて安全に一元管理することができます。

Cisco UCS Director は、Cisco UCS を通じてコンピューティング レイヤとネットワーク レイヤの統合

を拡張し、データセンター管理者に包括的な可視性と管理機能を提供します。Cisco UCS と Cisco 
Nexus をベースに、NetApp の FlexPod や ExpressPOD、EMC の VSPEX、および Virtual Computing 
Environment（VCE）の vBlock システムをサポートできます。

Cisco UCS Director を利用すれば、物理、仮想、ベアメタルの各環境にまたがるリソース プールのプ

ロビジョニングが自動化されます。また、正常性、ステータス、リソース使用率をモニタリングする自

動ネイティブ モニタリング機能もあります。Cisco UCS Director では、たとえば以下のタスクを実行

できます。

• すべてのサーバ、すべてのアプリケーションを対象に、サービス プロファイルやサービス テンプ

レートを作成、複製、展開します。

• すべてのデータセンターにおける VM 使用率をヒート マップで確認するなどして、コンバージド 
インフラストラクチャ全体での組織的な使用率、傾向、容量を連続的にモニタリングします。

• 作業者ごとにばらつきの出ない方法で ExpressPod および FlexPod インフラストラクチャの導入や

容量の増設を行います。

• Cisco UCS のドメインとそのコンポーネントの管理、モニタリング、レポート作成を実行します。

• 仮想サービス カタログを拡張して物理インフラストラクチャ サービスを組み入れます。

• 仮想化されていない作業負荷と一緒に実行される仮想化された作業負荷に対応する手段として、セ

キュアなマルチテナント環境を管理します。
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  Cisco UCS Director について
機能と利点

機能 利点

一元管理 • 管理者は、物理、仮想、ベアメタルという各

環境にまたがるシステムのモニタリング、プ

ロビジョニング、管理を単一のインターフェ

イスで実行します。

• 統合型ダッシュボード、レポート、ヒート 
マップにより、トラブルシューティングが簡

素化されてパフォーマンスのボトルネックが

減少します。

セルフサービス カタログ • エンド ユーザは、IT について規定されたポ

リシーおよびガバナンスに従って、新たなイ

ンフラストラクチャ インスタンスを発注し、

導入することができます。

アダプティブ プロビジョニング • 使用可能なリアルタイムの容量、内部ポリ

シー、およびアプリケーションの作業負荷要

件について考慮することで、しかるべきリ

ソースを適切に利用できます。

容量の動的管理 • 継続的なモニタリングによりインフラストラ

クチャの使用状況をリアルタイムに把握でき

るため、容量計画と容量管理の機能が向上し

ます。

• 未活用のリソースと過活用のリソースを特定

できます。

マルチハイパーバイザのサポート • VMware ESX、Microsoft Hyper-V、Red 
Hat の各ハイパーバイザをサポートします。

コンピューティング管理 • 物理、仮想、ベアメタルの各サーバおよびブ

レードをモニタリング、管理、プロビジョニ

ングできます。

• エンド ユーザはスナップショットを利用し

て、仮想マシンのライフサイクル管理を実行

し、ビジネスの継続性を実現できます。

• 管理者は、サーバ使用状況の傾向を分析でき

ます。

ネットワーク管理 • ポリシーに基づいて、物理スイッチ、仮想ス

イッチ、動的ネットワーク トポロジのプロ

ビジョニングを実行できます。

• 管理者は VLAN、仮想ネットワーク イン

ターフェイス カード（vNIC）、ポート グ
ループ、ポート プロファイル、IP およびダ

イナミック ホスト コントロール プロトコル

（DHCP）割り当て、アクセス コントロール 
リスト（ACL）を、複数のネットワーク デ
バイスにわたって設定できます。
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  Cisco UCS Director について
ストレージ管理 • ファイラ、仮想ファイラ（vFiler）、論理ユ

ニット番号（LUN）、ボリュームに対するポ

リシーベースのプロビジョニングを実行でき

ます。

• 統合型ダッシュボードを利用することで、管

理者は組織的な使用状況、傾向、および容量

分析の詳細に対する包括的な可視性を得られ

ます。

Cisco CloudGenie • Apple の iPad や iPhone、Android デバイス

によるモバイル管理を実現します。

• モバイル セルフサービス プロビジョニング

や仮想マシン管理を実行し、管理ダッシュ

ボードを表示できます。

機能 利点
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  Cisco UCS Director について
物理管理機能と仮想管理機能

モデルベースのオーケストレーション

UCSD のターンキー ソリューションでは、400 を超えるタスクから成るタスク ライブラリや細かい設

定が不要なワークフローなど、ワークフローとテンプレートを短時間で作成できます。

物理サーバの管理

• 設定および変更に関する情報を検出して収集

します。

• 物理サーバをモニタリングして管理します。

• ポリシーベースのサーバ プロビジョニング

を実行します。

• ブレードの電源を管理します。

• サーバの使用傾向と容量を分析します。

• Preboot eXecution Environment（PXE）
ブート管理機能を使用してベアメタル プロ

ビジョニングを実行します。

仮想コンピューティング管理

• 仮想コンピューティング環境の検出、収集、

モニタリングを実行します。

• ポリシーベースのプロビジョニングを実行

し、リソースを動的に割り当てます。

• ホスト サーバの負荷と電源を管理します。

• VM のライフサイクルとスナップショットを

管理します。

• VM の容量とスプロール、ホストの使用率を

評価するための分析を実行します。

物理ストレージの管理

• ストレージ ファイラの検出、収集、モニタ

リングを実行します。

• vFiler に対するポリシーベースのプロビジョ

ニングを実行します。

• ボリュームのプロビジョニングとマッピング

を実行します。

• LUN および iGroup インスタンスを作成およ

びマッピングします。

• SAN ゾーンの管理

• ネットワーク接続ストレージ（NAS）と 
SAN ベースのストレージをモニタリングし

て管理します。

• ストレージのベスト プラクティスと推奨事

項を実装します。

仮想ストレージの管理

• ストレージ vFiler およびストレージ プール

の検出、収集、モニタリングを実行します。

• シック クライアントおよびシン クライアン

トに対するポリシーベースのストレージ プ
ロビジョニングを実行します。

• データストアを新規作成して仮想デバイス 
コンテキスト（VDC）にマッピングします。

• VM ディスクの増設とサイズ変更を行いま

す。

• ストレージの組織的な使用状況をモニタリン

グして管理します。

• 仮想ストレージの使用傾向と容量とを分析し

ます。

物理ネットワークの管理

• 物理ネットワーク要素の検出、収集、モニタ

リングを実行します。

• 複数のスイッチにまたがる VLAN のプロビ

ジョニングを実行します。

• ネットワーク デバイスに ACL を設定しま

す。

• 動的ネットワーク トポロジを実装します。

仮想ネットワークの管理

• VM にネットワークを追加します。

• IP および DHCP 割り当てにより、ポリシー

ベースのプロビジョニングを実行します。

• vNIC を設定し、その vNIC を VLAN とプラ

イベート VLAN とに接続します。

• VM のポート グループとポート プロファイ

ルを作成します。

• 仮想ネットワークの組織的な使用状況をモニ

タリングします。
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  最初のログイン
モデルベースのオーケストレーションとワークフロー デザイナを利用すると、インフラストラクチャ

の管理タスクと運用タスクをカスタマイズおよび自動化できます。個々のニーズに合わせたシステムの

拡張やカスタマイズも可能です。

次の図に示すように、タスク ライブラリには、メンテナンス アクティビティとアップデート アクティ

ビティを 3 日間で行うタスクが用意されています。

最初のログイン
以下のクレデンシャルを使用して、ホスト名と IP アドレスのいずれかにより Cisco UCS Director へロ

グインします。

• ユーザ名：admin

• パスワード：admin

第 1 日 第 2 日 第 3 日

• テナントの追加

• アプリケーションの移行ま

たは追加

• エンタープライズ システム

との統合

• セルフサービス ポータルの

使用

• パフォーマンスのモニタリ

ング

• 計測と課金の開始

• テナント変化の管理

• セルフサービス型 IaaS

• ハードウェアの追加または

アップグレード

• 他の目的への転用
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  システム設定の推奨順序
（注） 起動時の管理アカウントは、最初の管理アカウントの作成後に削除することをお勧めします。少なくと

もデフォルト パスワードは変更してください。セルフサービス ポータルにアクセスするには、有効な

電子メール アドレスが必要です。

システム設定の推奨順序
名前 章 説明

初期設定 2、3、4 この手順は、Cisco UCS Director をインストールして最初に

ログインした後に必要です。各章では、ライセンスの適用、

管理プロファイルの設定、グループの作成、およびユーザの

作成方法について説明します。言語サポートの利用方法や、

ポータルのカスタマイズおよびシステム設定の適用方法を習

得できます。

物理インフラストラク

チャ

ここでは、任意にデータセンター、物理アカウント、ネット

ワーク要素の追加や、接続テスト、アカウント検出の検証を

行う方法について説明します。

（注） 必要に応じて、物理インフラストラクチャよりも先に

仮想インフラストラクチャを作成できます。

仮想インフラストラク

チャ

5 ここでは、クラウドの作成、クラウドの検出とその接続性の

検証、接続テスト、および vCenter プラグインの確認方法に

ついて説明します。

ポリシー 6 ここでは、コンピューティング ポリシー、ストレージ ポリ

シー、ネットワーク ポリシー、システム ポリシーの作成およ

び管理方法について説明します。Microsoft Windows カタロ

グ用に OS ライセンスを追加する方法も示します。

仮想データセンター 7 ここでは、グループ、ポリシー、コスト モデルの特定環境を

管理するために vDC を設定する方法と、vDC レベルでリ

ソース制限を設定および管理する仕組みついて説明します。

カタログ 8 ここでは、カタログ項目の設定方法、カタログへアクセス可

能なグループの追加方法、カタログ項目の公開方法について

説明します。

セルフサービス プロビ

ジョニング

9 ここでは、プロビジョニング サービスリクエストの作成およ

び管理方法について説明します。

マルチディスク プロビ

ジョニング

10 ここでは、選択した単一のデータストアまたは複数のデータ

ストアで VM ディスクのプロビジョニングを設定する方法に

ついて説明します。また、同じテンプレートで増設ディスク

ごとに別々のディスク ポリシーを設定する方法も示します。

チャージバック 11 ここでは、チャージバックのサマリー レポート、詳細レポー

ト、リソース アカウンティング レポートを作成する方法につ

いて説明します。コスト モデルが定義されて、部門内や組織

内のポリシーに割り当てられる仕組みも示します。

クラウド管理 12 ここでは、クラウドの完全な可視性を取得する方法、リソー

ス使用率のモニタリング方法、クラウド スタック（クラウ

ド、クラスタ、ホスト サーバ、仮想マシン）の管理方法につ

いて説明します。
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  システム設定の推奨順序
ライフサイクル 13 管理者は、VM に対してプロビジョニング後のライフサイク

ル管理を実行できます。これには、VM の電力管理、VM の
サイズ変更、VM スナップショット管理などの VM アクショ

ンが含まれます。

CloudSense 14 ここでは、Cisco UCS Director で生成可能な、基盤となる物

理インフラストラクチャと仮想インフラストラクチャに関す

る分析レポートについて説明します。

マクロ 15 ここでは、アプリケーションで提供される変数を使用して 
VM 名および VM ホスト名をカスタマイズするマクロ機能の

使用方法について説明します。

名前 章 説明
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C H A P T E R 2

ユーザとグループの管理 

この章は、次の項で構成されています。

• 「ユーザ タイプの管理」（P.2-1）

• 「管理プロファイル」（P.2-7）

• 「ユーザ アクセス プロファイルの管理」（P.2-9）

• 「グループの管理」（P.2-12）

• 「認証と LDAP 統合」（P.2-16）

• 「ブランディング」（P.2-20）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

ユーザ タイプの管理 
システム管理者は、ユーザの追加、ユーザおよびユーザの権限の表示、各種システム コンポーネント

に対する個々のユーザの読み取り /書き込み権限の変更など、Cisco UCS Director の管理に必要な完全

な権限を持っています。

一方、大半のユーザは、このガイドで説明する管理ポータルにログインして閲覧および使用するだけで

す。

ユーザ タイプ

Cisco UCS Director は、さまざまなユーザ タイプをサポートしています。

• すべてのポリシー管理者 

• 課金管理者 

• コンピューティング管理者 

• グループ管理者：ユーザを追加する権限を持つエンド ユーザ。このユーザは、セルフサービス 
ポータルを使用できます。

• IS 管理者 

• ネットワーク管理者 

• オペレータ 
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  ユーザ タイプの管理
• サービス エンド ユーザ：このユーザが実行できるのは、セルフサービス ポータルの閲覧と使用だ

けです。

• ストレージ管理者 

• システム管理者

デフォルトのユーザ権限

どのユーザ タイプにも、一連のシステム権限がデフォルトとして設定してあります。

すべてのポリシー管理者

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

グループ サービス リクエスト 読み取り /書き込み

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用

コンピューティング ポリシー 読み取り /書き込み

ストレージ ポリシー 読み取り /書き込み

ネットワーク ポリシー 読み取り /書き込み

サービスの提供ポリシー 読み取り /書き込み

システム管理者 読み取り専用 

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用 

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用
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  ユーザ タイプの管理
課金管理者 

コンピューティング管理者 

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

グループ サービス リクエスト 読み取り専用

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用

コンピューティング ポリシー 読み取り専用

ストレージ ポリシー 読み取り専用

ネットワーク ポリシー 読み取り /書き込み 

サービスの提供ポリシー 読み取り専用

システム管理者 読み取り専用 

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用 

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

コンピューティング インフラストラクチャ 読み取り /書き込み

グループ サービス リクエスト 読み取り専用

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用

コンピューティング ポリシー 読み取り /書き込み

ストレージ ポリシー 読み取り専用

ネットワーク ポリシー 読み取り専用

サービスの提供ポリシー 読み取り専用

システム管理者 読み取り専用 

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用 

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用
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  ユーザ タイプの管理
グループ管理者 

IS 管理者

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用

タスク 権限

コンピューティング クラウド書き込み専用 

グループ サービス リクエスト 読み取り /書き込み 

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み 

チャージバック 読み取り専用 

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用 

リソース アカウンティング 読み取り専用 

リソース制限レポート 読み取り専用

VM ラベル 書き込み専用

グループ ユーザ 読み取り /書き込み

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

コンピューティング インフラストラクチャ 読み取り専用

グループ サービス リクエスト 読み取り専用

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り /書き込み

vDC 読み取り /書き込み

コンピューティング ポリシー 読み取り専用

ストレージ ポリシー 読み取り専用

ネットワーク ポリシー 読み取り専用

サービスの提供ポリシー 読み取り /書き込み

システム管理者 読み取り専用 

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用 

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用

タスク 権限
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  ユーザ タイプの管理
ネットワーク管理者

オペレータ 

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

グループ サービス リクエスト 読み取り専用

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用

コンピューティング ポリシー 読み取り専用

ストレージ ポリシー 読み取り専用

ネットワーク ポリシー 読み取り /書き込み 

サービスの提供ポリシー 読み取り専用

システム管理者 読み取り専用 

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用 

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

グループ サービス リクエスト 読み取り /書き込み

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用

コンピューティング ポリシー 読み取り専用

ストレージ ポリシー 読み取り専用

ネットワーク ポリシー 読み取り専用

サービスの提供ポリシー 読み取り専用

システム管理者 読み取り専用 

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用 

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用
2-5
Cisco UCS Director 管理ガイド リリース 4.0

 



 

第 2 章      ユーザとグループの管理

  ユーザ タイプの管理
サービス エンド ユーザ 

ストレージ管理者 

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用

タスク 権限

コンピューティング クラウド 書き込み専用 

グループ サービス リクエスト 読み取り /書き込み 

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み 

チャージバック 読み取り専用 

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用 

リソース アカウンティング 読み取り専用 

リソース制限レポート 読み取り専用 

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り専用

ストレージ クラウド 読み取り専用

ネットワーク クラウド 読み取り専用

グループ サービス リクエスト 読み取り専用

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り専用

vDC 読み取り専用

コンピューティング ポリシー 読み取り専用

ストレージ ポリシー 読み取り /書き込み

ネットワーク ポリシー 読み取り専用

サービスの提供ポリシー 読み取り専用

システム管理者 読み取り専用

ユーザとグループ 読み取り専用 

予算作成 読み取り専用

クラウド アカウント 読み取り専用

リソース アカウンティング 読み取り専用

リソース制限レポート 読み取り専用

グループ ユーザ 読み取り専用

タスク 権限
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  管理プロファイル
システム管理者 

管理プロファイル
最初にシステム管理者のプロファイルを設定しておかないと、グループとそのユーザを設定することは

できません。

管理プロファイルの作成

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインユーザ ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ] をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

タスク 権限

コンピューティング クラウド 読み取り /書き込み

ストレージ クラウド 読み取り /書き込み

ネットワーク クラウド 読み取り /書き込み

グループ サービス リクエスト 読み取り /書き込み

承認者サービス リクエスト 読み取り /書き込み

チャージバック 読み取り専用

カタログ 読み取り /書き込み

vDC 読み取り /書き込み

コンピューティング ポリシー 読み取り /書き込み

ストレージ ポリシー 読み取り /書き込み

ネットワーク ポリシー 読み取り /書き込み

サービスの提供ポリシー 読み取り /書き込み

システム管理者 読み取り /書き込み

ユーザとグループ 読み取り /書き込み 

予算作成 読み取り /書き込み

クラウド アカウント 読み取り /書き込み

リソース アカウンティング 読み取り専用

リソース制限レポート 読み取り専用

リソース制限 書き込み専用 

グループ ユーザ 読み取り専用

名前 説明

[ユーザタイプ ] ドロップダウン リスト 管理者のユーザ タイプを選択します。システム管理者には完全な

権限が与えられます。

[グループ ] ドロップダウン リスト 管理者のユーザ グループを選択します。

[ログイン名 ] フィールド ログイン名。デフォルトは admin です。

[パスワード ] フィールド 管理者のパスワードを入力します。

[パスワードの確認 ] フィールド 確認のため、管理者のパスワードを再入力します。
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  管理プロファイル
管理者パスワードの変更

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインユーザ ] タブを選択します。

ステップ 3 [ログイン名 ] 列で、[admin] を選択します。

ステップ 4 [パスワードの変更 ] をクリックします。

ステップ 5 [パスワードの変更 ] ダイアログボックスに、[admin] ユーザの新しいパスワードを入力して確認しま

す。

ステップ 6 [保存 ] をクリックします。

ステップ 7 [ユーザの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

次の作業 
グループと顧客組織の設定をします。

ユーザの追加

始める前に

ユーザの所属先となるグループを作成します。

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインユーザ ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ユーザの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

[ユーザの連絡先メール ] フィールド 管理者の電子メール アドレス。

[名 ] フィールド 管理者の名。

[姓 ] フィールド 管理者の姓。

[電話 ] フィールド 管理者の電話番号。

[住所 ] フィールド 管理者の住所。

名前 説明

名前  説明

[ユーザタイプ ] ドロップダ

ウン リスト

ユーザ タイプを選択します。

[グループ] ドロップダウン 
リスト

ユーザの所属先となるグループまたは顧客組織を選択します。

[ログイン名 ] フィールド ユーザのログイン名。
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  ユーザ アクセス プロファイルの管理
ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

次の作業 
メイン ページでユーザを選択してから [プロファイルの管理 ] を選択すると、必要に応じてそのユーザ

に複数のロールを割り当てられるようになります。

現在のオンライン ユーザの確認 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [現在のオンラインユーザ ] タブを選択して、オンライン ユーザの詳細情報を表示します。ユーザ名、

IP アドレス、セッション開始時間、前回のデータ アクセス、クライアントを確認できます。

ユーザ アクセス プロファイルの管理 

マルチロール アクセス プロファイル

1 人のユーザに複数のロールを割り当てることができます。その結果は、ユーザ アクセス プロファイ

ルとしてシステムに反映されます。たとえば、1 人のユーザが、グループ管理者兼すべてのポリシー管

理者として Cisco UCS Director にログインすることもあります（両方のアクセス タイプが適切な場

合）。

（注） 複数のプロファイルの中の 1 つを、デフォルトのユーザ アクセス プロファイルとして設定できます。

[パスワード ] フィールド ユーザのパスワード。

（注） 当該ユーザに対して Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）認

証を設定した場合、パスワードはローカル サーバで検証されずに、

LDAP サーバでのみ検証されます。

[パスワードの確認 ] フィー

ルド

ユーザ パスワードを確認します。

[ユーザの連絡先メール ] 
フィールド

ユーザの電子メール アドレス。

（注） この電子メール アドレスは、サービス リクエストのステータスをグ

ループ所有者に通知し、承認を要求するために使用されます。

[名 ] フィールド ユーザの名前。

[姓 ] フィールド ユーザの姓。

[電話 ] フィールド ユーザの電話番号。

[住所 ] フィールド ユーザの住所。

名前  説明
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  ユーザ アクセス プロファイルの管理
（注） [プロファイルの管理 ] 機能を使用して、ユーザ アクセス プロファイルの追加、編集、削除と、ユーザ 
アクセス プロファイルへのログインを実行できます。

ユーザ アクセス プロファイルの作成 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインユーザ ] タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイルの管理 ] をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理 ] ページで [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 6 [アクセスプロファイルへのエントリの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 7 [送信 ] をクリックします。

次の作業 
必要に応じて追加のユーザ アクセス プロファイルを作成します。

ユーザ アクセス プロファイルの編集

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインユーザ ] タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイルの管理 ] をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理 ] ページで、リストからユーザを選択します。

ステップ 6 [編集 ] をクリックします。

ステップ 7 [アクセスプロファイルエントリの編集 ] ダイアログボックスで、[名前 ]、[説明 ]、[タイプ ]、[グルー

プ ]、[デフォルトプロファイル ] の各フィールドを必要に応じて編集します。

名前  説明

[名前 ] フィールド プロファイル名。

[説明 ] フィールド プロファイルの説明。

[タイプ ] ドロップダウ

ン リスト

ユーザ ロールのタイプを選択します。

[グループ ] ドロップダ

ウン リスト

ユーザのグループを選択します。

[デフォルトプロファイ

ル ] チェックボックス

対象プロファイルがデフォルトのユーザ アクセス プロファイルである場合は、オン

にします。デフォルトでない場合はオフにします。
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  ユーザ アクセス プロファイルの管理
ステップ 8 [送信 ] をクリックします。

ユーザ アクセス プロファイルの削除

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインユーザ ] タブを選択します。

ステップ 3 リストからユーザを選択します。

ステップ 4 [プロファイルの管理 ] をクリックします。

ステップ 5 [プロファイルの管理 ] ページで、リストからユーザを選択します。

ステップ 6 [プロファイルの管理 ] ダイアログボックスで [削除 ] をクリックします。

プロファイルへのログイン

ステップ 1 [Cisco UCS Directorログイン ] ダイアログボックスの [ユーザ名 ] フィールドに、「ユーザ名 :アクセス 
プロファイル名」という形式でユーザ名を入力します。

（注） 例：Alex:GrpAdmin

ステップ 2 [パスワード ] フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 3 [ログイン ] をクリックします。

デフォルト プロファイル

デフォルト プロファイルとは、システムで作成した最初のプロファイルのことです。デフォルト プロ

ファイルは別のプロファイルに変更できます。新しいデフォルト プロファイルを使用する際は、ユー

ザ名とパスワードを入力してログインします。

デフォルト プロファイルの変更

ステップ 1 ページの右上（[ログアウト ] の左）にあるユーザ名をクリックします。

ステップ 2 [ユーザ情報 ] ページで [アクセスプロファイル ] タブをクリックします。

ステップ 3 ユーザ プロファイルを選択し、[デフォルトプロファイルとして設定 ] をクリックします。

（注） 追加または編集する際に、プロファイルをデフォルトとして設定することもできます。
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  グループの管理
グループの管理

グループまたは顧客組織の作成 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザグループ ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ] をクリックします。

ステップ 4 [グループの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

次の作業 
さらにグループを追加する場合は、この手順を繰り返します。

名前 説明

[名前 ] フィー

ルド

グループまたは顧客組織の名前。

[説明 ] フィー

ルド 
グループまたは顧客組織の説明（必要な場合）。

[コード ] 
フィールド

グループの短い名前またはコード名を入力します。この名前は、VM テンプレートおよびホ

スト名テンプレートに使用されます。

[コストセン

ター ] フィール

ド

（オプション）コスト センターの名前または番号（必要な場合）。この名前または番号は、グ

ループが関連付けられているコスト センターを示しています。この名前は、VM の命名規則

に関する VMware システム ポリシーに使用できます。

（注） 命名規則に対するコスト センターの使用方法の詳細については、第 6 章「ポリシー

の管理」を参照してください。

[連絡先の電子

メール ] フィー

ルド 

連絡先の電子メール アドレス。必要に応じて、この電子メール アドレレスはサービス リク

エストとリクエスト承認の両方のステータスをグループ所有者に通知するために使用されま

す。

[名 ] フィール

ド

連絡先の名。

[姓 ] フィール

ド

連絡先の姓。

[電話 ] フィー

ルド

連絡先の電話番号。

[住所 ] フィー

ルド

連絡先の住所。
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グループ パスワード ポリシー

グループのパスワード ポリシーが適用されるのは、ユーザを追加したとき、またはすべてのユーザ タ
イプのパスワードを変更したときです。このポリシーによって、以下のようなパスワード制限を課すこ

とができます。

• パスワードの長さ

• ユーザ名と同じ文字列をパスワードとして使用できるようにするかどうか

• 現在のパスワードを新規パスワードとしてリセットできるかどうか

• パスワードでの使用を禁止する正規表現 

パスワード ポリシーの作成

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [パスワードポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [パスワードポリシー ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 4 [送信 ] をクリックします。

グループの予算ポリシー

リソースのアカウント処理にはチャージバック機能を使用します。グループ別または顧客組織別のリ

ソース使用率を取得する場合は、当該エンティティを予算ポリシーに関連付けます。

グループまたは顧客組織は予算の監視を使用して設定できます。また、プロビジョニング済みの予算内

に収まるように、あるいはその予算を超過するように、グループや顧客組織を設定することも可能で

す。

名前 説明

[パスワードの最小長 ] ドロップ

ダウン リスト

パスワードの最小文字数を選択します。

[パスワードの最大長 ] ドロップ

ダウン リスト

パスワードの最大文字数を選択します。

[文字クラスの最小数 ] ドロップ

ダウン リスト 
大文字、小文字、数字、特殊文字など、文字クラスの最小数を選択します。

[パスワードでのログイン名の使

用を許可しない ] チェックボッ

クス

オンにすると、ログイン ID と同じパスワードは使用できなくなります。

[前のパスワードを許可しない ] 
チェックボックス

オンにすると、パスワードの変更が許可されなくなります。

[正規表現と一致するパスワード

を許可しない ] フィールド

パスワードでの使用を禁止する正規表現を（1 行に 1 つ）指定します。たと

えば。「.*abc.*」と指定した場合は、パスワードに「abc」という文字列を

含められません。
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グループの予算ポリシーの確認と編集

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザグループ ] タブを選択します。

ステップ 3 リストからグループを選択します。

ステップ 4 [予算ポリシー ] をクリックします。

ステップ 5 [予算ポリシー ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 6 [保存 ] をクリックします。

リソース制限

グループのリソース使用状況を管理しやすくするため、グループまたは顧客組織に対してリソース制限

を設定できます。以下のリソースに制限を課すことが可能です。

• 仮想リソース

• オペレーティング システム リソース

• 物理リソース 

リソース制限の確認

ステップ 1 [組織 ] > [サマリー ] の順にクリックします。

ステップ 2 表示するグループをクリックします。

ステップ 3 [リソース制限 ] タブをクリックすると、選択されたグループのリソースの現在の制限、使用状況、保

留中の SR の使用、ステータスがそれぞれ表示されます。

リソース制限の編集

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザグループ ] タブを選択します。

ステップ 3 グループを選択し、[リソースの制限の編集 ] をクリックします。

ステップ 4 [リソース制限 ] ダイアログボックスが表示されます。

名前 説明

[予算の監視の有効化 ] 
チェックボックス

オンにすると、グループの予算使用状況をモニタリングします。オフにすると、こ

のグループのすべての予算エントリが無視されます。

[予算超過を許可 ] 
チェックボックス

プロビジョニング済み予算の超過をグループ メンバーに許可する場合はオンにしま

す。オフにすると、予算をすべて消化した場合、新しい予算が追加されるまで、す

べてのリクエストが却下されます。
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ステップ 5 [リソース制限 ] ダイアログボックスで [リソースの制限の有効化 ] チェックボックスをオンにして、以

下のフィールドを入力します。

名前 説明

[グループ ] 表示専用フィールド グループ名。

[リソースの制限の有効化 ] チェックボッ

クス

オンにするとリソースの制限が有効になります。オフにするとリ

ソースの制限が無効になります。オンにした場合は、グループに

対してリソース制限を設定するオプションがユーザに提供され、

すべてのリソース制限値にゼロ以外の値が適用されます。

[アクティブなVMの最大数 ] フィールド アクティブな VM の最大数。

[VMの最大合計数 ] フィールド VM の合計数。

[プロビジョニング済みVCPUの制限 ] 
フィールド

プロビジョニングされた vCPU の最大数。

[プロビジョニング済みメモリの制限

(GB)] フィールド

プロビジョニングされたメモリの制限値（単位は GB）。

[プロビジョニング済みCPUの制限

(GHz)] フィールド

プロビジョニングされた CPU の制限値（単位は GHz）。

[プロビジョニング済みディスクの制限

(GB)] フィールド

プロビジョニングされたディスクの制限値（単位は GB）。

[予約済みCPUの制限 (GHz)] フィール

ド

予約済み CPU の制限値（単位は GHz）。

[予約済みメモリの制限 (GB)] フィール

ド

予約済みメモリの制限値（単位は GB）。

[スナップショットの制限 (GB)] フィー

ルド

スナップショットの最大値（単位は GB）。

[非アクティブなVMのCPUとメモリの

カウント ] チェックボックス

オンにすると、当該グループの非アクティブな VM の CPU または

メモリ データがリソース制限の計算に含まれます。オフにすると、

当該グループの非アクティブな VM の CPU またはメモリ データが

リソース制限の計算から除外されます。

OS リソース制限

[CentOS] フィールド CentOS（Community Enterprise Operating System）サーバの最大

数。

[Windows Server 2003] フィールド Windows 2003 サーバの最大数。

[Windows Server 2008] フィールド Windows 2008 サーバの最大数。

[Windows 7] フィールド Windows 7 マシンの最大数。

[Windows XP] フィールド Windows XP マシンの最大数。

[Red Hat] フィールド Red Hat マシンの最大数。

[Ubuntu] フィールド Ubuntu マシンの最大数。

[FreeBSD] フィールド FreeBSD マシンの最大数。

[その他のLinux] フィールド その他の Linux OS の最大数。

[その他 ] フィールド その他の OS の最大数。

物理リソース制限

[物理サーバの最大数 ] フィールド サーバの最大数。

[物理サーバの最大メモリ (GB)] フィー

ルド

サーバのメモリの最大量。
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ステップ 6 [保存 ] をクリックします。

認証と LDAP 統合
ローカル認証のフォールバック機能を使用するかどうかを設定できます。また LDAP のフォールバッ

ク機能の使用も設定できます。Verisign Identity Protection（VIP）認証のフォールバック機能を使用し

ないように設定することも可能です。

認証の環境設定

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [認証の環境設定 ] タブを選択します。

ステップ 3 [認証の環境設定 ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

[物理サーバの最大CPU数 ] フィールド サーバの CPU の最大数。

[vFilerの最大数 ] フィールド vFiler の最大数。

[物理ストレージの最大容量 (GB)] 
フィールド

ストレージ容量の最大値。

名前 説明

名前 説明

[ローカル認証 ] 認証は、ローカル（Cisco UCS Director）でのみ実行され、LDAP サーバ

経由では実行されません。

[ローカルが最初、LDAPに

フォールバック ] ドロップダウ

ン リスト オプション

まず、認証はローカル サーバ（Cisco UCS Director）で実行されます。目

的のユーザがローカル サーバで見つからない場合は、LDAP サーバが確認

されます。

[LDAPが最初、ローカルに

フォールバック ] ドロップダウ

ン リスト オプション

まず、認証は LDAP サーバで実行されます。目的のユーザが LDAP サーバ

で見つからない場合は、ローカル サーバ（Cisco UCS Director）が確認さ

れます。

[Verisignによる ID保護 ] ドロッ

プダウン リスト オプション

VIP 認証サービス（2 要素認証）が有効になります。

名前 説明

[認証の環境設定 ] ドロップダウ

ン リスト

[認証の環境設定 ] を選択します。

[ローカル認証 ] を選択した場合はステップ 4 に進みます。

[VIP] を選択した場合はステップ 5 に進みます。

[ユーザ名 ] フィールド ユーザ名。

[パスワード ] フィールド ユーザのパスワード。

[ポート番号 ] フィールド ポート番号。

[サーバ ] フィールド サーバの IP アドレス。

[ドメイン名 ] フィールド ドメイン名。
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ステップ 4 （オプション）ローカル認証の場合は [保存 ] をクリックします。

ステップ 5 （オプション）[VIP証明書 ] フィールドで、VIP 証明書を参照して選択します。

ステップ 6 [パスワード ] に入力します。

ステップ 7 [保存 ] をクリックします。

次の作業 
先に LDAP で認証するように設定した場合は、LDAP クレデンシャルを設定する必要があります。

LDAP 統合

Cisco UCS Director では、LDAP 統合を使用して LDAP サーバのグループとユーザを統合できます。

LDAP 認証により、同期されたユーザが LDAP サーバを使用して認証できるようになります。LDAP 
のユーザとグループの同期は、自動、手動のどちらでも実行可能です。

（注） グループに所属していないユーザ、またはドメイン ユーザ グループは、LDAP で [どのグループにも

所属していないユーザ ] として表示されます。こうしたユーザは、Cisco UCS Director のドメイン ユー

ザ グループに追加されます。

ローカルに存在するユーザとグループは選択できません。また、Cisco UCS Director で外部から同期さ

れるユーザとグループも選択できません。

LDAP 統合のルールと制限事項

グループ同期のルール

• 選択された LDAP グループがすでに Cisco UCS Director に存在していて、そのソースが [ローカ

ル ] タイプである場合、選択された LDAP グループは同期中に無視されます。

• 選択された LDAP グループがすでに Cisco UCS Director に存在していて、そのグループ ソースが 
[外部 ] タイプである場合、選択された LDAP グループの説明と電子メール属性が Cisco UCS 
Director 内で更新されます。

• 拡張検索オプションを使用する場合は、手動検索の選択対象として最大 1,000 名のユーザが表示さ

れます（可能な場合）。このオプションは、[LDAPの手動同期のリクエスト ]  をクリックすると使

用可能になります。

[LDAP同期の間隔 ] ドロップダウ

ン リスト

LDAP 同期の間隔を選択します。

[LDAP同期の有効化 ] チェック

ボックス

LDAP 同期を有効にする場合はオンにします。LDAP 同期が不要な場合は

オフにします。

[既存のユーザとグループの修正 ] 
チェックボックス

既存のユーザとグループを変更できるようにする場合はオンにします。

[LDAPのテスト ] LDAP と Cisco UCS Director の接続をテストする場合はオンにします。

名前 説明
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ユーザ同期のルール

• 選択された LDAP ユーザがすでに Cisco UCS Director に存在していて、そのソースが [ローカル ] 
タイプである場合、選択された LDAP ユーザは同期中に無視されます。

• 選択された LDAP ユーザがすでに Cisco UCS Director に存在していて、そのソースが [外部 ] タイ

プである場合、選択された LDAP ユーザの名前、説明、電子メールなどの属性がそのユーザに合

わせて更新されます。

ユーザ同期の制限事項

• ユーザ パスワードは LDAP サーバから取得できません。代わりに、LDAP 同期の最中にユーザに

対してランダムなパスワードが生成されます。

• 1 人のユーザが複数のグループ メンバーシップを所有していても、そのユーザが Cisco UCS 
Director で所有できるグループ メンバーシップの数は 1 つだけです。

（注） LDAP 同期のプロセスが済んだら、適切なグループにユーザを割り当ててください。

（注） Cisco UCS Director が現在サポートしているドメインの数は 1 つだけです。

LDAP 統合の管理 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [LDAP統合 ] タブをクリックすると、LDAP サーバ同期のステータスが表示されます。

ステップ 3 （オプション）必要に応じてサーバを選択して以下のボタンをクリックすると、LDAP 統合を管理でき

ます。

名前 説明

[ベースDNの検索 ] ボ
タン

検索する識別ドメイン名を選択できます。[認証の環境設定 ] タブの [LDAP同期の

有効化 ] チェックボックスがオンになっている場合は、選択された組織単位のユー

ザとグループがすべて Cisco UCS Director に読み込まれます。この操作は、自動同

期プロセスの 1 つであるとも言えます。

[LDAP同期のリクエス

ト ]
オンデマンド方式で LDAP サーバ同期を実行できます。[ベースDNの検索 ] で選択

された組織のユーザとグループは、この操作によって同期されます。LDAP から追

加されたグループとユーザは [外部 ] タイプとして表示されます。Cisco UCS 
Director によって追加されたグループとユーザは、[ローカル ] タイプとして表示さ

れます。

[送信 ] をクリックしてサーバを同期します。

LDAP ユーザに変化があれば即座に反映されます。

（注） LDAP 同期のプロセスが済んだら、適切なグループにユーザを割り当ててく

ださい。

ステップ 4 に進みます。

[LDAPの手動同期のリ

クエスト ]
表示されるダイアログボックスで、基本検索と拡張検索のいずれかの検索条件を指

定できます。この検索条件に基づいて LDAP ユーザとグループが取得されます。

ステップ 6 に進みます。
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ステップ 4 （オプション）LDAP 同期リクエストの場合は、IP アドレス /ドメイン名を確認して [送信 ] をクリック

します。

ステップ 5 （オプション）[LDAPの手動サーバ同期 ] を選択した場合は、以下のフィールドを入力します。

ステップ 6 基本検索の場合は、[選択 ] をクリックします。

ステップ 7 検索する識別名を選択し、[選択 ] をクリックします。

ステップ 8 拡張検索の場合は、[ユーザとグループの選択 ] ペインで、[ユーザフィルタ ] および [グループフィル

タ ] の属性名を追加または編集します。

ステップ 9 [次へ ] をクリックします。

ステップ 10 [LDAPグループ ] および [LDAPユーザ ] を選択します。

ステップ 11 [送信 ] をクリックすると LDAP サーバが同期されます。

シングル サインオン 
Cisco UCS Director には、単一ログインを利用したシングル サインオン機能があります。シングル サ
インオン機能を使用すると、ユーザはパスワードを何度も入力しなくても目的のアプリケーションにア

クセスできます。

シングル サインオン機能が有効になっている場合、ユーザは目的のポータルにログインして Cisco 
UCS Director へアクセスすることが可能です。

（注） Cisco UCS Director でシングル サインオン機能を利用できるようになるのは、単一ログイン証明書の

登録後です。

シングル サインオンの有効化 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [シングルサインオン ] タブをクリックします。

ステップ 3 [シングルサインオン ] ペインで、[シングルサインオンの有効化 ] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [アップロードするファイルの選択 ] フィールドで、単一ログイン証明書ファイルを参照して選択しま

す。

ステップ 5 [アップロード ] をクリックします。

ステップ 6 アップロードが済んだら [送信 ] をクリックします。

名前  説明

[基本検索 ] フィールド オンにすると、組織単位別に基本検索を実行できるようになります。

オンにした場合はステップ 6 に進みます。

[拡張検索 ] フィールド オンにすると、拡張検索を実行できるようになります。

オンにした場合はステップ 8 に進みます。
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  ブランディング
ブランディング 
グループまたは顧客組織に適用できるブランディング オプションは以下のとおりです。

• ロゴ イメージ（PNG、JPG、または GIF 形式）

• カスタマイズされたアプリケーション ラベル 

• ログアウト時のセルフサービス ポータルのリダイレクト先となる URL 

• ラベルと URL が指定されたカスタム リンク 

• ログイン ページの背景とロゴ 

グループと顧客組織のブランディング 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザグループ ] タブを選択します。

ステップ 3 ブランディングするグループを選択します。

ステップ 4 [ブランディング ] をクリックします。

ステップ 5 [グループブランディング ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。[ロゴイメージ ] 
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [アップロードするファイルの選択 ] フィールドで、ロゴ イメージ ファイルを参照して選択します。

（注） ロゴ イメージは、PNG、JPG、または GIF 形式のいずれかにしてください。最適なイメージ 
サイズは、幅 200 ピクセル、高さ 100 ピクセルです。ファイル サイズが小さいとより速くダウ

ンロードされるのでお勧めです。

ステップ 7 [アップロード ] をクリックします。

ステップ 8 （オプション）[ラベル 1]、[ラベル 2] の各フィールドにアプリケーション ラベルを 1 つ以上入力しま

す。

ステップ 9 （オプション）ログアウト時にユーザをリダイレクトする URL を [URL] フィールドに入力します。

名前  説明

[ロゴイメージ ] チェックボックス オンにすると、ロゴ イメージがアップロードされま

す。

ステップ 6 に進みます。

[アプリケーションラベル ] チェックボックス オンにすると、アプリケーション ヘッダーに表示さ

れるアプリケーション ラベルがカスタマイズされま

す。

ステップ 8 に進みます。

[ログアウト時のURL転送 ] チェックボック

ス

オンにすると、ログアウト時に特定の URL へリダイ

レクトされます。

ステップ 9 に進みます。

[カスタムリンク ] チェックボックス オンにすると、カスタム リンクがブランディングさ

れます。

ステップ 10 に進みます。
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  ブランディング
ステップ 10 （オプション）以下のうち、少なくとも最初の 2 つのフィールドを入力します。

ステップ 11 [送信 ] をクリックします。

ログイン ページのブランディング 
ログイン ページは、ドメイン名に関連したロゴが表示されるように設定できます。これにより、その

ドメインからエンド ユーザがログインしたとき、ログイン ページにカスタム ロゴが表示されます。ロ

ゴに最適なイメージ サイズは、255 ピクセルの空白部分を考慮して、幅 890 ピクセル、高さ 470 ピク

セルです。イメージ サイズが小さいとより速くダウンロードされるのでお勧めです。

（注） ブランディングする場合は、グループまたは顧客組織のログイン ページを最初に設定（有効化）する

必要があります。

カスタム ドメイン ロゴの設定 

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインページブランデング ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ] をクリックします。

ステップ 4 [ドメインブランディング ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [送信 ] をクリックします。

名前  説明

[カスタムリンク 1のラベル ] フィールド  カスタム リンク 1 のラベルを入力します。

[カスタムリンク 1のURL] フィールド  カスタム リンク 1 の URL を入力します。

[カスタムリンク 2のラベル ] フィールド  カスタム リンク 2 のラベルを入力します。

[カスタムリンク 2のURL] フィールド  カスタム リンク 2 の URL を入力します。

名前 説明 

[ドメイン名 ] フィールド ブランディングするドメイン名を入力します。

[カスタムドメインロゴ ] チェッ

クボックス

オンにすると、指定したドメイン名からのログイン ページのブランディン

グが有効になります。

[アップロードするファイルの選

択 ] フィールド

ロゴ ファイルをアップロードします。

（注） ロゴに最適なイメージ サイズは、255 ピクセルの空白部分を考慮し

て、幅 890 ピクセル、高さ 470 ピクセルです。イメージ サイズが

小さいとより速くダウンロードされるのでお勧めです。
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C H A P T E R 3

システム管理設定の管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「送信メール サーバ」（P.3-1）

• 「システム パラメータの設定（オプション）」（P.3-2）

• 「ライセンス使用状況の確認」（P.3-3）

• 「アプリケーション カテゴリの編集」（P.3-4）

• 「ポータルのカスタマイズ」（P.3-5）

• 「サポート情報」（P.3-8）

• 「詳細設定のプロパティ」（P.3-9）

• 「ユーザ メニュー」（P.3-10）

• 「ユーザの権限」（P.3-10）

• 「システム タスク」（P.3-11）

• 「レポートのカスタマイズ」（P.3-11）

• 「アイコンの管理」（P.3-11）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

送信メール サーバ
Cisco UCS Director から電子メールを送信する場合は常に SMTP サーバが必要です。

送信メール サーバの設定

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [電子メール設定 ] タブを選択します。
3-1
Cisco UCS Director 管理ガイド リリース 4.0



 

第 3 章      システム管理設定の管理

  システム パラメータの設定（オプション）
ステップ 3 [電子メール設定 ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 4 [保存 ] をクリックします。

システム パラメータの設定（オプション）

システム パラメータの設定（オプション）

この手順は任意です。システム パラメータを編集するのは、そのデフォルト値を変更する必要がある

場合だけにしてください。

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [システムパラメータ ] タブを選択します。

ステップ 3 [システムパラメータ ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[送信電子メールサーバ

(SMTP)] フィールド

送信 SMTP サーバのアドレス。

[送信SMTPポート ] フィールド 送信 SMTP サーバのポート番号。

[送信SMTPユーザ ] フィールド ユーザ ID。

[送信SMTPパスワード ] フィー

ルド

ユーザのパスワード。

[送信電子メールの送信者の電子

メールアドレス ] フィールド

送信者の電子メール アドレス。

[Cloupiaサーバ IPアドレス ] 
フィールド

Cisco UCS Director 仮想アプライアンスの IP アドレスまたは DNS 名。こ

のフィールドは、ユーザ ワークフロー アクション用のリンクを電子メー

ル内で作成するために使用されます。

[テストメールの送信 ] チェック

ボックス

オンにすると、現在の電子メール設定がテストされます。

名前 説明

[クラウドポーリング間

隔 ] フィールド

Cisco UCS Director に追加されたすべてのクラウドをポーリングしてステータス情

報を取得する頻度（分単位）。

（注） クラウドが追加されると、インベントリの詳細がすべて収集されます。

（注） ポーリング イベントは、クラウド レベルで [ポーリング ] タブを使用すると

すぐに開始できます。

[削除したVMのデータ

を保持する日数 ] フィー

ルド

ユーザが定義した、VM データをシステムに保持しておく日数。

[イベントを保持する日

数 ] フィールド

ユーザが定義した、すべてのイベントをシステムに保持しておく日数。

（注） 指定した期間を超えたイベントは削除されます。
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  ライセンス使用状況の確認
ステップ 4 [保存 ] をクリックします。

ライセンス使用状況の確認
[ライセンス使用率 ] ページには、使用中のライセンスが表示されるほか、ライセンス制限、利用可能

数量、ステータス、備考など、各ライセンスの詳細情報も表示されます。

ライセンス監査、PAK ライセンスの更新を実行できます。

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ライセンス使用率 ] タブを選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Director（CUIC）アプライアンスを選択します。

ステップ 4 （オプション）ライセンス監査を実行する場合は、[ライセンス監査の実行 ] をクリックします。

ステップ 5 [ライセンス監査の実行 ] ダイアログボックスで、[送信 ] をクリックします。実行には数分かかります。

ステップ 6 （オプション）PAK ライセンスを更新する場合は、[ライセンスの更新 ] をクリックします。

[傾向データを保持する

日数 ] フィールド

ユーザが定義した、インベントリの傾向データまたは履歴データ（CPU、ストレー

ジ、メモリの使用状況など）をシステムに保持しておく日数。

（注） このデータはレポートに使用されます。

[計測データを保持する

日数 ] ドロップダウン 
リスト

VM の計測記録をシステムに保持しておく日数を選択します。

（注） これは、VM とそのリソースに固有のデータです。

[URLからのVMロック

コントロールのダウン

ロード ] フィールド

指定した URL からの VM ロック コントロール。

（注） このファイルは XML 形式である必要があります。

[通貨 ] ドロップダウン 
リスト

使用する通貨タイプを選択します。利用できる通貨は、[US]、[EURO]、[GBP]、
[KRW]、[CAD]、[CHF]、[CLP]、[NR]、[JPY]、[AUD]、[NZD]、[SGD]、
[HKD]、[MYR]、[MXN]、[BRL]、[AED]、[DKK]、[SEK]、[KWD]、[CYN]、
[RUB]、[ZAR]、[その他 ] です。

[その他の通貨 ] フィー

ルド

このフィールドは、[通貨 ] で [その他 ] を選択した場合に表示されます。通貨名を

（1 つだけ）入力してください。

[通貨の精度 ] ドロップ

ダウン リスト

小数点以下の桁数を選択します。0 ～ 5 桁の範囲で指定できます。

名前 説明
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  アプリケーション カテゴリの編集
ステップ 7 [PAKライセンスの更新 ] ダイアログボックスで、以下のいずれかのフィールドを入力します。

アプリケーション カテゴリの編集
Cisco UCS Director を使用してプロビジョニングされる VM はすべて、そのタイプ別に分類されます。

Web サーバ、データベース、アプリケーション サーバ、その他の VM などのタイプがあります。

Cisco UCS Director には、検出された VM 用の個別カテゴリも用意されています。

使用または編集できるアプリケーション カテゴリは、以下の 12 種類です。

• 検出された VM

• 汎用 VM

• Web サーバ

• アプリケーション サーバ

• データベース

• アプリケーション - CPU 集約型

• アプリケーション - メモリ集約型

• アプリケーション - ディスク集約型

• アプリケーション - ネットワーク集約型

• その他のアプリケーション 1

• その他のアプリケーション 2

• その他のアプリケーション 3

アプリケーション カテゴリの編集

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アプリケーションカテゴリ ] タブを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションのカテゴリ ] を選択します。

ステップ 4 [編集 ] をクリックします。

ステップ 5 [カテゴリの編集 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[アップロードするファイルの選

択 ] フィールド

そのアカウント用の PAK ライセンス ファイルを参照してアップロードし

ます。

[ライセンステキストの入力 ] 
フィールド

ライセンス ファイルをアップロードしなかった場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。[ライセンステキスト ] フィールドに、ライセンス 
テキストをコピー アンド ペーストしてください。

名前 説明

[カテゴリ ID] 表示専用フィール

ド

システムによって当該カテゴリに指定される数値。
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  ポータルのカスタマイズ
ステップ 6 [送信 ] をクリックします。

ポータルのカスタマイズ
セルフサービス ポータルはカスタマイズ可能です。ブランディングおよびインターフェイス関連の変

更を加える手段として、ロゴ、ログイン ページ、ホーム ページなどをカスタマイズできます。

ログイン ページおよび背景イメージのカスタマイズ

ログイン ページおよび背景イメージは、カスタム イメージをアップロードして変更できます。

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログインページ ] をクリックします。

ステップ 3 [カスタマイズ可能なログインページの使用 ] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [ロゴイメージ ]、[背景イメージ ] のいずれかまたは両方のペインから、項目を選択します。

ステップ 5 [送信 ] をクリックします。

アプリケーション ロゴのカスタマイズ

ホーム ページのアプリケーション ロゴは、カスタム イメージをアップロードしてカスタマイズできま

す。

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アプリケーションロゴ ] タブを選択します。

ステップ 3 [イメージ ] ペインで、目的のイメージを選択するか、[追加 ] をクリックして一覧にない新しいイメー

ジを追加します。

ステップ 4 [送信 ] をクリックします。

[カテゴリラベル ] フィールド カテゴリ タイプを定義します。

[カテゴリコード ] フィールド VM およびホストに名前を付けるために使用されます。

[説明 ] 表示専用フィールド カテゴリの説明。

[有効になっているカテゴリ ] 表示

専用チェックボックス

デフォルトはオンです。

[デフォルトのスマート割り当て

アルゴリズム ] ドロップダウン リ
スト

アルゴリズムを選択します。
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  ポータルのカスタマイズ
ファビコンのカスタマイズ

ブラウザのアドレス バーまたはブックマークされたページ名の横に表示されるお気に入りアイコン

（ファビコン）は、カスタマイズできます。

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ファビコン ] タブを選択します。

ステップ 3 [イメージ ] ペインで、目的のイメージを選択するか、[追加 ] をクリックして一覧にない新しいイメー

ジを追加します。

ステップ 4 [送信 ] をクリックします。

（注） ファビコンのイメージは 16 X 16 サイズで、PNG 形式である必要があります。

アプリケーション ヘッダーのカスタマイズ

カスタマー ロゴの横に表示されるセルフサービス ポータル ラベルは、既存のラベルを変更してカスタ

マイズできます。

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アプリケーションヘッダー ] タブを選択します。

ステップ 3 [アプリケーションヘッダー ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[ヘッダー全体の非表示 ] 
チェックボックス

オンにすると、ヘッダー セクションが表示されなくなります。オンにした場合は、

ロゴ イメージ、アプリケーション名、リンク（[ログアウト ] など）を含んだヘッ

ダーが表示されません。

[製品名 ] フィールド 製品名。

[製品名の 2行目 ] フィー

ルド

製品名の続き。

[[バージョン情報 ]ダイ

アログの有効化 ] チェッ

クボックス

オンにすると、[バージョン情報 ] リンクがヘッダーに表示されます。オフにする

と、[バージョン情報 ] リンクがヘッダーに表示されません。

管理者ポータル

[カスタムリンク 1のラベ

ル ] フィールド

管理者ポータルのカスタム リンク 1 のラベルを入力します。

[カスタムリンク 1の

URL] フィールド

管理者ポータルのカスタム リンク 1 の URL を入力します。

[カスタムリンク 2のラベ

ル ] フィールド

管理者ポータルのカスタム リンク 2 のラベルを入力します。

[カスタムリンク 2の

URL] フィールド

管理者ポータルのカスタム リンク 2 の URL を入力します。
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  ポータルのカスタマイズ
ステップ 4 [保存 ] をクリックします。

日付表示のカスタマイズ

さまざまな日付表示の形式がサポートされています。

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [日付の表示 ] タブを選択します。

ステップ 3 日付形式を編集します。

ステップ 4 必要に応じて [タイムゾーンの非表示 ] をクリックし、タイムゾーンがユーザ インターフェイスに表示

されないようにします。

ステップ 5 [保存 ] をクリックします。

カラー テーマのカスタマイズ

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カラーテーマ ] を選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リストからテーマ スタイルを選択します。

ステップ 4 [保存 ] をクリックします。

ログアウト時のリダイレクト先のカスタマイズ

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザインターフェイス設定 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ログアウトリダイレクト ] タブを選択します。

ステップ 3 URL を入力します。

エンド ユーザ ポータル

[カスタムリンク 1のラベ

ル ] フィールド

エンド ユーザ ポータルのカスタム リンク 1 のラベルを入力します。

[カスタムリンク 1の

URL] フィールド

エンド ユーザ ポータルのカスタム リンク 1 の URL を入力します。

[カスタムリンク 2のラベ

ル ] フィールド

エンド ユーザ ポータルのカスタム リンク 2 のラベルを入力します。

[カスタムリンク 2の

URL] フィールド

エンド ユーザ ポータルのカスタム リンク 2 の URL を入力します。
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  サポート情報
ステップ 4 [保存 ] をクリックします。

サポート情報
Cisco UCS Director サポートでは、ライセンス ステータス、データベース テーブル、バージョン、リ

ソース使用率、ログ、デバッグ プロセス（トラブルシューティング用）などを含む基本システム情報

と詳細システム情報が提供されます。

サポート情報の確認

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サポート情報 ] タブを選択します。

ステップ 3 [システム情報とログリンクページ ] リンクをクリックします。

システム情報の確認

確認できる基本システム情報には、バージョン、アップ時間、サービス ステータス、システム ライセ

ンス ステータス、使用率、コンピューティング アカウント ステータス、コンピューティング サーバ 
ステータス、ストレージ アカウント ステータス、システム カタログ、ネットワーク デバイス ステー

タス、クラウド ステータスなどがあります。

詳細システム情報には、基本システム情報に加えて、データベース テーブル サマリー、製品構成、上

位プロセス情報などのほか、プロセッサ、メモリ、ディスク、ログ ファイル、ネットワーク、ログイ

ンなどの情報が含まれます。システム タスク ステータス、クラウド インベントリ、モニタリング ス
テータスも確認できます。

ログの表示

ドロップダウン リストからいずれかのログ ファイルを 1 つ選択できます。[ログの表示 ] をクリックす

ると、選択したログの末尾数行を表示できます。

すべてのログのダウンロード

[すべてのログのダウンロード ] をクリックすると、すべてのログ ファイルを 1 個の zip 形式でダウン

ロードできます。

デバッグ ログの開始

デバッグ ログを実行すると、最長 30 分間のデバッグ ログをログ ファイルに記録できます。

ステップ 1 [デバッグ ログの開始 ] をクリックします。

ステップ 2 デバッグが終了したら、[デバッグ ログの停止 ] をクリックします。
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  詳細設定のプロパティ
ステップ 3 [HH.MM.SS (時間 )] から [デバッグ ログのダウンロード ] をクリックして、ファイルをダウンロード

します。

詳細設定のプロパティ
詳細設定を使用すると、Cisco UCS Director の特定プロパティを有効または無効にできます。

詳細設定のプロパティの有効化

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [詳細設定 ] タブを選択します。

ステップ 3 次のフィールドを入力します。

名前 説明

[パフォーマンスのモニ

タリング ] チェックボッ

クス

オンにすると、仮想インフラストラクチャ モニタリング、物理インフラストラク

チャ モニタリング、外部クラウド モニタリングが有効になります。

このカテゴリに含まれるその他のチェックボックスは、すべて必要に応じてオンに

します。

[リソースの計測 ] 
チェックボックス

オンにすると、VM 計測機能のモニタリングが有効になります。

（注） VM 計測機能が無効になっている場合、チャージバックは機能しません。

[イベントのモニタリン

グ ] チェックボックス

オンにすると、イベント モニタリングが有効になります。

[自動サポート ] チェッ

クボックス

オンにすると、自動サポートが有効になります。

[ヒートマップレポート

のコンピューティング ] 
チェックボックス

オンにすると、仮想インフラストラクチャに関するヒート マップ レポートを生成で

きるようになります。

[自動アセスメント ] 
チェックボックス

オンにすると、アセスメント レポートを 4 時間ごとに生成できるようになります。

このタスクでは、仮想化に関し VMware から提供されるルールとベスト プラクティ

スに準じて、VMware クロック、ESX ホスト、テンプレート、クラスタ、およびそ

の他のプロパティのアセスメントが実行されます。

[アダプティブ プロビ

ジョニングのインデッ

クス算出 ] チェックボッ

クス

オンにすると、各種ホスト パラメータについて、ホストの負荷インデックスが 4 時
間ごとに算出されます。負荷インデックスは、カタログのアダプティブ プロビジョ

ニングに使用されます。負荷インデックスが低いホストほど、プロビジョニングの

対象に選ばれる確率が高くなります。この処理は、特定の vDC のコンピューティン

グ ポリシーに準じて実行されます。

[vDCポリシーに基づい

て非アクティブなVM
を削除 ] チェックボック

ス

オンにすると、vDC 内の非アクティブな（電源がオフになっている）VM が、管理

者の指定した期間の経過後に削除されます。このプロパティは、vDC の [日中に非

アクティブなVMは日中後に削除 ] フィールドに関連付けられています。

（注） このチェックボックスのデフォルトはオフ（無効）です。
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  ユーザ メニュー
ステップ 4 [送信 ] をクリックします。

ユーザ メニュー
標準的なユーザ ロールで利用できるデフォルトのメニュー操作とは別に、個々のユーザ ロールに合わ

せてメニュー操作をカスタマイズすることが可能です。

（注） 使用できるメニュー設定は、ユーザ権限によって異なります。たとえば、メニュー操作を表示または実

行できるのは、読み取り /書き込み権限が与えられた場合だけです。

ユーザ メニューの設定

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [メニュー設定 ] タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リストから [ユーザロール ] を選択します。

ステップ 4 ロールに対してメニューのチェックボックスをオン /オフにするか、[デフォルトにリセット ] チェック

ボックスをオンにします。

ステップ 5 [送信 ] をクリックします。

ユーザの権限
個々のユーザ ロールに対する読み取り権限と書き込み権限を制御できます。

ユーザ権限の設定

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザの権限 ] タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リストから [ユーザロール ] を選択します。

ステップ 4 [許可されている操作 ] ダイアログボックスでは、選択されたユーザ ロールで実行できる読み取り /書
き込み操作を確認できます。

ステップ 5 個々のロールに対してチェックボックスをオン /オフにするか、[デフォルトにリセット ] チェックボッ

クスをオンにします。

ステップ 6 [送信 ] をクリックします。
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  システム タスク
システム タスク
[システムのタスク ] には、システム タスクのリストがその実行頻度とともに表示されます。

いずれかのタスクをクリックしてから [今すぐ実行 ] をクリックすると、そのタスクを実行できます。

このアクションによって、選択されたタスクの情報が更新されます。

システム タスクの実行

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [システムのタスク ] タブを選択します。

ステップ 3 リストからタスクを 1 つ選択します。

ステップ 4 [今すぐ実行 ] をクリックします。

レポートのカスタマイズ 
レポートをカスタマイズすると、カスタム ラベルを作成したり、使用可能なレポートを非表示にした

りすることができます。

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [レポートのカスタマイズ ] タブを選択します。

ステップ 3 レポートを選択します。

ステップ 4 [編集 ] をクリックします。

ステップ 5 ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 6 [保存 ] をクリックします。

アイコンの管理
Cisco UCS Director は、カタログ アイコンのカスタマイズと管理をサポートします。各アイコン セッ

トには、多くのイメージが含まれています。アイコン セット内のイメージは、カタログ作成フォーム

で使用できるアイコンにそれぞれ対応しています。

自動入力されるアイコン セットは以下の 4 つです。

• コンテナ カタログ アイコン セット

名前 説明

[レポートを非表示 ] チェック

ボックス

オンにすると、レポートが表示されなくなります。オフにすると、レ

ポートが表示されます。

[新しいラベル ] フィールド 必要に応じて、レポートの新しいラベルを指定します。
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  アイコンの管理
• 詳細カタログ アイコン セット

• 標準カタログ アイコン セット

• VDI カタログ アイコン セット 

アイコンの追加

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アイコン管理 ] タブを選択します。

ステップ 3 アイコン セットのカテゴリを選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ ] をクリックします。

ステップ 5 [アイコンイメージの管理 ] ページで、[追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 6 [アイコンイメージへのエントリの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 7 [アップロード ] をクリックします。

ステップ 8 アップロードが済んだら [送信 ] をクリックします。

アイコンの編集

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アイコン管理 ] タブを選択します。

ステップ 3 アイコンのカテゴリを選択します。

ステップ 4 [アイコンイメージ ] をクリックします。

ステップ 5 [アイコンイメージの管理 ] ページで、編集するアイコン イメージを選択します。

ステップ 6 [編集 ]（鉛筆）をクリックします。

ステップ 7 [アイコンイメージエントリの編集 ] ダイアログボックスで、[説明 ] を編集します。

ステップ 8 [参照 ] をクリックしてイメージを参照し、アップロードする代替ファイルを選択します。

ステップ 9 [アップロード ] をクリックします。

ステップ 10 アップロードが済んだら [送信 ] をクリックします。

名前 説明

[イメージラベル ] 
フィールド

イメージの新規ラベル。このラベルは、カタログ作成時にアイコンのドロップダウ

ン リストを追加するために使用されます。

[説明 ] フィールド イメージの説明。

[アップロードするファ

イルの選択 ] フィールド

アップロードするファイル。
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アイコンの削除

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アイコン管理 ] タブを選択します。

ステップ 3 [アイコンイメージの管理 ] ページで、削除するアイコン イメージを選択します。

ステップ 4 [削除 ]（X）をクリックします。

アイコンのプレビュー

ステップ 1 [管理 ] > [システム管理 ] の順にクリックします。

ステップ 2 アイコンのカテゴリを選択します。

ステップ 3 [アイコンイメージ ] をクリックします。

ステップ 4 [アイコンイメージの管理 ] ページで、プレビューするアイコン イメージを選択します。

ステップ 5 [情報 ] をクリックします。
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統合設定の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 「設定管理データベースの統合」（P.4-1）

• 「計測データのエクスポート」（P.4-2）

• 「[レコードの変更 ]」（P.4-2）

• 「システム ログ」（P.4-3）

• 「ストレージと OVF のアップロード」（P.4-4）

• 「多言語のサポート」（P.4-4）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

設定管理データベースの統合
設定管理データベース（CMDB）は、システムの変化を追跡、管理するために使用されます。CMDB 
には通常、VM、サービス リクエスト、グループなどのリソースに対して実行されるイベントのタイプ

（追加、削除、変更のいずれか）が表示されます。

CMBD 統合の設定

ステップ 1 [管理 ] > [統合 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [CMDB統合設定 ] タブを選択し、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[FTPサーバにエクス

ポート ] チェックボック

ス 

オンにすると、レコードの変更が FTP サーバにエクスポートされます。

[エクスポート形式 ] ド
ロップダウン リスト

エクスポート形式（CSV または XML）を選択します。

[FTPサーバ ] フィール

ド

FTP サーバのアドレス。

[FTPポート ] フィール

ド

FTP サーバ ポート番号。
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  計測データのエクスポート
ステップ 3 [保存 ] をクリックします。

計測データのエクスポート
計測データのエクスポートを設定すると、VM のリソース使用率やリソース アカウンティングの詳細

などの傾向データをサーバにエクスポートできます。

計測データのエクスポートの設定

ステップ 1 [管理 ] > [統合 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [計測データのエクスポートの設定 ] タブを選択し、CMDB の設定に使用するフィールドを入力しま

す。

ステップ 3 [保存 ] をクリックします。

[レコードの変更 ]
[レコードの変更 ] には、現在のリソースと、すべてのリソースの変更が表示されます。ここで言うリ

ソースには、VM、サービス リクエスト、グループなどが含まれます。

レコードの変更の確認

ステップ 1 [管理 ] > [統合 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [レコードの変更 ] タブを選択します。

[FTPユーザ ] フィール

ド

FTP ユーザ ID。

[FTPパスワード ] 
フィールド

FTP ユーザ パスワード。

[FTPエクスポート頻度 ] 
ドロップダウン リスト

レコードの変更を FTP サーバにエクスポートする頻度を選択します。

[FTPファイル名 ] 
フィールド

エクスポートされるレコードの変更のファイル名。ターゲット FTP サーバへファイ

ルがエクスポートされるたびに作成される新しいファイル名には、以下の変数を使

用できます。

MONTH、WEEK、DAY、YEAR、HOUR、MIN、SEC、MLLIS

例：XYZ-$DAY-$HOUR-$MIN-$SEC 

[FTPのテスト ] チェッ

クボックス

オンにすると、FTP の設定がテストされます。

名前 説明
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（注） レコードの変更は最大 1000 件表示できます。

システム ログ
システム ログ（syslog）情報は、設定されたサーバに転送できます。各システム メッセージには、重

大度と重大度の最小値レベルが関連付けられます。

システム ログの設定

ステップ 1 [管理 ] > [統合 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [syslog] タブを選択します。

ステップ 3 [Syslog転送の有効化 ] チェックボックスをオンにして、以下のサーバ フィールドを入力します。

ステップ 4 [保存 ] をクリックします。

フィールド 説明

[Syslog転送の有効化 ] 
チェックボックス

オンにすると、syslog が有効になります。

[重大度の最小値 ] ド
ロップダウン リスト

ここで選択した最小値よりも重大度の低いシステム メッセージはフィルタリングさ

れ、syslog サーバに転送されません。

プライマリ syslog サーバ

[サーバのアドレス ] 
フィールド

プライマリ サーバのアドレス。

[プロトコル ] ドロップ

ダウン リスト

プロトコル（UDP または TCP）を選択します。

[ポート ] フィールド ポート番号。

[syslogメッセージ

フォーマット ] ドロップ

ダウン リスト

メッセージの形式（XML またはプレーン テキスト）を選択します。

セカンダリ syslog サーバ

[サーバのアドレス ] 
フィールド

セカンダリ サーバのアドレス。

[プロトコル ] ドロップ

ダウン リスト

プロトコル（UDP または TCP）を選択します。

[ポート ] フィールド ポート番号

[syslogメッセージ

フォーマット ] ドロップ

ダウン リスト

メッセージの形式（XML またはプレーン テキスト）を選択します。
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  ストレージと OVF のアップロード
ストレージと OVF のアップロード
管理者、グループ管理者、エンド ユーザのいずれかによってアップロードされるファイルの保存先と

なるストレージ ロケーションは設定可能です。アップロードされたファイルは、ローカルに保存する

ことも、外部の NFS 共有マウント ポイントに保存されるように設定することもできます。NFS のロ

ケーションは管理者が設定します。

管理者、グループ管理者、エンド ユーザ（サービス エンド ユーザ ポータル）はいずれも、ファイルの

アップロード機能を使用して、ローカル ストレージまたは外部の NFS 共有マウント ポイントに Open 
Virtualization Format（OVF）ファイルをアップロードできます。NFS のロケーションは管理者が設定

します。詳細については、『OVF Upload Guide』を参照してください。

多言語のサポート
Cisco UCS Director は、表示および入力の両方で多言語をサポートします。2 バイト文字セットを利用

するすべての言語がサポートされています。あらゆる入力フィールドに、ユーザが選択した言語でテキ

ストを入力できます。
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物理インフラストラクチャの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「物理インフラストラクチャの管理について」（P.5-1）

• 「接続のテスト」（P.5-4）

• 「デバイス検出の確認」（P.5-5）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

物理インフラストラクチャの管理について
Cisco UCS Director では、物理と仮想と両方のインフラストラクチャを管理できます。

Cisco UCS Director は、新たに作成された物理アカウントに含まれるすべてのコンポーネントを検出し

ます。通常、この検出プロセスには 5 分ほどかかります。

データセンターを追加することも、デフォルトのデータセンターを使用することも可能です。物理アカ

ウントは、デフォルトのデータセンターと追加したデータセンターの両方に関連付けられます。

（注） 物理と仮想、どちらのタイプのインフラストラクチャを先に追加しても構いません。Cisco UCS 
Director の物理アカウントには、仮想（クラウド）アカウントとの依存関係はありません。

データセンターの追加

ステップ 1 [管理 ] > [物理アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [データセンター ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。
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  物理インフラストラクチャの管理について
ステップ 4 [データセンターの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

物理アカウントの追加

ステップ 1 [管理 ] > [物理アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [物理アカウント ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[名前 ] フィールド データセンターの内容を表す名前。

[タイプ ] ドロップダウ

ン リスト

追加するタイプを選択します。ポッド タイプとは、デバイスのタイプ、ベンダー、

モデルに基づいて特定のデバイスを論理的にグループ化したものです。以下のいず

れかのポッド タイプを選択できます。

• [FlexPod]

• [GenericPod]

• [ExpressPodミディアム ]

• [ExpressPodスモール ]

• [VSPEX]

• [Vblock]

（注） 一般的には、選択したポッド タイプに属しているデバイス タ
イプだけを追加できます。例外は [GenericPod] で、これはあ

らゆるデバイスに対応します。

（注） [ExpressPodスモール ] または [ExpressPodミディアム ] に互

換デバイスを追加する場合は、スモールまたはミディアムの

ポッド ライセンスが必要です。それ以外のすべてのポッド タ
イプで必要なのはデバイス タイプの互換性だけです。

[説明 ] フィールド （オプション）データセンターの説明。

[住所 ] フィールド データセンターの物理的な所在地。たとえば、都市名や、データセンターの識別用

として内部的に利用されるその他の ID などを入力できます。

名前 説明

[データセンター ] ドロッ

プダウン リスト

その物理アカウントが所属しているデータセンターを選択します。

[カテゴリ ] ドロップダウ

ン リスト

カテゴリ タイプ（[コンピューティング ] または [ストレージ ]）を選択します。

[ストレージ ] を選択した場合はステップ 5 に進みます。
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ステップ 5 アカウントが [ストレージ ] である場合は、[NetApp ONTAP]、[NetApp OnCommand]、[EMC VNX]、
[EMC VMAXソリューションイネーブラ ] の中から適切なアカウント タイプを選択します。

ステップ 6 [追加 ] をクリックします。

ネットワーク要素の追加

ステップ 1 [管理 ] > [物理アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [マネージドネットワーク要素 ] タブを選択します。

[アカウントタイプ ] ド
ロップダウン リスト

その物理アカウントのアカウント タイプを選択します。次のいずれかを指定できま

す。

• [UCSM]

• [HP ILO]

• [Ciscoラックサーバ (CIMC)]

• [IPMI]

[認証タイプ ] ドロップダ

ウン リスト

そのアカウントに使用する認証タイプを選択します。次のいずれかになります。

• [ローカルで認証済み ]：ローカルで認証されたユーザ アカウントとは、ファブ

リック インターコネクトを介して直接認証されたユーザ アカウントのことで

あり、管理者権限または AAA（認証、認可、アカウンティング）権限を持っ

ていれば誰でも有効 /無効にすることができます。

• [リモートで認証済み ]：リモートで認証されたユーザ アカウントとは、

LDAP、RADIUS、TACACS+ のいずれかを介して認証されたユーザ アカウン

トのことです。

[アカウント名 ] フィール

ド

追加する物理アカウントに割り当てる一意の名前。

[サーバのアドレス ] 
フィールド

サーバの IP アドレス。

[ユーザ ID] フィールド そのアカウントにアクセスする際に使用するユーザ名。

[パスワード ] フィールド ユーザ名に関連付けられるパスワード。

[トランスポートタイプ ] 
ドロップダウン リスト

アカウントに使用するトランスポート タイプを選択します。次のいずれかになりま

す。

• http

• https

[ポート ] フィールド サーバのポート番号。

[説明 ] フィールド （オプション）アカウントの説明。

[連絡先の電子メール ] 
フィールド

（オプション）アカウントの連絡先の電子メール アドレス。

[ロケーション ] フィール

ド

（オプション）ロケーション。

[サービスプロバイダー ] 
フィールド

（オプション）サービス プロバイダーの名前（存在する場合）。

名前 説明
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ステップ 3 [ネットワーク要素の追加 ] をクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク要素の追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [送信 ] をクリックします。

DHCP ロギングの有効化

ステップ 1 [管理 ] > [物理アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ネットワークサービスエージェント ] タブを選択します。

ステップ 3 [組み込みネットワークサービス ] をクリックします。

ステップ 4 [組み込みネットワークサービス ] ダイアログボックスで、[DHCPロギングを有効にする ] チェック

ボックスをオンにします。

接続のテスト

ステップ 1 [管理 ] > [物理アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [物理アカウント ] タブを選択します。

ステップ 3 テストするアカウントを選択します。

ステップ 4 [テスト接続 ] をクリックします。

名前 説明

[データセンター ] ド
ロップダウン リスト

そのネットワーク要素が所属しているデータセンター。

[デバイスカテゴリ ] ド
ロップダウン リスト

そのネットワーク要素のデバイス カテゴリ。

[デバイス IP] フィール

ド

デバイスの IP アドレス。

[プロトコル ] ドロップ

ダウン リスト

使用するプロトコル。次のいずれかになります。

• telnet

• ssh

[ポート ] フィールド 使用するポート。

[ログイン ] フィールド ログイン名。

[パスワード ] フィール

ド

ログイン名に関連付けられるパスワード。

[パスワードの有効化 ] 
フィールド

そのネットワーク要素のイネーブル パスワード。
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デバイス検出の確認

ステップ 1 [管理 ] > [物理アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 デバイスの検出を確認するアカウントをクリックします。

ステップ 3 [検出されたデバイス ] タブを選択します。

ステップ 4 [設定の検出 ] をクリックします。

ステップ 5 [設定の検出 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを確認します。

ステップ 6 [送信 ] をクリックします。

名前 説明

[検出を有効化 ] チェックボックス このチェックボックスはデフォルトでオンにな

り、アカウントのデバイス検出が有効化されます

[IP範囲 ] デバイス検出の対象となる IP アドレスの範囲。

[TCPタイムアウト (ミリ秒単位 )] TCP のタイムアウト（ミリ秒単位）。

[SNMPタイムアウト (ミリ秒単位 )] SNMP のタイムアウト（ミリ秒単位）。

[SNMPコミュニティストリング ] SNMP のコミュニティ ストリング（デフォルト

は public）。
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仮想インフラストラクチャの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「VMware の管理について」（P.6-1）

• 「クラウドの検出と接続の確認」（P.6-3）

• 「vCenter プラグインの確認」（P.6-3）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

VMware の管理について
Cisco UCS Director は、vCenter（ESX 3.5、ESX/ESXi 4.x および 5.x）を介して VMware をサポート

します。

Cisco UCS Director では、新しく作成されたクラウド アカウントに含まれている既存の VM とイメー

ジが、すべて自動的に検出されます。通常、この検出プロセスには 5 分ほどかかります。

VMware クラウドだけでなく PowerShell エージェントも追加できます。

（注） ここで言う「クラウド」とは、1 つの vCenter インストール環境を指します。

クラウドの作成

ステップ 1 [管理 ] > [仮想アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [仮想アカウント ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。
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ステップ 4 [クラウドの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

PowerShell エージェントの作成

ステップ 1 [管理 ] > [仮想アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [PowerShellエージェント ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

名前 説明

[クラウドタイプ ] ド
ロップダウン リスト

[VMware] を選択します。

[VMware] を選択すると、以下の各フィールドが表示されます。他のクラウド タイ

プを選択した場合は、そのクラウド タイプに固有のフィールドが表示されます。

[クラウド名 ] フィール

ド

クラウド名。

（注） 各クラウドには、Cisco UCS Director 内で一意の名前を付ける必要がありま

す。クラウドの追加後は、すべてのレポートでこのクラウド名を使用して当

該クラウドが表されます。

[サーバのアドレス ] 
フィールド

vCenter サーバのアドレス。

[サーバのユーザ ID] 
フィールド

vCenter サーバのユーザ名。

[サーバのパスワード ] 
フィールド

vCenter サーバのパスワード。

[サーバアクセスポート ] 
フィールド

サーバのポート番号。

[VMwareデータセン

ター ] フィールド

vCenter アカウントのデータセンター名。この名前を使用して、指定したデータセ

ンターのリソースの検出、モニタリング、管理を実行できます。vCenter アカウン

ト全体を Cisco UCS Director で管理する場合は、このフィールドを空白にします。

[サーバアクセスURL] サーバ アクセス用の URL。

[説明 ] フィールド クラウドの説明。

[連絡先の電子メール ] 
フィールド

クラウドの連絡先の電子メール アドレス。

[ロケーション ] フィー

ルド

ロケーション。

[物理データセンター ] 
ドロップダウン リスト

コンバージド インフラストラクチャ データセンターを選択します。データセンター

名を選択すると、VMware クラウド アカウントがコンバージド インフラストラク

チャ スタックに表示されます。

[サービスプロバイダー] 
フィールド

サービス プロバイダーの名前。
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ステップ 4 [エージェントの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

クラウドの検出と接続の確認

接続のテスト

ステップ 1 [管理 ] > [仮想アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [仮想アカウント ] タブを選択します。

ステップ 3 テストする VMware アカウントを選択します。

ステップ 4 [接続のテスト ] をクリックします。

（注） クラウド アカウントを Cisco UCS Director に 1 つ以上追加すると、[サマリー ] タブを使用し

てクラウドとそのデータの収集を確認できます。

ステップ 5 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 6 [サマリー ] タブを選択します。

（注） 自動検出の完了とデータの入力に数分かかることがあります。クラウド名を選択すると、その

ステータスの詳細が表示されます。

vCenter プラグインの確認

ステップ 1 [管理 ] > [仮想アカウント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [プラグイン ] タブを選択します。

名前 説明

[エージェント名 ] 
フィールド

エージェントの名前。

[エージェントアドレス ] 
フィールド

エージェントのアドレス。

[エージェントのアクセ

スポート ] フィールド

エージェントのアクセス ポート番号。

[アクセスキー ] フィー

ルド

アクセス キー。

[説明 ] フィールド エージェントの説明。
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ポリシーの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「ポリシー」（P.7-1）

• 「ストレージ ポリシー」（P.7-3）

• 「ネットワーク ポリシー」（P.7-6）

• 「システム ポリシー」（P.7-9）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

ポリシー
Cisco UCS Director は、セルフサービス ポータルを提供します。このポータルでは、管理者が設定し

た事前定義ポリシーに基づいて、割り当て済みリソースから成るプールを起点に仮想マシンのプロビ

ジョニングが実行されます。

ポリシーとは、新しい VM がシステム リソースの可用性に基づいてインフラストラクチャ内でプロビ

ジョニングされる場所と仕組みを決定する一連のルールのことです。

Cisco UCS Director では、VM をプロビジョニングするために、コンピューティング、ストレージ、

ネットワーク、システムという 4 つのポリシーを設定する必要があります。

コンピューティング ポリシー

コンピューティング ポリシーによって、プロビジョニング中に使用されるコンピューティング リソー

スのうち、グループ要件または負荷要件を満たすものが判断されます。

管理者は、コンピューティング ポリシーでさまざまな条件を併用してマッチングし、詳細なポリシー

を定義できます。

（注） 条件の組み合わせによってはセルフサービス プロビジョニングの際にホスト マシンが 1 台もない結果

になりかねないので、コンピューティング ポリシーの全フィールドについて十分に理解しておくこと

をお勧めします。
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  ポリシー
コンピューティング ポリシーの作成

ステップ 1 [ポリシー ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VMwareコンピューティングポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [コンピューティングポリシーの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[ポリシー名 ] フィールド ポリシーの名前。

（注） カタログを定義する際は、この名前が使用されます。

[ポリシーの説明 ] フィールド ポリシーの説明。

[クラウド名 ] ドロップダウン 
リスト

リソース割り当てを行うクラウドを選択します。

[ホストノードまたはクラスタ

スコープ ] ドロップダウン リ
スト

導入のスコープを選択します。

（注） すべてのオプションを選択するか、選択したオプションを含める

か、または選択したオプションを除外するように指定すると、導入

のスコープを狭められます。選択した内容に応じて表示される新し

いフィールドで、必要なホストまたはクラスタを選択できます。

[リソースプール ] ドロップダ

ウン リスト

リソース プールを選択します。

[ESXタイプ ] ドロップダウン 
リスト

ESX のインストール タイプ（ESX と ESXi の一方または両方）を選択しま

す。

[ESXバージョン ] ドロップダ

ウン リスト

ESX のバージョンを選択します。

[条件の最小値 ] チェックボッ

クス

満たすべき条件に対応しているチェックボックスを 1 つ以上オンにします。

これらの条件を満たさないホストは、処理の対象から除外されます。条件

を複数選択した場合は、選択した条件のすべてを満たす必要があります。

導入オプション

[テンプレートのオーバーライ

ド ] チェックボックス

オンにすると、テンプレートのプロパティがすべてオーバーライドされま

す。CPU とメモリについては、カスタム設定を入力するオプションが用意

されています。

[vCPU数 ] フィールド vCPU のカスタム数を指定します1。1 つの VM に対する vCPU の数は、ホ

スト ノードまたはクラスタのスコープとして選択されたコアの総数を超え

ないようにしてください。

[CPU予約 (MHz)] フィールド VM 用に予約する CPU1。この予約は、指定された vCPU の数に左右されま

す。

[CPUの制限 (MHz)] フィール

ド

VM に対する、CPU の制限 1。CPU の制限値は、ホスト ノードまたはクラ

スタ用に選択されたスコープによって決定されます。

[CPU共有 ] ドロップダウン リ
スト

CPU 共有の度合い（低、ノーマル、高のいずれか）を選択します 1。複数

の VM 間で CPU リソースの奪い合いが発生したときに CPU リソースを取

得する VM は、CPU 共有の設定によって決定されます。

[メモリ ] フィールド VM のカスタム メモリ 1。

[メモリ予約 (MB)] フィールド VM 用に予約するメモリ 1。この予約は、指定するメモリによって左右され

ます。
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ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

ストレージ ポリシー
ストレージ ポリシーは、データストアのスコープ、使用するストレージのタイプ、容量の最低条件、

遅延などのリソースを定義するポリシーです。

ストレージ ポリシーでは、マルチディスクに対応した追加ディスク ポリシーを設定できるほか、サー

ビス リクエストの作成中にデータストアを選択するオプションを指定できます。

マルチ VM ディスクに対するストレージ ポリシー 
Cisco UCS Director では、複数のデータストア上で、マルチディスクによる VM プロビジョニングを

実行できます。

ディスクは、システム、データ、データベース、スワップ、ログという 5 つのタイプに分類されます。

システム ディスク ポリシーを先に設定し、次にそれ以外のディスクを要件に応じて設定できます。

ディスク タイプ別にディスク ポリシーを設定することも、ディスクごとにデフォルトのシステム ディ

スク ポリシーを選択することも可能です。

[メモリ制限 (MB)] フィールド VM に対するメモリの制限 1。メモリの制限値は、ホスト ノードまたはクラ

スタ用に選択されたスコープによって決定されます。

[メモリ共有 ] ドロップダウン 
リスト

メモリ共有の度合い（低、ノーマル、高のいずれか）を選択します 1。複数

の VM 間でメモリ リソースの奪い合いが発生したときにメモリ リソースを

取得する VM は、メモリ共有の設定によって決定されます。

サイズ変更オプション

[VMのサイズ変更を許可 ] 
チェックボックス

オンにすると、プロビジョニング前に VM のサイズを変更したり、既存の 
VM のサイズを変更したりすることができます。

[vCPUの許容値 ] フィールド VM のプロビジョニング中、または既存の VM のサイズ変更中に使用され

る vCPU の範囲 2。選択されたクラウド（vCenter）が 5 以上で、その VM 
のバージョンが 8 である場合に限り、VM のプロビジョニング中またはサ

イズ変更中に 8 を超す範囲が表示されます。このフィールドで指定した値

だけが表示されます。

[メモリの許容値 (MB単位 )] 
フィールド

VM のプロビジョニング中、または既存の VM のサイズ変更中に使用され

るメモリの範囲 2。

例：512、768、1024、1536、2048、3072、4096 など。このフィールドで

指定した値だけが表示されます。

[フォルダに展開 ] フィールド このポリシーを使用して作成された VM はカスタム フォルダに展開できま

す。Cisco UCS Director では、グループ名に基づいてフォルダ名を自動的

に作成できます。「${GROUPNAME}」と指定すると、そのポリシーを使

用するグループ名に基づいてフォルダが作成されます。新規のフォルダ名

も既存のフォルダ名も指定できます。

1. このオプションは、[テンプレートのオーバーライド ] を選択した場合に表示されます。

2. このオプションは、[VMのサイズ変更を許可 ] を選択した場合に表示されます。

名前 説明
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（注） マルチディスクに対応したテンプレートのストレージ ポリシーを作成する場合は、第 10 章「マルチ

ディスク VM プロビジョニング」を参照してください。

Cisco UCS Director では、VM プロビジョニングのサービス リクエストを作成している最中にデータ

ストアを選択できます。また、サービス リクエストの作成中にエンド ユーザがデータストアを選択で

きるかどうかを指定するオプションが用意されています。リストに表示されるデータストアは、サービ

ス リクエストの作成中、vDC に関連付けられたストレージ ポリシーで指定したスコープ条件によって

異なります。

ストレージ ポリシーの追加と設定

ステップ 1 [ポリシー ] > [ストレージ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力しま

す。

名前 説明

[ポリシー名 ] フィールド ポリシーの名前。カタログを定義する際は、この名前が使用されます。

[ポリシーの説明 ] フィールド ポリシーの説明。

[クラウド名 ] ドロップダウン リ
スト

リソース割り当てを行うクラウドを選択します。

システム ディスク スコープ 

[データストアのスコープ ] ド
ロップダウン リスト

導入のスコープを狭める場合は、すべてのデータストアを選択するか、

選択したデータストアを含めるか、または選択したデータストアを除外

するように指定します。

[共有データストアのみの使用 ] 
チェックボックス

オンにすると、共有データストア以外は使用されなくなります。

ストレージ オプション

[ローカルストレージの使用 ] 
チェックボックス

オンにすると、ローカル ストレージが使用されます。デフォルトはオン

です。

[NFSの使用 ] チェックボックス オンにすると、NFS ストレージが使用されます。デフォルトはオンで

す。

[SANの使用 ] チェックボックス オンにすると、SAN ストレージが使用されます。デフォルトはオンで

す。

[条件の最小値 ] チェックボック

ス

満たすべき条件を 1 つ以上選択します。これらの条件を満たさないデー

タストアは、処理の対象から除外されます。条件を複数選択した場合

は、すべてを満たす必要があります。

[テンプレートのオーバーライド ] 
チェックボックス

オンにすると、テンプレートのプロパティがすべてオーバーライドされ

ます。使用するシン プロビジョニングやカスタム ディスク サイズなど

のカスタム設定を入力するオプションが用意されています。

VM のライフサイクルのサイズ変更オプション

[ディスクのサイズ変更を許可 ] 
チェックボックス

オンにすると、エンド ユーザはプロビジョニング前に VM のディスク 
サイズを選択できるようになります。
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ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [追加のディスクポリシー ] ペインで、設定するディスク タイプを選択します。

ステップ 7 [編集 ]（鉛筆）をクリックしてディスク タイプを編集します。

（注） デフォルトでは、当該ディスクのディスク ポリシーは [システムディスクポリシー ] の内容と

同じになります。

ステップ 8 [ディスクポリシーエントリの編集 ] ダイアログボックスで、[システムディスクポリシーと同じ ] 
チェックボックスをオフにしてディスク ポリシーを設定します。

ステップ 9 [送信 ] をクリックします。

ステップ 10 [エントリの編集 ] ダイアログボックスで追加のディスク ポリシーを設定します。

（注） この手順は、ストレージ リソース割り当てポリシーの設定方法とほぼ同じです。

ステップ 11 [送信 ] をクリックします。

（注） 作成したストレージ ポリシーと追加のディスク ポリシーを併用するには、作成したストレージ 
ポリシーと VM プロビジョニングに使用する vDC を関連付ける必要があります。

（注） ポリシーの中で設定した追加のディスク ポリシーを使用する場合は、マルチディスク テンプ

レートのカタログを作成するとき、[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニング

します ] オプションを必ずオフにしてください。カタログ作成の詳細については、第 8 章「カ

タログの管理」を参照してください。

仮想ストレージ カタログ

仮想ストレージ カタログを使用して、ストレージ ポリシーをカスタマイズできます。

仮想ストレージ カタログを使用すると、複数のストレージ ポリシーを選択して、それにカスタム スト

レージ エントリ名を付けられるようになります。

カタログの作成中に有効にすると、ストレージ カタログは任意のカタログにマッピングされます。

マッピングされたカタログを使用してサービスを発行すると、ストレージ階層を選択できるようになり

ます。

仮想ストレージ カタログの設定

ステップ 1 [ポリシー ] > [ストレージ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [仮想ストレージのカタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

[メモリの許容値 (GB単位 )]
フィールド

VM のプロビジョニング中に選択するディスク サイズ値のカスタム範

囲。例：1、5、10、50、100、500、1024、5120、10240 など1。

[スコープからのデータストアの

選択をユーザに許可します ] 
オンにすると、エンド ユーザはサービス リクエストの作成中にデータ

ストアを選択できるようになります。

1. このオプションは、[ディスクのサイズ変更を許可 ] がオンの場合に表示されます。

名前 説明
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ステップ 4 [仮想ストレージのカタログ ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [エントリの追加 ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 7 [送信 ] をクリックします。

（注） カタログの作成中に仮想ストレージ カタログをマッピングする場合は、第 8 章「カタログの管

理」を参照してください。

（注） サービス リクエストの作成中にストレージ階層オプションを表示する場合は、第 9 章「セルフ

サービス プロビジョニングの使用方法」を参照してください。

ネットワーク ポリシー
ネットワーク ポリシーには、ネットワーク設定、DHCP、固定 IP などのリソースと、このポリシーで

プロビジョニングされる VM 用に複数の vNIC を追加するオプションが含まれます。

ネットワーク ポリシーの追加

ステップ 1 [ポリシー ] > [ネットワーク ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VMwareネットワークポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

名前 説明

[カタログ名 ] フィールド カタログの名前。カタログのカスタム アクションを定義する際は、この

名前が使用されます。

[カタログの説明 ] フィールド カタログの説明。

[クラウド名 ] ドロップダウン リ
スト

クラウド アカウントを選択します。

[エントリ数の選択 ] ドロップダ

ウン リスト

エントリの数を 1 ～ 10 の範囲で選択します。選択した数に応じて、ス

トレージ エントリ オプションが次のダイアログボックスに表示されま

す。

名前 説明

ストレージ エントリ #1

[ストレージエントリ名 ] フィールド ストレージ エントリの名前。

[ストレージポリシー ] ドロップダウン リスト ストレージ ポリシーを選択します。

ストレージ エントリ #2

[ストレージエントリ名 ] フィールド 2 つ目のポリシーのストレージ エントリ名。

[ストレージポリシー ] ドロップダウン リスト ストレージ ポリシーを選択します。
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ステップ 4 [VMネットワークポリシー ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [VMネットワーク ] ペインでは、複数の vNIC の追加と設定を実行できます。これらの vNIC は、当該

ポリシーを使用してプロビジョニングされる VM に適用できます。

（注） プロビジョニングされた VM または検出された VM 用に VM アクションを使用して vNIC を追

加または置換する場合は、その vNIC を設定しておく必要があります。

ステップ 7 （オプション）[追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 8 [VMネットワークへのエントリの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[ポリシー名 ] フィールド ネットワーク ポリシーの名前。

[ポリシーの説明 ] フィールド ポリシーの説明。

[クラウド名 ] ドロップダウン リ
スト

そのポリシーが適用されるクラウド アカウントを選択します。

[ポートグループタイプ ] ドロッ

プダウン リスト

ポート グループのタイプを選択します。

[ポートグループ名 ] チェック リ
スト

[選択 ] をクリックし、ポート グループを選択します。このリストは、

選択したポート グループ タイプに応じて変化します。

[テンプレートからアダプタをコ

ピー ] チェックボックス

カスタム設定が不要な場合はオンにします。カスタム設定を行う場合は

オフにします。

[アダプタのタイプ ] ドロップダ

ウン リスト

アダプタのタイプを選択します1。

1. このオプションは、[テンプレートからアダプタをコピー ] がオンの場合は表示されません。

[DHCPの使用 ] チェックボックス オフにすると、固定 IP アドレス設定の詳細が提供されます。デフォル

トでは、このチェックボックスはオンになっています。

[固定 IPプール ] フィールド 固定 IP アドレスまたは固定 IP アドレス プール。IP アドレスの範囲で指

定します2。

2. このオプションは、[DHCPの使用 ] がオフの場合に表示されます。

[サブネットマスク ] フィールド VM の IP サブネット マスク 2。

[ゲートウェイリスト ] フィール

ド

VM のデフォルト ゲートウェイの IP アドレスを設定します 2。

名前 説明

[NICエイリアス ] フィールド 新しい NIC の名前。

[ポートグループタイプ ] ドロッ

プダウン リスト

ポート グループのタイプを選択します。

[ポートグループ名 ] チェック リ
スト

[選択 ] をクリックし、ポート グループを選択します。このリストは、

選択したポート グループ タイプに応じて変化します。

[テンプレートからアダプタをコ

ピー ] チェックボックス

カスタム設定が不要な場合はオンにします。カスタム設定を行う場合は

オフにします。

[アダプタのタイプ ] ドロップダ

ウン リスト

アダプタのタイプを選択します1。

[DHCP] チェックボックス DHCP を使用して IP アドレスを割り当てる場合はオンにします。

[固定 IPプール ] フィールド 固定 IP または固定 IP プール。
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ステップ 9 [送信 ] をクリックします。

ネットワーク プロビジョニング ポリシー

ネットワーク プロビジョニング ポリシーは、オーケストレーション ワークフロー タスクで使用されま

す。このポリシーは、ネットワーク内のスイッチに対して、レイヤ 2 ネットワークの設定とアクセス 
コントロール リスト（ACL）を定義するポリシーです。

ネットワーク プロビジョニング ポリシーの設定

ステップ 1 [ポリシー ] > [ネットワーク ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ネットワークプロビジョニングポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ネットワークリソース割り当てポリシーの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力し

ます。

[ネットワークマスク ] フィール

ド

ネットワーク マスク。

[ゲートウェイ IPアドレス ] 
フィールド

ゲートウェア IP アドレス。

1. このオプションは、[テンプレートからアダプタをコピー ] がオンの場合は表示されません。

名前 説明

名前 説明

[ポリシー名 ] ネットワーク ポリシーの名前。

[ポリシーの説明 ] ポリシーの説明。

[クラウド名 ] そのポリシーが適用されるクラウド アカウントを選択します。

[ポートグループタイプ ] ポート グループのタイプを選択します。

[ポートグループ名 ] [選択 ] をクリックし、ポート グループを選択します。このリストは、

選択したポート グループ タイプに応じて変化します。

[テンプレートからのアダプタの

タイプのコピー ]
カスタム設定が不要な場合はオンにします。カスタム設定を行う場合は

オフにします。

[アダプタのタイプ ] ドロップダ

ウン リスト

アダプタのタイプを選択します1。

1. このオプションは、[テンプレートからアダプタをコピー ] がオンの場合は表示されません。

[DHCPの使用 ] DHCP を使用して IP アドレスを割り当てる場合はオンにします。
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VLAN プール ポリシー

VLAN プール ポリシーは、データセンターの VLAN 範囲を定義するポリシーです。このポリシーは、

ポリシーで指定された定義済みの範囲を起点とした、空いている VLAN ID を生成するオーケストレー

ション ワークフローで使用されます。

VLAN プール ポリシーの設定

ステップ 1 [ポリシー ] > [ネットワーク ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VLANプールポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [送信 ] をクリックします。

システム ポリシー
システム ポリシーは、使用するテンプレート、タイム ゾーン、OS 固有情報など、システム固有の情

報を定義するポリシーです。

システム ポリシーの設定

ステップ 1 [ポリシー ] > [サービスの提供 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VMwareシステムポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[データセンター ] ドロップダウ

ン リスト

データセンターを選択します。

[ポリシー名 ] フィールド ポリシー名。このポリシー名は、オーケストレーション ワークフローで

使用されます。

[ポリシーの説明 ] フィールド ポリシーの説明。

[VLAN範囲 ] フィールド VLAN の範囲。例：1、3、5 ～ 15。

名前 説明

[ポリシー名 ] フィールド ポリシーの名前。カタログを定義する際は、この名前が使用されます。
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ステップ 5 [VM名のテンプレート ] のオプション機能を選択します。

ステップ 6 [ホスト名のテンプレート ] の変数名を選択します。例：${VMNAME}

ステップ 7 残りのフィールドを入力します。

[ポリシーの説明 ] フィールド ポリシーの説明。

[VM名のテンプレート ] フィール

ド

使用する VM 名テンプレートを入力します。

（注） Cisco UCS Director では VM 名を自動作成できます。VM 名は、

一連の変数名を使用して自動的に作成できます。各変数は、

${VARIABLE_NAME} という形式にする必要があります。例：
vm-${GROUP_NAME}-SR${SR_ID}

名前 説明

[エンドユーザVM名のプレフィ

クス ] チェックボックス

オンにすると、（サービス リクエストの導入設定の作成中に）VM 名のプ

レフィクスを追加できます。

[導入後に電源をオンにします。] 
チェックボックス

オンにすると、そのポリシーを使用して導入されたすべての VM の電源

が自動的にオンされます。

[ホスト名のテンプレート ] 
フィールド 

Cisco UCS Director では VM ホスト名を自動作成できます。ホスト名は、

一連の変数名を使用して自動的に作成できます。各変数は、

${VARIABLE} という形式にする必要があります。

名前 説明

[DNSドメイン ] フィールド VM 用に使用する IP ドメイン。

[タイムゾーン ] ドロップダウン 
リスト

タイム ゾーンを選択します。

[DNSサフィックスリスト ] 
フィールド

DNS ルックアップ用に設定する DNS サフィックス。サフィックスが複

数ある場合は、それぞれをカンマで区切ることができます。

[DNSサーバリスト ] フィールド DNS サーバの IP アドレスのリスト。サーバが複数ある場合はカンマで

区切ります。

[VMイメージのタイプ ] ドロップ

ダウン リスト

VM にインストールするイメージの OS を選択します。[Windowsと
Linux] または [Linuxのみ ] を選択します。

Windows 

[製品 ID] フィールド Windows の製品 ID またはライセンス キー。製品 ID またはライセンス 
キーは、このフィールドまたは OS ライセンス プールで入力できます。

OS ライセンス プールで入力したキーが、ここで入力したキーよりも優

先されます。

[ライセンス所有者名 ] フィール

ド

Windows のライセンス所有者の名前。

[組織 ] フィールド VM に設定する組織名。

[ライセンスモード ] ドロップダ

ウン リスト

[シート別 ] または [サーバ別 ] を選択します。

[ライセンスユーザ数 ] ライセンス ユーザ数または接続数。

[WINSサーバリスト ] フィールド WINS サーバの IP アドレス。値が複数ある場合はカンマで区切られま

す。

[自動ログイン ] チェックボック

ス

オンにすると、自動ログインが有効になります。
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ステップ 8 [追加 ] をクリックします。

OS ライセンス

Cisco UCS Director では、[OSライセンス ] で Windows OS ライセンスを追加できます。これらのライ

センスは、カタログの作成時に Windows イメージへマッピングされます。

VMware システム ポリシーで Windows イメージに Windows OS ライセンスを提供することも、カタ

ログの作成時に OS バージョン フィールドからキーを選択することもできます。

（注） カタログの OS バージョン フィールドから選択した Windows キーが、VMware システム ポリシーで提

供された Windows ライセンス キーよりも優先されます。

OS ライセンスの追加

ステップ 1 [ポリシー ] > [サービスの提供 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [OSライセンス ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ライセンスの詳細の追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

[自動ログイン回数 ] フィールド 自動ログインの実行回数。

[管理者パスワード ] フィールド 管理者アカウントのパスワード。

[ドメインまたはワークグループ ] 
ドロップダウン リスト

[ドメイン ] または [ワークグループ ] を選択します。

[ワークグループ ] フィールド ワークグループの名前1。

[ドメイン ] フィールド Windows ドメインの名前2。

[ドメインユーザ名 ] フィールド Windows ドメイン管理者のユーザ名 2。

[ドメインパスワード ] フィール

ド

Windows ドメイン管理者のパスワード 2。

1. このオプションは、[ワークグループ ] を選択した場合に表示されます。

2. このオプションは、[ドメイン ] を選択した場合に表示されます。

名前 説明

名前 説明

[Windowsのバージョン名 ] 
フィールド

Windows のバージョン名。

[ライセンス ] フィールド Windows の製品 ID またはライセンス キー。このフィールドには、

KMS クライアントの設定キーも入力できます。

[ライセンス所有者名 ] フィール

ド

Windows のライセンス所有者の名前。

[組織 ] フィールド VM に設定する組織名。
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ステップ 5 [送信 ] をクリックします。

[ライセンスモード ] ドロップダ

ウン リスト

[シート別 ] または [サーバ別 ] を選択します。

[ライセンス取得済みのユーザ数 ] 
フィールド

ライセンス ユーザ数または接続数。
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仮想データセンターの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「vDC の管理について」（P.8-1）

• 「vDC のアクション」（P.8-1）

• 「vDC サービス プロファイル」（P.8-5）

vDC の管理について
仮想データセンター（vDC）とは、特定のグループ要件を管理する目的で仮想リソース、操作の詳細、

ルール、ポリシーを組み合わせた環境のことです。

1 つのグループまたは組織で、複数の仮想データセンター、イメージ、テンプレート、ポリシーを管理

できます。組織は、グループごとに仮想データセンター レベルでクォータの割り当てとリソース制限

の割り当てを実行できます。

vDC 別に承認者を定義することもできます。特定の vDC の承認者は、ユーザから発行される VM プロ

ビジョニング リクエストを承認する必要があります。

（注） Cisco UCS Director にはデフォルトの vDC があり、検出されたすべての VM はこのデフォルトの vDC 
に属しています。検出された VM は、Cisco UCS Director の外部で作成された VM と、Cisco UCS 
Director のインストール前に vCenter ですでに作成されていた VM のいずれかになります。これらの 
VM は、Cisco UCS Director によって自動的に検出されてデフォルトの vDC に追加されます。

サービス リクエストを使用してプロビジョニングされる VM は、vDC に関連付けられます。この VM 
をプロビジョニングする vDC は、サービス リクエストの作成時に選択できます。また、VM をプロビ

ジョニングするとき、個々のグループで利用可能な vDC のリストを表示して、必要な vDC を選択する

ことができます。

vDC のアクション

vDC の追加

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [vDC] タブを選択します。
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  vDC のアクション
ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [vDCの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[vDC名 ] フィールド vDC の名前。

[ロック済みの vDC] チェック

ボックス

オンにすると、以後の導入にその vDC を使用できなくなります。vDC の内部

では、既存の VM に対するアクションが無効になります。オフにした場合は、

以後の導入にその vDC を使用できます。

[vDCの説明 ] フィールド その vDC に固有の説明。

[グループ ] ドロップダウン 
リスト

vDC の設定の対象となるグループを選択します。

[クラウド名 ] ドロップダウン 
リスト

vDC の設定の対象となるクラウドを選択します。

承認者および連絡先

[第 1承認者のユーザ名 ] 
フィールド

サービス リクエストを承認しなければならないユーザ。

[第 2承認担当者のユーザ名 ] 
フィールド

サービス リクエストを承認しなければならない第 2 ユーザ。

[プロバイダーのサポート用

電子メールアドレス ] フィー

ルド

連絡先またはユーザの電子メール アドレス。その vDC を使用した VM プロビ

ジョニングに関する通知を受信する相手。

[電子メールアドレスへの通

知をコピー ] フィールド

vDC に関する通知のコピーを受信する第 2 連絡先の電子メール アドレス。

ポリシー

[システムポリシー ] ドロップ

ダウン リスト

vDC に適用できるシステム ポリシーを選択します。

[コンピューティング ポリ

シー ] ドロップダウン リスト

vDC に適用できるコンピューティング ポリシーを選択します。

[ネットワーク ポリシー ] ド
ロップダウン リスト

vDC に適用できるネットワーク ポリシーを選択します。

[ストレージポリシー ] ドロッ

プダウン リスト

vDC に適用できるストレージ ポリシーを選択します。

[コストモデル ] ドロップダウ

ン リスト

vDC に適用できるコスト モデルを選択します。

[サービスリクエストサマ

リーと電子メールページへの

コストの表示を無効化 ] 
チェックボックス

オンにすると、その vDC の SR サマリーと電子メール ページにコストが表示

されなくなります。

[ユーザアクションポリシー ] 
ドロップダウン リスト

VM プロビジョニング後のオーケストレーション ワークフローを実行するため

に使用されるポリシーを選択します。選択されたワークフローは、vDC に含ま

れている VM 用のアクション ボタンとして表示されます。

エンド ユーザ セルフサービス ポリシー

[VMの電力管理 ] チェック

ボックス 
オンにすると、その vDC に属している VM に対して、あらゆる VM 電源管理

アクションを実行できるようになります。

[VMのサイズ変更 ] チェック

ボックス 
オンにすると、その vDC に含まれている VM に対して、VM のサイズ変更ア

クションを実行できるようになります。
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ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

vDC の確認

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ ] ペインで、確認する vDC が含まれた vDC グループを選択します。

ステップ 3 [vDC] タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、確認する vDC を選択します。

ステップ 5 [表示 ] をクリックして [vDCの詳細 ] ページを開きます。

vDC の編集

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ ] ペインで、編集する vDC が含まれた vDC グループを選択します。

ステップ 3 [vDC] タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、編集する vDC を選択します。

ステップ 5 [編集 ] をクリックして [vDCの編集 ] ダイアログボックスを開きます。

（注） 編集するカテゴリは [vDCの追加 ] と同じです。

ステップ 6 必要に応じて vDC を変更します。

（注） vDC 名は編集できません。

ステップ 7 [保存 ] をクリックします。

[VMスナップショット管理 ] 
チェックボックス 

オンにすると、その vDC に含まれている VM に対して、あらゆるストレージ 
スナップショット アクションを実行できるようになります。

[VMの削除 ] チェックボック

ス 
オンにすると、その vDC に含まれている VM に対して、VM の削除アクショ

ンを実行できるようになります。

[VMディスク管理 ] チェック

ボックス

オンにすると、その vDC に含まれている VM に対して、VM のディスク管理

を実行できるようになります。

[VMネットワーク管理 ] 
チェックボックス

オンにすると、その vDC に属している VM に対して、ネットワーク管理を実

行できるようになります。

[日中に非アクティブなVM
は日中後に削除 ] ドロップダ

ウン リスト

VM の削除を決定する、非アクティブな状態の継続日数を選択します。非アク

ティブな状態の VM とは、電源がオンされていない VM のことです。

名前 説明
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VDC の削除

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ ] ペインで、削除する vDC が含まれた vDC グループを選択します。

ステップ 3 [vDC] タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、削除する vDC を選択します。

ステップ 5 [削除 ] をクリックします。

vDC の複製

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ ] ペインで、複製する vDC が含まれた vDC グループを選択します。

ステップ 3 [vDC] タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、複製する vDC を選択します。

ステップ 5 [複製 ] をクリックして [vDCの複製 ] ダイアログボックスを開きます。

ステップ 6 新しい vDC 名と説明とを追加し、複製された vDC のその他のプロパティを編集します。

（注） 複製するカテゴリは [vDCの追加 ] と同じです。

ステップ 7 [保存 ] をクリックします。

vDC のアプリケーション カテゴリの編集

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [すべてのユーザグループ ] ペインで、目的の vDC が含まれた vDC グループを選択します。

ステップ 3 [vDC] タブを選択します。

ステップ 4 メインの表示ペインで、編集する vDC を選択します。

ステップ 5 [カテゴリの管理 ] をクリックして [アプリケーションカテゴリの編集 ] ダイアログボックスを開きま

す。

ステップ 6 各フィールドを編集し、必要に応じてシステム ポリシー、コンピューティング ポリシー、ネットワー

ク ポリシー、またはストレージ ポリシーを変更します。また、コスト モデルとスマート割り当てポリ

シーも変更できます。

ステップ 7 [保存 ] をクリックします。
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vDC サービス プロファイル
この機能は vDC の追加に似ていますが、[vDC サービス プロファイル ] で作成した vDC はオーケスト

レーション ワークフローで使用されます。この機能により、ワークフロー タスクで vDC を作成すると

きに使用できる、ゴールド、シルバー、ブロンズの各 vDC を作成できます。

vDC サービス プロファイルの追加

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [vDCサービスプロファイル ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [vDCサービスプロファイルの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

全般情報

[vDCプロファイル名 ] フィール

ド

vDC プロファイルの名前。

[ロック済みの vDC] チェック

ボックス

オンにすると、以後の導入にその vDC を使用できなくなります。vDC の
内部では、既存の VM に対するアクションが無効になります。オフにし

た場合は、以後の導入にその vDC を使用できます。

[vDCの説明 ] フィールド vDC の説明。

[グループ ] ドロップダウン リス

ト

vDC の設定の対象となるグループを選択します。

[クラウド名 ] ドロップダウン リ
スト

vDC の設定の対象となるクラウドを選択します。

承認者および連絡先

[第 1承認者のユーザ名 ] フィール

ド

サービス リクエストを承認しなければならないユーザ。

[第 2承認担当者のユーザ名 ] 
フィールド

サービス リクエストを承認しなければならない第 2 ユーザ。

[プロバイダーのサポート用電子

メールアドレス ] フィールド

連絡先またはユーザの電子メール アドレス。その vDC を使用した VM プ
ロビジョニングに関する通知を受信する相手。

[電子メールアドレスへの通知を

コピー ] フィールド

vDC に関する通知のコピーを受信する第 2 連絡先の電子メール アドレス。

ポリシー

[システムポリシー ] ドロップダ

ウン リスト

vDC サービス プロファイルに適用できるシステム ポリシーを選択しま

す。

[コンピューティング ポリシー ] 
ドロップダウン リスト

vDC サービス プロファイルに適用できるコンピューティング ポリシーを

選択します。

[ネットワーク ポリシー ] ドロッ

プダウン リスト

vDC サービス プロファイルに適用できるネットワーク ポリシーを選択し

ます。

[ストレージポリシー ] ドロップ

ダウン リスト

vDC サービス プロファイルに適用できるストレージ ポリシーを選択しま

す。
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ステップ 5 [追加 ] をクリックします。

[コストモデル ] ドロップダウン 
リスト

vDC サービス プロファイルに適用できるコスト モデルを選択します。

[サービスリクエストサマリーと

電子メールページへのコストの表

示を無効化 ] チェックボックス

オンにすると、その vDC サービス プロファイルの SR サマリーと電子

メール ページにコストが表示されなくなります。

[ユーザアクションポリシー ] ド
ロップダウン リスト

VM プロビジョニング後のオーケストレーション ワークフローを実行す

るために使用されるポリシーを選択します。選択されたワークフローは、

vDC に含まれている VM 用のアクション ボタンとして表示されます。

エンド ユーザ セルフサービス オプション

[VMの電力管理 ] チェックボック

ス 
オンにすると、その vDC に属している VM に対して、あらゆる VM 電源

管理アクションを実行できるようになります。

[VMのサイズ変更 ] チェックボッ

クス 
オンにすると、その vDC に属している VM に対して、VM のサイズ変更

アクションを実行できるようになります。

[VMスナップショット管理 ] 
チェックボックス 

オンにすると、その vDC に属している VM に対して、あらゆるストレー

ジ スナップショット アクションを実行できるようになります。

[VMの削除 ] チェックボックス オンにすると、その vDC に属している VM に対して、VM の削除アク

ションを実行できるようになります。

[VMディスク管理 ] チェックボッ

クス

オンにすると、その vDC に含まれている VM に対して、VM のディスク

管理を実行できるようになります。

[VMネットワーク管理 ] チェック

ボックス

オンにすると、その vDC に属している VM に対して、ネットワーク管理

を実行できるようになります。

[日中に非アクティブなVMは日

中後に削除 ] ドロップダウン リス

ト

VM の削除を決定する、非アクティブな状態の継続日数を選択します。非

アクティブな状態の VM とは、電源がオンされていない VM のことです。

名前 説明
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カタログの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「カタログの管理について」（P.9-1）

• 「カタログの公開」（P.9-1）

• 「詳細カタログの公開」（P.9-4）

• 「カタログの確認」（P.9-5）

• 「カタログの編集」（P.9-5）

• 「カタログの削除」（P.9-6）

• 「カタログの複製」（P.9-6）

• 「導入可能性に関するアセスメント」（P.9-7）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

カタログの管理について
事前に定義したカタログ項目を使用して、VM をセルフプロビジョニングすることができます。カタロ

グ項目はシステム管理者が作成します。これらの項目により、クラウド名や VM のバインド先である

グループ名などのパラメータを定義します。

カタログの公開

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの作成 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[基本情報 ] ペイン

[カタログ名 ] フィール

ド

カタログの名前。
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  カタログの公開
ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

[カタログの説明 ] 
フィールド

カタログの説明。

[カタログタイプ ] ド
ロップダウン リスト

以下のいずれかを選択します。

• [標準 ]：クラウド リストにあるイメージを使用して VM プロビジョニング用の

カタログを作成する場合に使用します。

• [詳細 ]：「詳細カタログの公開」のエントリを参照してください。

• [サービスコンテナ ]：仮想マシンのコンテナ。

• [VDI]：仮想ディスク イメージ。

[カタログアイコン ] ド
ロップダウン リスト

アイコン リストの中からイメージを選択し、カタログをそのイメージに関連付けま

す。このアイコンは、当該カタログを使用してサービス リクエストを作成する際に

表示されます。

[すべてのグループに適

用済みです ] チェック

ボックス

オンにすると、すべてのグループがそのカタログを使用できるようになります。オ

フにすると、他のグループはそのカタログを使用できなくなります。

[選択したグループ ] 
チェックボックス リス

ト

[項目の選択 ] ダイアログボックスの各グループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しい VM をプロビジョニングする際に、そのカタロ

グを使用します。

[クラウド名 ] ドロップ

ダウン リスト

VM プロビジョニング用のイメージがあるクラウドを選択します。

[イメージ ] ドロップダ

ウン リスト

そのカタログによって VM をプロビジョニングする際に使用するイメージのタイプ

（Windows、Linux、およびイメージを構成するその他ファイルなどの既存のテンプ

レート）を選択します。

[Windowsライセンス

プール ]
[Windowsライセンス ] を選択します1。

[単一データストアのす

べてのディスクをプロ

ビジョニングします ] 
チェックボックス

オンにすると、同じデータストアに含まれているすべてのディスクがプロビジョニ

ングされます2。ストレージ ポリシーでディスクごとに設定したデータストアを使用

するように設定することもできます。

（注） マルチディスクのストレージ ポリシー作成の詳細については、第 6 章「ポ

リシーの管理」を参照してください。

[サービスコンテナテン

プレート名 ] ドロップダ

ウン リスト

リストからテンプレートを選択します3。

[XenDesktopカタログ ] 
ドロップダウン リスト

Desktop Studio で設定した XenDesktop 専用カタログのリストからテンプレートを

選択します4。

1. このオプションは、Windows イメージが選択された場合に限り表示されます。

2. このオプションは、選択されたテンプレートに複数のディスクがある場合に表示されます。

3. このオプションは、選択したカタログ タイプが [サービスコンテナ ] である場合に表示されます。

4. このオプションは、選択したカタログ タイプが [VDI] である場合に表示されます。

名前 説明
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  カタログの公開
ステップ 6 [アプリケーションの詳細 ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 7 [次へ ] をクリックします。

ステップ 8 [ユーザクレデンシャル ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 9 [次へ ] をクリックします。

ステップ 10 [カスタマイズ ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[アプリケーションの詳

細 ] ペイン

[カテゴリ ] ドロップダ

ウン リスト

vDC カテゴリを選択します。

[サポートの問い合わせ

先の電子メールアドレ

ス ] フィールド

そのカタログ項目を使用してサービス リクエストが作成された場合に通知を受信す

る連絡先の電子メール アドレス。

[OSの指定 ] ドロップダ

ウン リスト

プロビジョニング時に VM へインストールされる OS のタイプを選択します。

[他のOSの指定 ] 
フィールド

[OSの指定 ] リストにない OS。

[アプリケーションの指

定 ] チェックボックス 
リスト

[項目の選択 ] ダイアログボックスの各アプリケーションのチェックボックスをオン

にします。プロビジョニング中に、これらのアプリケーションが VM にインストー

ルされます。

[他のアプリケーション

の指定 ] フィールド

[項目の選択 ] ダイアログボックスにないアプリケーション。

[アプリケーションコー

ド ] フィールド

VM 名に使用されるアプリケーション コード。

名前 説明

[クレデンシャルオプ

ション] ドロップダウン 
リスト

VM アクセス クレデンシャル（共有済み）の取得をユーザに許可するかどうかを選

択します。

[ユーザ ID] フィールド ユーザ ID1。

1. このオプションは、[クレデンシャルオプション ] でいずれかの共有オプションを選択した場合に表示されます。

[パスワード ] フィール

ド

ユーザのパスワード 1。

名前 説明

[プロビジョニング後の

カスタムアクション ] 
チェックボックス

オンにすると、VM プロビジョニング後に実行されるオーケストレーション ワーク

フローが有効になります。

[ワークフロー ] ドロッ

プダウン リスト

プロビジョニング用に定義されたワークフローを選択します1。

[VMアプリケーション

の請求間隔 ] ドロップダ

ウン リスト

[毎時間 ] または [毎月 ] を選択します。
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  詳細カタログの公開
ステップ 11 [次へ ] をクリックします。

ステップ 12 [VMアクセス ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 13 [次へ ] をクリックします。

ステップ 14 [サマリー ] でカタログ情報を確認します。

ステップ 15 完了したら [送信 ] をクリックします。

詳細カタログの公開
カタログ タイプとして [詳細 ] を選択した場合は、エンド ユーザにワークフロー カタログをプロビ

ジョニングすることができます。エンド ユーザは、ワークフローを実行するサービス リクエスト中に、

これらのカタログを使用できます。詳細カタログ項目は、グループ名やワークフローなどのパラメータ

を定義して作成します。

詳細カタログの公開

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

[アクティブなVMアプ

リケーションコスト ] 
フィールド

アクティブな VM の当該カタログに対して（毎時間または毎月）かかるコスト。

[非アクティブなVMア

プリケーションコスト ] 
フィールド

非アクティブな VM の当該カタログに対して（毎時間または毎月）かかるコスト。

1. このオプションは、[プロビジョニング後のカスタムアクション ] がオンの場合に表示されます。

名前 説明

[Webアクセス設定 ] 
チェックボックス

オンにすると、VM に対する Web アクセスが有効になります。オフにすると、VM 
に対する Web アクセスが無効になります。

[URL] フィールド VM の URL1。

1. このオプションは、[Webアクセス設定 ] がオンの場合に表示されます。

[ラベル ] フィールド 当該 URL に対して定義されるラベル 1。

[リモートデスクトップ

のアクセス設定 ] チェッ

クボックス

オンにすると、VM に対するリモート デスクトップ アクセスが有効になります。オ

フにすると、VM に対するリモート デスクトップ アクセスが無効になります。

[サーバ ] フィールド リモート アクセスするサーバの IP アドレス2。

2. このオプションは、[リモートデスクトップのアクセス設定 ] がオンの場合に表示されます。

[ポート ] フィールド リモート アクセスするサーバのポート番号 2。

[ラベル ] フィールド 当該リモート アクセスに対して定義されるラベル 2。

名前 説明
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  カタログの確認
ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの作成 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [vAppワークフロー ] ペインで、[ワークフローの選択 ] をクリックします。

ステップ 7 [選択 ] ダイアログボックスで、使用するワークフローの横にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [選択 ] をクリックします。

ステップ 9 [サマリー ] ページでカタログ情報を確認します。

ステップ 10 [送信 ] をクリックします。

カタログの確認

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 確認するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [表示 ] をクリックします。

カタログの編集

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 編集するカタログ名を選択します。

名前 説明

[基本情報 ] ペイン

[カタログ名 ] フィール

ド

カタログの名前。

[カタログの説明 ] 
フィールド

カタログの説明。

[カタログタイプ ] カタログのタイプとして [詳細 ] を選択します。

[カタログアイコン ] ド
ロップダウン リスト

そのカタログをイメージに関連付けるアイコンを選択します。このアイコンは、当

該カタログを使用してサービス リクエストを作成する際に表示されます。

[すべてのグループに適

用済みです ] チェック

ボックス

オンにすると、すべてのグループがそのカタログを使用できるようになります。オ

フにすると、他のグループはそのカタログを使用できなくなります。

[選択したグループ ] 
チェックボックス リス

ト

[項目の選択 ] ダイアログボックスの各グループのチェックボックスをオンにしま

す。オンにしたグループは、新しい VM をプロビジョニングする際に、そのカタロ

グを使用できます。
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  カタログの削除
ステップ 4 [編集 ] をクリックして、[カタログの修正 ] ダイアログボックスを開きます。

（注） フィールド、ドロップダウン リスト、チェックボックスは、「カタログの公開」に記載されて

いるものと同じです。

ステップ 5 [サマリー ] に到達するまで各ダイアログボックスを順に表示しながら、カタログ項目を編集します。

（注） [カタログ名 ] は編集できません。

ステップ 6 [送信 ] をクリックします。

カタログの削除

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 削除するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [削除 ]（X）をクリックします。

カタログの複製
複製機能を使用してカタログ項目を複製することができます。複製するカタログ項目を選択すると、カ

タログの [名前 ] および [説明 ] を除く既存のプロパティすべてが新しいカタログにコピーされます。[名
前 ] および [説明 ] の定義後に、その他のプロパティの変更できます。

カタログの複製

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 複製するカタログ名を選択します。

ステップ 4 [複製 ] をクリックして、[カタログの複製 ] ダイアログボックスを開きます。

ステップ 5 新しいカタログの [名前 ] および [説明 ] を入力します。

ステップ 6 必要に応じてカタログの詳細情報を編集します。

ステップ 7 [送信 ] をクリックします。
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  導入可能性に関するアセスメント
導入可能性に関するアセスメント

（注） カタログ項目を選択してホストの導入可能性に関するアセスメントを実行し、ホストの除外理由を示す

ことができます。

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 アセスメントを実行するカタログ エントリを選択します。

ステップ 4 [導入可能性に関するアセスメント ] をクリックします。
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  導入可能性に関するアセスメント
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セルフサービス プロビジョニングの使用方法

この章は、次の項で構成されています。

• 「サービス リクエスト」（P.10-1）

• 「サービス リクエストのワークフローと詳細」（P.10-4）

• 「サービス リクエストのスケジュール設定について」（P.10-6）

• 「サービス リクエストの再送信について」（P.10-7）

• 「その他のサービス リクエスト機能」（P.10-7）

• 「サービス リクエストの承認プロセス」（P.10-9）

• 「サービス リクエストの予算作成」（P.10-11）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

セルフサービス プロビジョニングについて
セルフサービス プロビジョニングを使用して VM をプロビジョニングすることができます。ただし、

VM をプロビジョニングする前に、サービス リクエストを作成する必要があります。このアクション

によって VM 作成ワークフローが開始されます。このワークフローには、予算検証、動的リソース割

り当て、承認、プロビジョニング、ライフサイクル設定、サービス リクエストのステータス通知が含

まれます。

サービス リクエスト
VM をプロビジョニングするためには、まずサービス リクエストを作成する必要があります。該当す

る管理ユーザによってサービス リクエストが承認されると、その VM がプロビジョニングされます。

VM のプロビジョニングはすぐに実行される場合と、サービス リクエストの発行日から最長 90 日以内

にスケジュール設定される場合があります。サービス リクエストの承認プロセスは任意です。

標準カタログ タイプを使用したサービス リクエストの作成

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サービスリクエスト ] タブを選択します。
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  サービス リクエスト
ステップ 3 [リクエストの作成 ] をクリックします。

ステップ 4 [サービスの作成 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [導入設定 ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 7 [次へ ] をクリックします。

ステップ 8 [カスタム仕様 ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[カタログの選択リクエ

スト ] ペイン

[グループの選択 ] ド
ロップダウン リスト

新しい VM プロビジョニングの対象となるグループを選択します。

[カタログタイプ ] ド
ロップダウン リスト

カタログ タイプ（[標準 ]、[詳細 ]、[サービスコンテナ ]、[VDI] のいずれか）を選

択します。

（注） [詳細 ] はオーケストレーション ワークフローに使用されます。

[カタログの選択 ] ド
ロップダウン リスト

VM プロビジョニングに使用されるカタログを選択します。

名前 説明

[VDCの選択 ] ドロップ

ダウン リスト

その VM をプロビジョニングする vDC を選択します。vDC は管理者が定義します。

[VM名またはVMプレ

フィクス ] フィールド

VM の名前またはプレフィクス。

[コメント ] フィールド 導入設定に関するコメント。

[プロビジョニング ] ド
ロップダウン リスト

[現在 ] と [あとで ] のいずれかを選択します。VM のプロビジョニングはすぐに実

行される場合と、あとで（最長 90 日以内に）実行される場合があります。[あとで ] 
を選択した場合は、日付を選択するカレンダー、時間と分とを選択するドロップダ

ウン リスト、午前または午後を選択するオプション ボタンが表示されます。

[次の期間後にVMの電

源をオフにする ] チェッ

クボックス

オンにして VM のライフタイムを（日数および時間で）入力すると、その期間が経

過したあとで自動的に VM が終了します。

[日数 ] カレンダー 何日後に VM を終了させるのかを選択します1。

1. このオプションは、[次の期間後にVMの電源をオフにする ] チェックボックスがオンの場合に表示されます。

[時間 ] ドロップダウン 
リスト

何時間後に VM を終了させるのかを選択します 1。

[分 ] ドロップダウン リ
スト

何分後に VM を終了させるのかを選択します 1。

名前 説明

[CPUコア ] ドロップダ

ウン リスト

プロビジョニングされる VM の CPU コアを選択します1。

[メモリ ] ドロップダウ

ン リスト

プロビジョニングされる VM のメモリ量を選択します 1。
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  サービス リクエスト
ステップ 9 ディスクのデータストアを選択する場合は、このリストからディスクを選択して鉛筆のアイコンをク

リックします。

ステップ 10 [選択 ] をクリックして利用可能なデータストアを表示します。

ステップ 11 リストからデータストアを選択し、[選択 ] をクリックします。

ステップ 12 [送信 ] をクリックします。

（注） マルチディスクに対応したテンプレートの場合は、ディスクごとにデータストアを 1 つ選択す

る必要があります。

ステップ 13 [カスタムワークフロー ] ペインで詳細を入力します。

（注） カスタム ワークフローの入力値が適用されるのは、VM プロビジョニング用に選択したカタロ

グで [プロビジョニング後のカスタムアクション ] が有効になっている場合です。上記のシナリ

オの場合、ユーザはプロビジョニング後のワークフローでカスタム入力値を指定できます。

ステップ 14 [次へ ] をクリックします。

（注） 利用可能なデータストアのリストは、ストレージ ポリシーで指定されるスコープ条件によって

異なります。データストアは、ディスク カテゴリ（システム、データ、データベース、スワッ

プ、ログ）ごとに 1 つだけ選択できます。

ステップ 15 サービス リクエストの [サマリー ] を確認します。[戻る ] をクリックしていずれかのエントリを変更

するか、[送信 ] をクリックします。

詳細カタログ タイプを使用したサービス リクエスト

サービス リクエストの作成中に詳細カタログ タイプを選択して、オーケストレーション ワークフロー

を実行できます。詳細カタログの作成に関する詳細は、標準カタログの作成とほぼ同じです。

詳細カタログ タイプを使用したサービス リクエストの作成

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

[ストレージ階層 ] ド
ロップダウン リスト

プロビジョニングされる VM のストレージ エントリをカスタマイズするオプション

を選択します2。

（注） 仮想ストレージ カタログ作成の詳細については、第 6 章「ポリシーの管理」

を参照してください。カタログの作成中にこのオプションを有効にする方法

については、第 8 章「カタログの管理」を参照してください。

[ディスク ] ドロップダ

ウン リスト

VM プロビジョニング用のハードディスク サイズを選択します。利用可能なデータ

ストアのリストは、ストレージ ポリシーで指定されるスコープ条件によって異なり

ます。このオプションは、ストレージ ポリシーで有効または無効にできます。

1. このリストは、[コンピューティングポリシー ] ダイアログボックスでサイズ変更オプションを選択した場合に表示されま

す。

2. このカスタム リストは、選択したカタログを作成するとき、[仮想ストレージのカタログ ] が有効であった場合に表示され

ます。

名前 説明
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  サービス リクエストのワークフローと詳細
ステップ 3 [リクエストの作成 ] をクリックします。

ステップ 4 [サービスリクエストの作成 ] ダイアログボックスの [カタログの選択 ] セクションで、[グループ ]、[
カタログタイプ ]（[詳細 ]）、[カタログ ]（ワークフロー）を選択します。

ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [サービスリクエストの作成 ] ダイアログボックスの [カスタムワークフロー ] セクションで、カスタム 
ワークフローの入力値を指定します。

ステップ 7 [次へ ] をクリックします。

ステップ 8 サービス リクエストの [サマリー ] を確認します。

ステップ 9 [戻る ] をクリックしていずれかのエントリを編集するか、[送信 ] をクリックします。

（注） これらの入力値は、ワークフローの作成時にユーザが入力した値に応じて、サービス リクエス

ト中に反映されます。

サービス リクエストのワークフローと詳細
サービス リクエストの作成後は、そのステータスとワークフローの確認、リクエストのキャンセル、

リクエストの再送信などを実行できます。これらのアクションは、サービス リクエスト リストの一番

上にあるツールバー ボタンを使用して制御します。

サービス リクエストのワークフロー

[ワークフローステータス ] ボックスには、サービス リクエストとそのワークフロー ステップに関する

詳細情報が表示されます。通常、サービス リクエストのワークフローには以下のステップが含まれま

す。

1. 開始：ユーザがサービス リクエストを開始します。

2. リソースの割り当て：VM に必要なリソースを割り当てます。

3. 承認：VM プロビジョニングの前に、ユーザの承認プロセスを実行します。カタログの作成時に定

義した承認者へ電子メールが送信されます。このカタログは、VM プロビジョニングに使用される

カタログです。この手順は任意です。

4. プロビジョニング：VM のプロビジョニング プロセス。

5. ライフサイクル スケジュールの設定：ライフサイクル スケジュールを設定し、設定、スケジュー

ル作成、終了時間を指定します。

6. 通知：VM プロビジョニングに関する通知を電子メールでユーザに送信します。

サービス リクエストのワークフローのオプション ステップには、予算監視やリソース制限値の確認な

どがあります。

7. 予算監視：管理者は、グループの予算作成機能を有効にする必要があります。このステップによ

り、新たに VM をプロビジョニングできるだけの予算がグループにあるかどうか判定されます。

8. リソース制限の確認：グループのリソース制限は、管理者が有効にする必要があります。これによ

り、新たに VM をプロビジョニングできるだけのリソースがグループにあるかどうか判定されま

す。
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  サービス リクエストのワークフローと詳細
サービス リクエストの詳細

サービス リクエストの詳細には、以下に示すように、概要、所有、カタログ情報、現在のステータス

の項目が含まれます。

ワークフローのステップごとにステータスを確認できます。警告メッセージまたはエラー メッセージ

などの詳細や、リクエストの時間も表示されます。ワークフロー ステップは、それぞれのステータス

がわかるように色分けされます。

（注） 承認者は、自分に割り当てられたサービス リクエストを [承認 ] タブで確認できます。

名前 説明

概要

[リクエスト ID] サービス リクエスト ID 番号。

[リクエストタイプ ] リクエストのタイプ（この場合は VM の作成）。

[vDC] VM がプロビジョニングされる vDC。

[イメージ ] VM プロビジョニングの起点となるイメージ。

[リクエスト時間 ] サービス リクエストの作成時間。

[ステータスのリク

エスト ] 
サービス リクエストのステータス（[完了 ]、[キャンセル済み ]、[失敗 ] な
ど）。

[コメント ] コメント。

所有

[グループ ] サービス リクエストを開始したユーザが所属するグループ。

[送信ユーザ ] サービス リクエストを開始したユーザ。

[期間 (時間 )] VM がアクティブな期間。これを定義すると、VM は指定した期間の経過後に

削除されます。

[予定時刻 ] VM のプロビジョニングが開始されるまでの時間。これを定義すると、VM 
は、スケジュール設定された日付の午前 6 時にプロビジョニングされます。こ

れを定義しない場合は、サービス リクエストのワークフロー ステップの完了

後、直ちに VM がプロビジョニングされます。

カタログ情報

[vDC所有者の電子

メール ] 
vDC の作成時に管理者から提供される電子メール ID。

[承認ユーザ ] VM プロビジョニングのサービス リクエストを承認しなければならないユーザ

（定義されている場合）。

[カタログ名 ] VM プロビジョニングの起点となるカタログ項目の名前。

[カタログの説明 ] カタログ項目の説明。

[サービスリクエス

トコスト ]
VM プロビジョニングの（計画）コスト。このコストは、カタログ項目に対し

て定義された [コストモデル ] によって決定されます。

カラー コード 説明

グレー ステップは完了していません。

グリーン ステップは正常に完了しました。

レッド ステップは失敗しました。失敗の理由も示されます。

ブルー 何か入力しないとステップは完了しません。たとえば、サービス リクエストの

承認者が定義されていた場合は、リクエストが承認されるまでこのステップは

完了しません。
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  サービス リクエストのスケジュール設定について
サービス リクエストのワークフロー ステータスの確認 

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

（注） デフォルトは、すべてのサービス リクエストがリストされる [すべてのユーザグループ ] です。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 4 サービス リクエストを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示 ] をクリックして、サービス リクエストの詳細情報とステータスを表示します。デフォル

トでは、[ワークフローステータス ] タブがダイアログボックスに表示されます。

サービス リクエストのログの確認 

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

（注） デフォルトは、すべてのサービス リクエストがリストされる [すべてのユーザグループ ] です。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 4 サービス リクエストを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示 ] をクリックして [ログ ] タブを選択します。

サービス リクエストのスケジュール設定について
遅延プロビジョニングを使用して、VM プロビジョニングのスケジュールを後日に設定することができ

ます。デフォルトでは、スケジュール設定された日付の午前 8 時 30 分に プロビジョニングが実行され

ます。この日付を設定すると、ワークフローにおける VM プロビジョニングのステータスは、後日に

スケジュール設定されたプロビジョニングとして表示されます。

サービス リクエストのスケジュール設定

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 3 [リクエストの作成 ] をクリックします。

ステップ 4 グループ、カタログ タイプ、カタログを選択し（詳細については「標準カタログ タイプを使用した

サービス リクエストの作成」を参照）、[次へ ] をクリックします。

ステップ 5 [プロビジョニング ] フィールドの [あとで ] オプションを選択し、[サービスリクエスト ] ダイアログ

ボックスでプロビジョニングの日付を選択します。

ステップ 6 [サマリー ] ページが表示されるまで [次へ ] をクリックします。
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ステップ 7 [送信 ] をクリックします。

サービス リクエストの再送信について
失敗したサービス リクエストは再送信できます。サービス リクエストは、以下のような理由によって

失敗する場合があります。

• VM プロビジョニングが実行されるグループに対して設定されていた予算を超過した（管理者に

よって定義されている場合）。

• VM プロビジョニングが実行されるグループに対して設定されていたリソース制限を超過した（管

理者によって定義されている場合）。

• サービス リクエストの作成時に関連情報が入力されなかった。

サービス リクエストが再送信されると、前回の送信時に失敗したワークフロー ステップからプロセス

が再開されます。たとえば、サービス リクエストがリソース割り当てのワークフロー（ステップ 2）で

失敗した場合にサービス リクエストを再送信すると、リソース割り当てのワークフロー（ステップ 2）
からプロセスが開始されます。

サービス リクエストの再送信

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

（注） デフォルトは、すべてのサービス リクエストがリストされる [すべてのユーザグループ ] です。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 4 再送信するサービス リクエストを選択します。

ステップ 5 [リクエストの再送信 ] をクリックします。

その他のサービス リクエスト機能

サービス リクエストのキャンセル

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

（注） デフォルトは [すべてのユーザグループ ] です。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 4 キャンセルするサービス リクエストのエントリを選択します。

ステップ 5 [リクエストのキャンセル ] をクリックします。
10-7
Cisco UCS Director 管理ガイド リリース 4.0

 



 

第 10 章      セルフサービス プロビジョニングの使用方法

  その他のサービス リクエスト機能
ステップ 6 [送信 ] をクリックして、当該サービス リクエストをキャンセルします。

サービス リクエストのロールバック

オーケストレーション ワークフローまたはフェンスド コンテナの導入を使用してサービス リクエスト

を作成する場合は、サービス リクエストをロールバックできます。

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

（注） デフォルトは、すべてのサービス リクエストがリストされる [すべてのユーザグループ ] です。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 4 アーカイブするサービス リクエストを選択します。

ステップ 5 [アーカイブ ] をクリックします。

ステップ 6 [リクエストのアーカイブ ] ダイアログボックスで [アーカイブ ] をクリックします。

（注） [アーカイブ済みのサービスリクエスト ] タブを選択して、アーカイブされたリクエストをすべ

て表示します。

特定グループのサービス リクエストの確認

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

 

グループのサービス リクエスト履歴の検索

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの [検索と置換 ] ボタンをクリックします。

ステップ 4 [検索と置換 ] ダイアログボックスで、検索する用語を検索フィールドに入力します。

ステップ 5 [送信 ] をクリックします。
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  サービス リクエストの承認プロセス
グループのサービス リクエスト履歴のエクスポート

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからグループ名を選択します。

ステップ 3 [サービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーの右側にある [レポートのエクスポート ] アイコンをクリックします。

ステップ 5 [レポートのエクスポート ] ダイアログで、レポートの形式（PDF、CSV、または XLS）を選択しま

す。

ステップ 6 [レポートの生成 ] をクリックします。

アーカイブされたサービス リクエストの回復

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 [アーカイブ済みのサービスリクエスト ] タブを選択します。

ステップ 3 アーカイブ解除するサービス リクエストを選択します。

ステップ 4 [アーカイブ解除 ] をクリックします。

 

サービス リクエストの承認プロセス
VM プロビジョニングを実行する前に、vDC で指定された承認者（複数可）によってサービス リクエ

ストが承認される必要があります。1 つのグループに承認者を 2 人定義することが可能です。

• サービス リクエストのワークフローが作成されると、VM の承認を求める（承認者の名前が表示

された）ステップがそのワークフローに組み込まれます。

• 承認者に対して、サービス リクエストの通知電子メールが送信されます。承認者は、すべてのリ

クエストを [承認 ] タブで確認できます。

• 承認が済んだら、次のステップで VM プロビジョニングが開始されます。

（注） 承認者の定義の詳細については、第 7 章「仮想データセンターの管理」を参照してください。

サービス リクエストの承認

ステップ 1 [組織 ] > [承認記録 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [承認記録 ] タブを選択します。

ステップ 3 承認するサービス リクエストのエントリを選択します。

ステップ 4 詳細を確認するため、[詳細の表示 ] をクリックします。

ステップ 5 [承認 ] をクリックします。
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  サービス リクエストの承認プロセス
ステップ 6 必要に応じて [サービスリクエスト ] ダイアログボックスでコメントを追加します。

ステップ 7 [承認 ] をクリックします。

サービス リクエストの却下

ステップ 1 [組織 ] > [承認記録 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [承認記録 ] タブを選択します。

ステップ 3 却下するサービス リクエストのエントリを選択します。

ステップ 4 [詳細の表示 ] をクリックして詳細情報を確認します。

ステップ 5 [却下 ] をクリックします。

ステップ 6 必要に応じて [サービスリクエスト ] ダイアログボックスでコメントを追加します。

ステップ 7 [却下 ] をクリックします。

サービス リクエストの承認履歴の確認

ステップ 1 [組織 ] > [承認記録 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [承認記録 ] タブを選択します。承認済みと保留中の区別にかかわらず、すべての承認がリストされま

す。

サービス リクエストの承認履歴の検索

ステップ 1 [組織 ] > [承認記録 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [承認記録 ] タブを選択します。

ステップ 3 検索する用語を [検索 ] フィールドに入力します。

サービス リクエストの承認履歴のエクスポート

ステップ 1 [組織 ] > [承認記録 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [承認記録 ] タブを選択します。

ステップ 3 リストからグループ名を選択します。

ステップ 4 ツールバーの右側にある [レポートのエクスポート ] アイコンをクリックします。

ステップ 5 [レポートのエクスポート ] ダイアログで、レポートの形式（PDF、CSV、または XLS）を選択しま

す。
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  サービス リクエストの予算作成
ステップ 6 [レポートの生成 ] をクリックします。

サービス リクエストの予算作成

今月の利用可能な予算の確認

ステップ 1 [組織 ] > [サービスリクエスト ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルから、[すべてのユーザグループ ] または特定のユーザ グループを選択します。

ステップ 3 [今月の利用可能な予算 ] タブを選択します。

 

予算エントリの確認

ステップ 1 [組織 ] > [サマリー ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ ] タブを選択します。

予算エントリの追加

ステップ 1 [組織 ] > [サマリー ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ ] タブを選択します。

ステップ 4 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 5 [予算エントリの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[エントリ名 ] フィール

ド

予算エントリの名前。

[予算額 ] フィールド 1 ヵ月あたりの予算額。

[年 ] ドロップダウン リ
スト

該当する年を選択します。

[月 ] ドロップダウン リ
スト

該当する月を選択します。

[リピートエントリ ] ド
ロップダウン リスト

同じ予算額を繰り返す月数を選択します。
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  サービス リクエストの予算作成
ステップ 6 [追加 ] をクリックします。

予算エントリの編集

ステップ 1 [組織 ] > [サマリー ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ ] タブを選択します。

ステップ 4 メイン ページで予算エントリを選択します。

ステップ 5 [編集 ] をクリックします。

ステップ 6 [予算エントリの編集 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 7 [保存 ] をクリックします。

予算エントリの削除

ステップ 1 [組織 ] > [サマリー ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからユーザ グループを選択します。

ステップ 3 [予算エントリ ] タブを選択します。

ステップ 4 メイン ページで予算エントリを選択します。

ステップ 5 [削除 ]（X）をクリックします。

ステップ 6 [エントリの削除 ] ダイアログボックスで、削除結果を確認します。

名前 説明

[エントリ名 ] 表示専用

フィールド

予算エントリの名前。

[グループ ] 表示専用ドロッ

プダウン リスト

グループの名前を選択します。

[予算額 ] フィールド 1 ヵ月あたりの予算額。

[年 ] 表示専用ドロップダウ

ン リスト

該当する年を選択します。

[月 ] 表示専用ドロップダウ

ン リスト

該当する月を選択します。

[リピートエントリ ] 表示専

用ドロップダウン リスト

同じ予算額を繰り返す月数を選択します。
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マルチディスク VM プロビジョニング

この章は、次の項で構成されています。

• 「マルチディスク VM プロビジョニングについて」（P.11-1）

• 「マルチディスク VM プロビジョニングのワークフロー」（P.11-2）

• 「マルチディスクに対応したテンプレートについて」（P.11-2）

• 「ストレージ ポリシーの定義」（P.11-2）

• 「カタログの作成」（P.11-5）

• 「VM ディスクの作成」（P.11-8）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

マルチディスク VM プロビジョニングについて
Cisco UCS Director v4.0 では、1 つのテンプレートからマルチディスクの VM プロビジョニングを実

行できます。VM ディスクのプロビジョニングは、選択した単一のデータストアまたは複数のデータス

トアで設定することができます。また、同じテンプレートで増設ディスクごとに別々のディスク ポリ

シーを設定することも可能です。

Cisco UCS Director では、ディスクは以下の 5 つのカテゴリに分類されます。

• システム

• データ

• データベース

• スワップ 

• ログ 

（注） Cisco UCS Director によって定義されるディスク カテゴリは、ディスクのラベリング専用です。
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  マルチディスク VM プロビジョニングのワークフロー
マルチディスク VM プロビジョニングのワークフロー 
次の手順は、マルチディスクの VM をプロビジョニングする方法を示しています。

ステップ 1 マルチディスクに対応したテンプレートを利用できることを確認します。

ステップ 2 ディスク カテゴリを割り当てます。

ステップ 3 ストレージ ポリシーを定義します。

ステップ 4 テンプレート カタログを作成します。

マルチディスクに対応したテンプレートについて 
マルチディスクの VM をプロビジョニングするためには、マルチディスクに対応したテンプレート

（イメージ）が必要です。マルチディスクに対応したテンプレートを VM プロビジョニングに使用する

前に、各ディスクにディスク カテゴリを割り当てる必要があります。

ディスク カテゴリの割り当て 

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 VMware クラウドを選択し、[イメージ ] タブを選択します。

ステップ 3 マルチディスクに対応したテンプレートを選択します。

ステップ 4 ツールバーの [詳細の表示 ] ボタンをクリックします。

ステップ 5 [ディスク ] タブをクリックします。

ステップ 6 ディスクを選択します。

ステップ 7 [ディスクタイプの割り当て ] をクリックします。

ステップ 8 ディスク タイプ（システム、データ、データベース、スワップ、ログのいずれか）を選択します。

ステップ 9 [送信 ] をクリックします。

（注） システム ディスクとして 1 つ以上のディスクを割り当ててください。

ストレージ ポリシーの定義 
ストレージ ポリシーは、データストアのスコープ、使用するストレージのタイプ、容量の最低条件、

遅延などのリソースを定義するポリシーです。ストレージ ポリシーでは、マルチディスクに対応した

追加のディスク ポリシーを設定できるほか、エンド ユーザはサービス リクエストの作成中にデータス

トアを選択するオプションを設定できます。
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  ストレージ ポリシーの定義
Cisco UCS Director では、複数のデータストア上で、マルチディスクによる VM プロビジョニングを

実行できます。システム、データ、データベース、スワップ、ログという 5 つのタイプがあります。シ

ステム ディスク ポリシーを先に設定し、次にそれ以外のディスクを要件に応じて設定します。ディス

ク タイプ別にディスク ポリシーを設定することも、ディスクごとにデフォルトのシステム ディスク ポ
リシーを選択することも可能です。

追加のディスク ポリシーを使用する場合は、マルチディスク テンプレートのカタログを作成するとき、

[単一データストアのすべてのディスクをプロビジョニングします ] オプションを必ずオフにしてくだ

さい。カタログ作成の詳細については、「カタログの作成」を参照してください。

また、Cisco UCS Director では、エンド ユーザがデータストアを選択できるかどうかを指定するオプ

ションを使用してプロビジョニングすることで、VM プロビジョニングのサービス リクエストを作成

する際にデータストアを選択できるようになります。サービス リクエストの作成中に選択された vDC 
に関連付けられているストレージ ポリシーで指定されスコープ条件に応じて、選択できるデータスト

アのリストが表示されます。

ストレージ ポリシーの作成 

ステップ 1 [ポリシー ] > [ストレージ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VMwareストレージポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ストレージリソース割り当てポリシーの追加 ] の [システムディスクポリシー ] ダイアログボックス

で、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[ポリシー名 ] フィール

ド

ポリシーの名前。カタログを定義する際は、この名前が使用されます。

[ポリシーの説明 ] 
フィールド

ポリシーの説明。

[クラウド名 ] ドロップ

ダウン リスト

リソース割り当てを行うクラウドを選択します。

システム ディスク スコープ

[データストアのスコー

プ ] ドロップダウン リ
スト

導入のスコープを選択します。すべてを使用するか、選択したものを含めるか、選

択したものを除外するように指定します。

[共有データストアのみ

の使用 ] チェックボック

ス

オンにすると、共有データストア以外は使用されなくなります。

ストレージ オプション

[ローカルストレージの

使用 ] チェックボックス

オンにすると、ローカル ストレージが使用されます。デフォルトはオンです。

[NFSの使用 ] チェック

ボックス

オンにすると、NFS ストレージが使用されます。デフォルトはオンです。

[SANの使用 ] チェック

ボックス

オンにすると、SAN ストレージが使用されます。デフォルトはオンです。

[条件の最小値 ] チェッ

クボックス リスト

満たすべき条件に対応しているチェックボックスを 1 つ以上オンにします。この条

件を満たさないホストまたはデータストアは、処理の対象から除外されます。条件

を複数選択した場合は、選択したすべての条件を満たす必要があります。
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  ストレージ ポリシーの定義
ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

ステップ 6 [追加のディスクポリシー ] ペインで、設定するディスク タイプを選択します。

（注） デフォルトでは、ディスクのディスク ポリシーは [システムディスクポリシー ] になっていま

す。

ステップ 7 鉛筆のアイコンをクリックして、[ディスクポリシーエントリの編集 ] ダイアログボックスを表示しま

す。

ステップ 8 ディスク ポリシーを設定する場合は、[システムディスクポリシーと同じ ] チェックボックスをオフに

します。

ステップ 9 [エントリの編集 ] ダイアログボックスで、そのディスク タイプの [ディスクスコープ ] と [ストレージ

オプション ] を選択します。

ステップ 10 [送信 ] をクリックします。

ステップ 11 必要に応じて、その他のディスク タイプの設定を続行します。

ステップ 12 [送信 ] をクリックします。

（注） 作成したストレージ ポリシーと追加のディスク ポリシーを併用するには、作成したストレージ 
ポリシーと VM プロビジョニングに使用する vDC を関連付ける必要があります。

[テンプレートのオー

バーライド ] チェック

ボックス

オンにすると、テンプレートのプロパティがすべてオーバーライドされます。使用

するシン プロビジョニングやカスタム ディスク サイズなどのカスタム設定を入力

するオプションが用意されています。

[シンプロビジョニング

の使用 ] チェックボック

ス

オンにすると、VM ストレージのプロビジョニングにシン プロビジョニングが使用

されます1。

（注） シン プロビジョニングを使用すると、物理ストレージ容量の動的割り当て

が有効になり、VM ストレージの使用率が向上します。

[カスタムディスクサイ

ズ ]
VM プロビジョニングに使用されるテンプレートのディスク サイズは、このカスタ

ム ディスク サイズによってオーバーライドされます 1。

VM のライフサイクルのサイズ変更オプション

[ディスクのサイズ変更

を許可 ]
オンにすると、プロビジョニング前に VM のディスク サイズを選択できるようにな

ります。

[メモリの許容値 (GB単

位 )]フィールド

VM をプロビジョニングするためのディスク サイズ値2。

[スコープからのデータ

ストアの選択をユーザ

に許可します ] チェック

ボックス

オンにすると、ユーザはサービス リクエストの作成中にデータストアを選択できる

ようになります。

1. このオプションは、[テンプレートのオーバーライド ] がオンの場合に表示されます。

2. このオプションは、[ディスクのサイズ変更を許可 ] がオンの場合に表示されます。

名前 説明
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  カタログの作成
カタログの作成

カタログの追加

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [カタログの作成 ] の [基本情報 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 5 [次へ ] をクリックします。

名前 説明

[カタログ名 ] フィール

ド

カタログの名前。

[カタログの説明 ] 
フィールド

カタログの説明。

[カタログタイプ ] ド
ロップダウン リスト

[標準 ]（デフォルト）、[詳細 ]、[サービスコンテナ ]、[VDI] のいずれかを選択しま

す。

[カタログアイコン ] ド
ロップダウン リスト

目的の OS を表すアイコンを選択します。

[すべてのグループに適

用済みです ] チェック

ボックス

オンにすると、そのカタログがすべてのグループに適用されます。

[選択したグループ ] ボ
タン

[すべてのグループに適用済みです ] チェックボックスがオフになっている場合は、

このボタンをクリックすると [項目の選択 ] ダイアログボックスが表示され、すべて

のグループがリストされます。[すべてオン ] と [すべてオフ ] のいずれかのボタン

を選択するか、該当するグループの各チェックボックスをオンにします。

[クラウド名 ] ドロップ

ダウン リスト

クラウドを選択します。そのクラウドのクラウド項目が作成または更新されます。

[イメージ ] ドロップダ

ウン リスト

イメージを選択します。これが、作成または更新されるクラウド項目のイメージに

なります。

[単一データストアのす

べてのディスクをプロ

ビジョニングします ] 
チェックボックス

オンにすると、同じデータストアに含まれている VM のディスクがすべてプロビ

ジョニングされます。オフにすると、ストレージ ポリシーに定義されている各ディ

スクの優先データストアを使用して設定された追加のディスク ポリシーに従って、

VM のディスクがプロビジョニングされます。

（注） 追加ディスク用のディスク ポリシーを設定してから、同じデータストアに

含まれているすべてのディスクをプロビジョニングするオプションを選択し

た場合は、追加のディスク ポリシーがオーバーライドされ、システム ディ

スクがプロビジョニングされる同じデータストア内の VM ディスクがすべ

てプロビジョニングされます。
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  カタログの作成
ステップ 6 [カタログの作成 ] の [アプリケーションの詳細 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力しま

す。

ステップ 7 [次へ ] をクリックして、以下のフィールドを含む [カタログの作成 ] の [ユーザクレデンシャル ] ダイ

アログボックスを表示します。

ステップ 8 [次へ ] をクリックします。

ステップ 9 [カスタマイズ ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[カテゴリ ] ドロップダ

ウン リスト

アプリケーション カテゴリを選択します。サービスの提供先の vDC で使用される

ポリシーは、アプリケーション カテゴリによって決定されます。アプリケーション 
カテゴリ、およびアプリケーション カテゴリと各種ポリシーの関連付けは、vDC の
管理機能で管理されます。

[サポートの問い合わせ

先の電子メールアドレ

ス ] フィールド

サポートの問い合わせ先の電子メール アドレス。

[OSの指定 ] ドロップダ

ウン リスト

OS を選択します。

[他のOSの指定 ] 
フィールド

ドロップダウン リストにない OS を入力します。

[アプリケーションの指

定 ] ボタン

このボタンをクリックして [項目の選択 ] ダイアログボックスが表示されたら、[す
べてオン ] と [すべてオフ ] のいずれかのボタンをクリックするか、目的のアプリ

ケーションの横にある各チェックボックスをオンにします。

[他のアプリケーション

の指定 ] フィールド

使用するその他のアプリケーションを選択します。

[アプリケーションコー

ド ] フィールド

VM 名に使用されるアプリケーション コード。指定する場合は、1 ～ 4 文字の値を

入力する必要があります。

名前 説明

[クレデンシャルオプ

ション] ドロップダウン 
リスト

VM ユーザ クレデンシャルのオプションを選択します。テンプレート内の VM ユー

ザ クレデンシャルは、複数のユーザで共有されるか、共有される前にリセットされ

ます。共有された場合、ユーザはアクティブな VM のクレデンシャルを取得できま

す。ドロップダウン リストのオプションは以下のとおりです。

• [共有しないでください。]

• [パスワードのリセット後に共有 ]：ユーザ ID とパスワードが必要です。

• [共有テンプレートクレデンシャル ]：ユーザ ID とパスワードが必要です。

名前 説明

[自動ゲストカスタマイ

ズ ] チェックボックス

オンにすると、DNS、ネットワーク、ゲスト OS の各プロパティの自動設定が有効

になります。オフにすると、この機能が無効になります。

[プロビジョニング後の

カスタムアクション ] 
チェックボックス

オンにすると、ユーザはカスタム アクションを指定できるようになります。指定し

たカスタム アクションは、プロビジョニング後のワークフローで実行されます。オ

フにすると、この機能が無効になります。

コスト計算

[VMアプリケーション

の請求間隔 ] ドロップダ

ウン リスト

VM のコストを計算する間隔として、[毎時間 ] または [毎月 ] を選択します。

（注） デフォルトは [毎時間 ] です。
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  カタログの作成
ステップ 10 [次へ ] をクリックします。

ステップ 11 [VMアクセス ] ペインで、以下のフィールドを入力します。

ステップ 12 [次へ ] をクリックします。

ステップ 13 [サマリー ] ペインで情報を確認します。

ステップ 14 [戻る ] をクリックして項目を修正するか、[送信 ] をクリックします。

カタログの確認 

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 カタログを選択して [表示 ] をクリックします。

カタログの編集 

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 カタログを選択して [編集 ] をクリックします。

（注） 編集する項目は「カタログの追加」の手順と同じです。

[アクティブなVMアプ

リケーションコスト ] 
フィールド

そのカタログに適用できるアクティブな VM アプリケーション コスト。

[非アクティブなVMア

プリケーションコスト ] 
フィールド

そのカタログに適用できる非アクティブな VM アプリケーション コスト。

名前 説明

[Webアクセス設定 ] 
チェックボックス

オンにすると、Web インターフェイス経由で VM にアクセスできるようになりま

す。オフにすると、この機能が無効になります。

[URL] フィールド Web アクセス用の URL。

[ラベル ] フィールド ユーザがアクセス パネルで選択するアクション ラベル。

[リモートデスクトップ

のアクセス設定 ] チェッ

クボックス

オンにすると、リモート インターフェイス経由で VM にアクセスできるようになり

ます。オフにすると、この機能が無効になります。

名前 説明
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  VM ディスクの作成
カタログの複製

ステップ 1 [ポリシー ] > [カタログ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [カタログ ] タブを選択します。

ステップ 3 複製するカタログを選択し、[複製 ] をクリックします。

（注） 編集する項目は「カタログの追加」の手順と同じです。名前を変更する必要がありますが、そ

れを除けば、元のカタログの設定をすべて保持できます。

VM ディスクの作成

（注） VM アクション ボタンから利用できる [VMディスクの作成 ] オプションを使用して、プロビジョニン

グされた VM または検出された VM に、カスタム サイズの増設ディスクを追加することができます。

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のペインからクラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 リストから VM を選択します。

ステップ 5 ツールバーの右側にある下矢印をクリックして、VM オプションのドロップダウン リストを開きます。

ステップ 6 [VMディスクの作成 ] を選択します。

ステップ 7 [VMディスクの作成 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[VM名 ] 表示専用

フィールド

VM の名前。

[新しいディスクサ

イズ (GB)] フィール

ド

VM のディスク サイズ（GB 単位）。

[ディスクタイプの

選択 ] ドロップダウ

ン リスト

ディスク ラベルを選択します。次の選択肢があります。

• システム

• スワップ

• データ

• データベース

• ログ 
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  VM ディスクの作成
ステップ 8 [作成 ] をクリックします。

[データストアの選

択 ] ドロップダウン 
リスト

データストアを選択します。データストアの選択肢は、VM の vDC に関連付けられて

いるストレージ ポリシーによって異なります。

[Thinプロビジョニ

ング ] チェックボッ

クス

オンにすると、シン プロビジョニングされたディスクが VM に追加されます。

（注） シン プロビジョニングを使用すると、物理ストレージ容量の動的割り当てが有

効になり、VM ストレージの使用率が向上します。

名前 説明
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C H A P T E R 12

チャージバック モジュールの使用方法

この章は、次の項で構成されています。

• 「チャージバック機能」（P.12-1）

• 「予算ポリシー」（P.12-2）

• 「コスト モデルについて」（P.12-2）

• 「vDC の変更によるコスト モデルの割り当てについて」（P.12-4）

• 「パッケージ ベースのコスト モデルについて」（P.12-6）

• 「ストレージ階層コスト モデルについて」（P.12-8）

• 「チャージバック レポート」（P.12-9）

• 「レコードの変更について」（P.12-12）

• 「チャージバックの計算について」（P.12-12）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

チャージバック機能
Cisco UCS Director のチャージバック モジュールは、仮想インフラストラクチャのコストに対する詳

細な可視性を提供します。また、コスト モデルを定義して部門内や組織内のポリシーに割り当てるこ

とができます。VM の計測データが定期的に収集されて、リソース コストが正確に計算されます。

チャージバック モジュールの機能は以下のとおりです。

• 柔軟性：組織の要件に応じて、固定コスト、一括での支払いのコスト、割り当てコスト、利用コス

トだけでなく、それららを自由に組み合わせることができます。

• 再利用可能なコスト モデル：標準化されたコスト モデルまたはテンプレートを使用してコスト モ
デルを VM に割り当てます。これらのテンプレートにより、新しい環境にすばやくコスト モデル

を適用できます。

• レポート機能：仮想インフラストラクチャのコストとリソース使用率について、各種のサマリー 
レポートおよび比較レポートを生成します。レポートは、PDF、CSV、XLS 形式でエクスポート

して Web ブラウザに表示できます。

• 上位 5 つに関するレポート：VM コスト、CPU、メモリ、ストレージ コスト、ネットワーク コス

トに関する上位 5 つの組織またはグループを示すレポートをモニタリングします。

• ダッシュボード：組み込みダッシュボードと多彩なグラフィカル ウィジェットにより、VM の計

測情報とチャージバックをリアルタイムにモニタリングして分析します。
12-1
Cisco UCS Director 管理ガイド リリース 4.0



 

第 12 章      チャージバック モジュールの使用方法

  予算ポリシー
予算ポリシー
リソース全体のアカウント処理は、チャージバック モジュールによって実行されます。チャージバッ

クに加えて、個々のグループまたは組織を予算ポリシーに関連付けて、予算監視や予算超過を有効また

は無効化できるようにする必要があります。

予算ポリシーの設定

ステップ 1 [管理 ] > [ユーザとグループ ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ユーザグループ ] タブを選択します。

ステップ 3 グループを選択し、[予算ポリシー ] をクリックします。

ステップ 4 [予算ポリシー ] ダイアログボックスで以下のチェックボックスをオンまたはオフにします。

ステップ 5 [保存 ] をクリックします。

コスト モデルについて
コスト モデルは、CPU、RAM、ストレージなどの仮想リソースのユニット レベル コストを定義する

ために使用されます。これらのコストは、仮想インフラストラクチャ内の VM のチャージバック計算

に使用されます。コスト モデルでは線型モデルとしてコストが定義されます。コストはユニット レベ

ルで定義できます。

VM の個々のリソースのコストは、その VM に割り当てられているユニット数に基づいて計算されま

す。たとえば、1 GB の RAM のコストをコスト モデルで定義し、そのユニット コストを使用して、

個々の VM の RAM コストが判断されます。

一括での支払いのプロビジョニング コストや、アクティブな VM または非アクティブな VM のコス

ト、およびリソース（CPU やメモリなど）のプロビジョニング済みコスト、予約済みコスト、使用済

みコストを定義できます。これらのコストを使用して、使用状況に基づいた VM コストが計算されま

す。

コスト モデルの作成

ステップ 1 [ポリシー ] > [サービスの提供 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [コストモデル ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

名前 説明

[予算の監視の有効化 ] 
チェックボックス

オンにすると、グループの予算使用状況がモニタリングされます。オフにすると、

そのグループの予算エントリはすべて無視されます。

[予算超過を許可 ] 
チェックボックス

オンにすると、プロビジョニング済み予算の超過がグループ メンバーに許可されま

す。オフにすると、予算をすべて消化した場合、新しい予算が追加されるまで、す

べてのリクエストが却下されます。
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  コスト モデルについて
ステップ 4 [コストモデルの追加 ] ダイアログボックスの [コストモデルタイプ ] ドロップダウン リストで、[標準 ] 
オプションを選択します。

ステップ 5 次のフィールドを入力します。

名前 説明

[コストモデル名 ] フィー

ルド

コスト モデルの名前。

[コストモデルの説明 ] 
フィールド

コスト モデルの説明。

[コストモデルタイプ ] ド
ロップダウン リスト

コスト モデルのタイプを選択します。[標準 ] を選択すると、線形コスト モデルが

指定されます。[詳細 ] を選択すると、パッケージベースまたはスクリプトベース

のコスト モデルが指定されます。高度なコスト モデルの説明と使用方法について

は、「パッケージ ベースのコスト モデルについて」の項を参照してください。該当

する場合は [HyperV] を選択することもできます。

[チャージ頻度 ] ドロップ

ダウン リスト

VM のリソース コストを定義する頻度を選択します。リソースのコストを時間単位

で指定する場合は [毎時間 ] を選択します。リソースのコストを月単位で指定する

場合は [毎月 ] を選択します。

固定コスト

[一括での支払いのコス

ト ] フィールド

VM プロビジョニングにかかる一括での支払いの固定コスト。

VM コスト

[アクティブなVMのコ

スト ] フィールド

アクティブ状態の VM の 1 時間あたりのコスト。

[非アクティブなVMの

コスト ] フィールド

非アクティブ状態の VM の 1 時間あたりのコスト。

CPU コスト

[CPUチャージユニット ] 
ドロップダウン リスト

CPU のチャージ ユニット（GHz 単位またはコア数単位）を選択します。

[プロビジョニング済み

CPUのコスト ] フィール

ド

1 時間あたり、CPU のチャージ ユニットあたりの、プロビジョニング済み CPU の
コストです1。VM に対してプロビジョニングされた CPU のコストが考慮されま

す。

（注） [使用済みCPUコスト ] の値を入力する場合は、このフィールドを空白にし

ておく必要があります。

[予約済みCPUコスト ] 
フィールド

1 時間あたり、1 GHz あたりの、予約済み CPU コスト 1。実際に VM に対して予約

された CPU のコストが考慮され、プロビジョニング済み CPU のコスト計算なども

含まれます。プロビジョニング コストとは別に、予約済み CPU の追加コストがあ

る場合は、ここで入力します。たとえば、プロビジョニング コストが 1 ドル、予約

済みコストが 1.4 ドルである場合は、追加の予約コストを指定する必要がありま

す。この場合の追加コストは、1.4 ドル – 1 ドル = 0.4 ドルです。

（注） [使用済みCPUコスト ] の値を入力する場合は、このフィールドを空白にし

ておく必要があります。

[使用済みCPUコスト ] 
フィールド

1 時間あたり、1 GHz あたりの、使用済み CPU コスト 1。実際の CPU 使用率に基

づいています。このコストでは、プロビジョニング済みコストおよび予約済みコス

トが考慮されません。[使用済みCPUコスト ] の値を入力する場合は、プロビジョ

ニング済みコストと予約済みコストのフィールドを空白にしておく必要がありま

す。
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  vDC の変更によるコスト モデルの割り当てについて
ステップ 6 [追加 ] をクリックします。

vDC の変更によるコスト モデルの割り当てについて
既存の vDC を追加または編集して、その vDC に、新しく作成したコスト モデルを割り当てることが

できます。既存の vDC を編集するか、新しい vDC を作成して、その vDC に割り当てるコスト モデル

を設定できます。

コスト モデルが vDC に割り当てられると、その vDC に含まれている VM はすべて、高度なコスト モ
デルに基づいて課金されます。vDC に含まれる VM のうち、標準タイプのコスト モデルを持つ VM 
は、そのまま標準コスト モデルに従って課金されます。

vDC のコスト モデルへの追加

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [vDC] タブを選択します。

ステップ 3 コスト モデルに追加する vDC を選択します。

ステップ 4 [追加 ]（+）をクリックします。

メモリ コスト

[プロビジョニング済み

メモリのコスト ] フィー

ルド

1 時間あたり、1 GHz あたりの、プロビジョニング済みメモリのコスト2。

[予約済みメモリコスト ] 
フィールド

1 時間あたり、1 GHz あたりの、予約済みメモリのコスト 2。

[使用済みメモリコスト ] 
フィールド

1 時間あたり、1 GHz あたりの、使用済みメモリのコスト 2。

ネットワーク コスト

[受信済みネットワーク

データのコスト ] フィー

ルド

1 時間あたり、1 GB あたりの、受信済みデータのコスト。

[転送済みネットワーク

データのコスト ] フィー

ルド

1 時間あたり、1 GB あたりの、転送済みデータのコスト。

ストレージ コスト

[コミット済みストレー

ジコスト ] フィールド

1 時間あたり、1 GB あたりの、コミット済みストレージのコスト。

[コミットされていない

ストレージのコスト ] 
フィールド

1 時間あたり、1 GB あたりの、コミットされていないストレージのコスト。未使

用でプロビジョニング済みのストレージが、コミットされていないストレージとし

て定義されます。

1. CPU のチャージ ユニットが GHz である場合のコスト。

2. メモリ コストの計算方法は、CPU コストの計算方法とほぼ同じです。

名前 説明
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  vDC の変更によるコスト モデルの割り当てについて
ステップ 5 [vDCの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[vDC名 ] フィールド vDC の名前。

[ロック済みの vDC] 
チェックボックス

オンにすると、以後の導入にその vDC を使用できなくなります。vDC の内部で

は、既存の VM に対するアクションが無効になります。オフにした場合は、以後

の導入にその vDC を使用できます。

[vDCの説明 ] フィールド その vDC に固有の説明。

[グループ ] ドロップダウ

ン リスト

vDC の設定の対象となるグループを選択します。

[クラウド名 ] ドロップダ

ウン リスト

vDC の設定の対象となるクラウドを選択します。

承認者および連絡先

[第 1承認者のユーザ名 ] 
フィールド

サービス リクエストを承認しなければならないユーザ。

[第 2承認担当者のユーザ

名 ] フィールド

サービス リクエストを承認しなければならない第 2 ユーザ。

[プロバイダーのサポート

用電子メールアドレス ] 
フィールド

連絡先またはユーザの電子メール アドレス。その vDC を使用した VM プロビジョ

ニングに関する通知を受信する相手。

[電子メールアドレスへの

通知をコピー ] フィール

ド

vDC に関する通知のコピーを受信する第 2 連絡先の電子メール アドレス。

ポリシー

[システムポリシー ] ド
ロップダウン リスト

vDC に適用できるシステム ポリシーを選択します。

[コンピューティング ポ
リシー ] ドロップダウン 
リスト

vDC に適用できるコンピューティング ポリシーを選択します。

[ネットワーク ポリシー ] 
ドロップダウン リスト

vDC に適用できるネットワーク ポリシーを選択します。

[ストレージポリシー ] ド
ロップダウン リスト

vDC に適用できるストレージ ポリシーを選択します。

[コストモデル ] ドロップ

ダウン リスト

vDC に適用できるコスト モデルを選択します。

[サービスリクエストサマ

リーと電子メールページ

へのコストの表示を無効

化 ] チェックボックス

オンにすると、その vDC の SR サマリーと電子メール ページにコストが表示され

なくなります。

[ユーザアクションポリ

シー ] ドロップダウン リ
スト

VM プロビジョニング後のオーケストレーション ワークフローを実行するために

使用されるポリシーを選択します。選択されたワークフローは、vDC に含まれて

いる VM 用のアクション ボタンとして表示されます。

エンド ユーザ セルフサービス ポリシー

[VMの電力管理 ] チェッ

クボックス 
オンにすると、その vDC に属している VM に対して、あらゆる VM 電源管理アク

ションを実行できるようになります。
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ステップ 6 [追加 ] をクリックします。

vDC の編集によるコスト モデルの割り当て

ステップ 1 [ポリシー ] > [仮想データセンター ] の順にクリックします。

ステップ 2 [vDC] タブを選択します。

ステップ 3 コスト モデルに追加する vDC を選択します。

ステップ 4 [カテゴリの管理 ] をクリックします。

ステップ 5 編集するカテゴリを選択します。

ステップ 6 [編集 ] をクリックします。

ステップ 7 [アプリケーションカテゴリの編集 ] ダイアログボックスのドロップダウン リストで、コスト モデルと

導入ポリシーを選択します。

ステップ 8 [保存 ] をクリックします。

パッケージ ベースのコスト モデルについて 
パッケージ ベースのコスト モデルでは、システム リソースのコストを個別ではなくパッケージとして

定義できます。要件に応じてパッケージの選択肢は異なります。このタイプのコスト モデルは非線形

モデルに適しています。

（注） Cisco UCS Director では、CPU メモリ（サーバ）パッケージの定義をサポートします。

このタイプのコスト モデルでは、利用可能なリソース パッケージに基づいて定義が行われます。コス

ト モデルの形式は次のとおりです。

C – M:X

C は CPU コアの数です。

M は GB 単位のメモリです。

X は、C と M を合算した月額コストです。

たとえば 2-4:200 というパッケージでは、CPU コアの数が 2、メモリが 4 GB、コストが月額 200 ドル

になります。

C1-M1:X1,C2-M2:X2,......,CN-MN:XN という形式でを使用すると、複数のパッケージを定義できま

す。

たとえば 1-1:50,1-2:70,1-4:90,2-4:150,2-6:170,2-8:190,4-8:350,4-12:380,4-16:400 の場合、最初のエ

ントリ 1-1:50 は、CPU コアが 1 、メモリが 1 GB、コストが月額 50 ドルのパッケージを表していま

す。

（注） これらのエントリは、コスト パッケージの要件に合わせていつでも編集できます。
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パッケージ ベースのコストモデルの作成

ステップ 1 [ポリシー ] > [サービスの提供 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [コストモデル ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックして新しいコスト モデルを作成します。

ステップ 4 [コストモデルタイプ ] フィールドで [詳細 ] オプションを選択します。

ステップ 5 次のスクリプトを [高度なコストモデル ] フィールドにペーストします。

/********************************/

var CPU_MEMORY_COST = 
1-2:81,1-4:95,1-8:109,2-4:162,2-6:176,2-8:189,2-16:378,4-12:352,4-16:378;

/********************************/

/*  上記のようにコスト パッケージを定義します。

コスト パッケージは次の形式で定義できます。

C-M:X

C は CPU コアの数です。

M は GB 単位のメモリです。

X は、C と M を合算した月額コストです。

たとえば、2-4:162 は、CPU の数が 2、メモリが 4 GB、パッケージのコストが月額 162 ドルという意

味です。*/

/* 複数のパッケージを定義する場合は、C1-M1:X1,C2-M2:X2, ...........,CN-MN:XN という形式で定義

します。

標準パッケージは、CPU_MEMORY_COST 変数を使用してスクリプトの先頭で定義します。

この変数は、コスト パッケージの要件に合わせて編集できます。*/

/* 参考情報：使用されるストレージ コストは、ストレージ階層のコスト モデル定義に基づいています。
*/

/* 以下のスクリプトは一切編集しないでください。*/

computeChargeback(data);
function computeChargeback(data) 
{
var map = chargeBackAPI.getCPUMemCostModelMap(CPU_MEMORY_COST);
var cpuCores = data.getVmMeter().getCpuCores();
var memory = data.getVmMeter().getAllocMemGB();
var serverCost = chargeBackAPI.getCostForItem(map,cpuCores, memory);
serverCost = serverCost / (24 * 30);

var storageTierCost = chargeBackAPI.getStorageCostForItem(data.getVmMeter().getVmId());
var storageGB = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) + 
(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
var committedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getCommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var unCommittedDiskGBCost = (data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB()) * storageTierCost;
var storageCost = (storageGB * storageTierCost) / (24 * 30);

var totalVMCost = serverCost + storageCost;

var cb = data.getCbSummary();
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cb.setCpuCores(cpuCores);
cb.setMemory(memory);
cb.setServerCost(serverCost);
cb.setCommittedDiskGB(data.getVmMeter().getCommittedDiskGB());
cb.setCommittedDiskGBCost(committedDiskGBCost);
cb.setUncommittedDiskGB(data.getVmMeter().getUncommittedDiskGB());
cb.setUncommittedDiskGBCost(unCommittedDiskGBCost);
cb.setTotalCost(totalVMCost);
}
/* *********************************/

ステップ 6 [追加 ] をクリックします。

（注） コスト モデルを定義したら、そのコスト モデルに従って VM のチャージバックが開始される

ように、コスト モデルを vDC へ割り当てます。

ストレージ階層コスト モデルについて
ストレージ階層コスト モデルでは、階層形式を使用してストレージのコストを複数定義できます。現

在のストレージ タイプには、ローカル、NFS、SAN、NAS などがあります。各ストレージ タイプのコ

ストがばらつく可能性もありますが、ストレージ使用率に関するコストを計算する際は、このばらつき

を考慮することができます。

このモデルを使用して各階層のさまざまなコストを定義し、これらの階層に既存のデータストアを割り

当てられます。階層コスト モデルを使用すると、コスト的に似ているデータストア タイプをグループ

化できます。

階層ごとにコストに割り当てる必要があります。これは、1 ヵ月あたり、1 GB あたりのコストです。

たとえば、ある階層に 0.5 ドルを割り当てた場合、その階層に含まれているすべてのデータストアは、

1 ヵ月あたり、1 GB あたり、0.5 ドルが課金されます。デフォルトで 4 つの階層がすでに作成されてい

るので、それらの階層にコストを割り当てる必要があります。

コストの階層への割り当て

ステップ 1 [ポリシー ] > [サービスの提供 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ストレージ階層のコストモデル ] タブを選択します。

ステップ 3 編集する階層を選択します。

ステップ 4 [編集 ] をクリックします。

ステップ 5 [1ヵ月あたりのディスクコスト (GB)] フィールドを編集します。

ステップ 6 [送信 ] をクリックします。

データストアの階層への割り当てについて
データストアを階層に割り当てると、そのデータストアに含まれているストレージのコストを計算する

ために、階層内で定義されたコストが使用されます。
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データストアに含まれている VM のチャージバックを計算する場合は、そのデータストアが割り当て

られた階層によってコストが決定されます。データストアに 1 つも階層が割り当てられていない場合、

高度な（スクリプト）コスト モデルの使用時に、そのデータストアのストレージ コストが考慮されま

せん。

通常のコスト モデル（1 つのフォームでリソース コストを定義するコスト モデル）を使用する際は、

階層コストが割り当て済みで、かつその階層にデータストアが割り当てられている場合は、ストレージ

階層コストが考慮されます。ただし、データストアに 1 つも階層が割り当てられていない場合、その

データストアに含まれている VM のストレージ コストは、コスト モデル フォームのストレージ コスト 
エントリから取得されます。

（注） データストアの階層への割り当ては、通常のコスト モデルに限り適用されます。

データストアの階層への割り当て

ステップ 1 [仮想 ] > [ストレージ ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド アカウントを選択します。

ステップ 3 [データストアの容量レポート ] タブを選択します。

（注） 現在、階層ベース コストは VMware クラウド アカウントに限りサポートされています。

ステップ 4 階層に割り当てるデータストアを選択します。

ステップ 5 [階層の割り当て ] をクリックして、[ストレージ階層 ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 6 ドロップダウン リストから階層を選択します。

ステップ 7 [送信 ] をクリックします。

チャージバック レポート
使用済みのリソースと未使用のリソースの両方に対して組織が支払う金額に関する情報は、チャージ

バック機能によって提供されます。この機能を使用して、リソースの消費量とコストを最適化できま

す。システム リソースのアカウンティングは月間使用率をベースにすることが可能です。CPU やメモ

リの使用率などのリソースがモニタリングされて計測されます。

チャージバック レポートはコスト モデルのタイプに基づいています。チャージバックの計算と表示に

は、表形式のレポート、サマリー、グラフ レポート、およびウィジェットから構成されるフォームが

使用されます。

レポートには次のタイプがあります。

• 表示 

– 今月のサマリー：グループ別の今月のサマリー コスト レポート（VM、CPU、ストレージ ス
トなど）。

– 前月の概要：グループ別の先月のサマリー コスト レポート（VM、CPU、ストレージのコス

トなど）。

– 月間リソース アカウンティングの詳細：月間のグループごとのリソース アカウンティングの

詳細（CPU およびメモリ使用率の統計）。
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– VM レベルのリソース アカウンティングの詳細：VM レベルでのリソース アカウンティング

の詳細。

– VM レベルのチャージバックの詳細：チャージバック機能を使用して VM 使用率に適用できる

課金。

• エクスポート

– 月間リソース アカウンティングの詳細のエクスポート：リソース アカウンティングの詳細レ

ポートは、表としてエクスポートできます。

– VM レベルのリソース アカウンティングの詳細のエクスポート：VM レベルのリソース アカ

ウンティングの詳細レポートは、表としてエクスポートできます。

– VM レベルのチャージバックの詳細のエクスポート：チャージバック レポートは、表としてエ

クスポートできます。

今月のサマリーの確認

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルから確認するグループを選択します。

ステップ 3 [今月のサマリー ] タブを選択して、選択したグループに属しているすべての VM に関する今月の

チャージバックの詳細を表示します。

前月の概要の確認

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルから確認するグループを選択します。

ステップ 3 [前月の概要 ] タブを選択して、選択したグループに属しているすべての VM に関する先月のチャージ

バックの詳細を表示します。

月間リソース アカウンティングの確認 

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 確認するグループを左側の列から選択します。

ステップ 3 [リソースアカウンティング ] タブを選択します。

VM レベルのリソース アカウンティングの詳細の確認

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。
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ステップ 2 左側のパネルから確認するグループを選択します。

ステップ 3 [リソースアカウンティングの詳細 ] タブを選択して、個々の VM のリソース使用率の詳細を表示しま

す。

VM レベルのチャージバックの詳細の確認

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルから確認するグループを選択します。

ステップ 3 [チャージバック ] タブを選択します。

月間リソース アカウンティングの詳細のエクスポート

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 [リソースアカウンティング ] タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側にある [レポートのエクスポート ] アイコンをクリックして、[レポートのエクスポー

ト ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 4 ドロップダウン リストから、PDF、CSV、または XLS の形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの生成 ] をクリックします。

VM レベルのリソース アカウンティングの詳細のエクスポート

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 [リソースアカウンティングの詳細 ] タブを選択します。

ステップ 3 ツールバーの右側にある [レポートのエクスポート ] アイコンをクリックして、[レポートのエクスポー

ト ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 4 ドロップダウン リストから、PDF、CSV、または XLS の形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの生成 ] をクリックします。

VM レベルのチャージバックの詳細のエクスポート

ステップ 1 [組織 ] > [チャージバック ] の順にクリックします。

ステップ 2 [チャージバック ] タブを選択します。
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ステップ 3 ツールバーの右側にある [レポートのエクスポート ] アイコンをクリックして、[レポートのエクスポー

ト ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 4 ドロップダウン リストから、PDF、CSV、または XLS の形式を選択します。

ステップ 5 [レポートの生成 ] をクリックします。

（注） 高度な（スクリプト）コスト モデルを使用する場合、CPU とメモリのコストは 1 件のサーバ コストと

して合算され、チャージバック レポートに表示されます。ストレージ コストは、VM のデータストア

階層コストに基づいて計算されます。

レコードの変更について
変更管理データベース（CMDB）のレコードの変更機能を使用すると、システムの変化を追跡、管理

することができます。これらのレコードには通常、VM、サービス リクエスト、グループなどのリソー

スに対して実行されるイベントのタイプ（追加、削除、変更のいずれか）が表示されます。

レコードの変更には、リソース タイプ（VM）に関する情報（リソース名、タイプの変更、時刻の変

更、説明など）が表示されます。

VM のサイズ変更が行われた場合は、サイズ変更された VM のリソースに関する情報が示されるほか、

サイズ変更の前後のリソース値に関する情報も示されます。

VM のサイズ変更が行われた場合、その変更は記録されて [レコードの変更 ] タブに表示されます。

レコードの変更機能へのアクセス

ステップ 1 [管理 ] > [統合 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [レコードの変更 ] タブを選択します。

チャージバックの計算について
VM の総コストの計算には以下の要素が含まれます。

総コスト = アクティブな VM のコストまたは非アクティブな VM コスト + 一括での支払いのコスト + 
CPU コスト + メモリ コスト + ディスク コスト + CPU 予約済みコスト + メモリ予約済みコスト + CPU 
使用済みコスト + CPU コア コスト + メモリ使用済みコスト + 受信済みネットワークの使用済みコスト 
+ 転送済みネットワークの使用済みコスト + アプリケーション コスト

VM コストの計算は 1 時間単位でしか実行されません。リソースごとのコストは、コスト モデルで定

義された値に基づいて計算されます。コストの計算は以下のように実行されます。

• アクティブな VM のコスト = アクティブな VM のコストに対するコスト モデルで定義されたコス

ト値。

• 非アクティブな VM のコスト = 非アクティブな VM のコストに対するコスト モデルで定義された

コスト値。

• 一括での支払いのコスト = 一括での支払いのコストに対するコスト モデルで定義されたコスト値。
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• CPU コスト = CPU 使用率（プロビジョニング済み）X プロビジョニング済み CPU のコストに対

するコスト モデルで定義されたコスト値。1

• メモリ コスト = メモリ使用率（プロビジョニング済み）X プロビジョニング済みメモリのコスト

に対するコスト モデルで定義されたコスト値。2

• ディスク コスト =（コミット済みストレージ X コスト モデルで定義されたコミット済みストレー

ジ コスト）+（コミットされていないストレージ X コスト モデルで定義されたコミットされてい

ないストレージのコスト）。3

• CPU 予約済みコスト = 予約済み CPU X 予約済み CPU コストに対するコスト モデルで定義された

コスト値 1。

• メモリ予約済みコスト = 予約済みメモリ X 予約済みメモリ コストに対するコスト モデルで定義さ

れたコスト値 2。

• CPU 使用済みコスト = 使用済み CPU X 使用済み CPU コストに対するコスト モデルで定義された

コスト値 1。

• CPU コア コスト = 使用済み CPU コア X 使用済み CPU コア コストに対するコスト モデルで定義

されたコスト値。4 

• メモリ使用済みコスト = 使用済みメモリ X 使用済みメモリ コストに対するコスト モデルで定義さ

れたコスト値 2。

• 受信済みネットワークの使用済みコスト =（受信済みネットワークの使用率 KB /（1024.0 X 
1024.0））X 受信済みネットワーク データのコスト対するコスト モデルで定義されたコスト値。5

• 転送済みネットワークの使用済みコスト =（転送済みネットワークの使用率 KB /（1024.0 X 
1024.0））X 転送済みネットワーク データのコストコスト対するコスト モデルで定義されたコスト

値 5。

• アプリケーション コスト =（アクティブな VM 時間 X アクティブな VM アプリケーション コスト

のカタログで定義されたコスト）+（非アクティブな VM 時間 X 非アクティブな VM アプリケー

ション コストのカタログで定義されたコスト）。

1. CPU のチャージ ユニットは GHz です。

2. メモリのチャージ ユニットは GB です。

3. ストレージのチャージ ユニットは GB です。

4. CPU のチャージ ユニットはコア数です。

5. ネットワークのチャージ ユニットは GB です。
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システムのモニタリングとレポート作成

この章は、次の項で構成されています。

• 「ダッシュボード」（P.13-1）

• 「サマリー」（P.13-2）

• 「インベントリ管理」（P.13-3）

• 「リソース プール」（P.13-3）

• 「クラスタ」（P.13-3）

• 「イメージ」（P.13-4）

• 「ホスト ノード」（P.13-4）

• 「VM」（P.13-4）

• 「トポロジ」（P.13-5）

• 「アセスメント」（P.13-5）

• 「レポート」（P.13-6）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

ダッシュボード
ダッシュボードは、ログインしたとき最初に表示されるページです。アプリケーション内のあらゆるレ

ポート ウィジェットをダッシュボードに追加できます。（最上位メニューで）ダッシュボードを有効化

すると、重要なレポート ウィジェットやお気に入りのレポート ウィジェットを追加できます。

ダッシュボードの有効化

ステップ 1 ページの右上にある管理者名をクリックします。

ステップ 2 [ダッシュボード ] タブを選択します。

ステップ 3 [ダッシュボードの有効化 ] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [適用 ] をクリックします。
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レポート ウィジェットの追加

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド名を選択します。

ステップ 3 表示するレポート タイプのタブを選択します。

ステップ 4 レポートの右上にある下矢印をクリックします。

ステップ 5 [ダッシュボードに追加 ] を選択します。

ウィジェット データの更新

レポート ウィジェットのデータの更新は、自動または手動に設定できます。自動更新では、自動更新

間隔を 5 ～ 60 分の範囲で設定できます。

更新間隔を設定する場合は、ダッシュボードの [自動更新 ] ボタンをオンに設定してください。

サマリー
[サマリー ] ページではシステム インベントリを管理できます。表形式、グラフ形式、マップ形式な

ど、さまざまなレポートを表示できるので、インベントリのライフサイクル アクションの管理にも便

利です。

各レポートはそれぞれ 1 個のウィジェットとして表示されます。カスタマイズして非表示にすることも

可能です。

サマリーの作成

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サマリー ] タブを選択します。

 

サマリー レポート ウィジェットのカスタマイズ

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 [サマリー ] タブを選択します。

ステップ 3 [カスタマイズ ] アイコンをクリックして、利用可能なレポート ウィジェットを表示します。

ステップ 4 いずれかのウィジェットをクリックして、ダッシュボードまでドラッグします。

ステップ 5 レポートをダブルクリックしてビューを拡大するか、レポートの右上をクリックして [ビューの展開 ] 
を選択します。
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  インベントリ管理
ステップ 6 ダッシュボードに表示されたレポートのサイズをスライド バーで調節します。

インベントリ管理
ダッシュボードを使用してシステム インベントリをモニタリングできます。物理インフラストラク

チャに何か変化があれば、すべてダッシュボードに反映されます。ダッシュボードには、管理作業に必

要なシステム レベルのインフラストラクチャ情報がすべて表示されます。

システム インベントリの詳細へのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド名を選択します。

ステップ 3 いずれかの詳細情報のタブを選択します。

リソース プール
[リソースプール ] タブには、ホスト ノード レベルのリソースの詳細が表示されます。これには、CPU 
の設定済み予約、CPU の制限、使用済み CPU、使用済みメモリなどの詳細が含まれます。

リソースの詳細へのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド名を選択するか、[すべてのクラウド ] を選択します。

ステップ 3 [リソースプール ] タブを選択します。

 

クラスタ
[クラスタ ] タブには、すべてのクラスタとその詳細情報が表示されます（データセンターで利用可能

な場合）。

クラスタへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。
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ステップ 2 [クラスタ ] タブを選択します。

 

イメージ
[イメージ ] タブには、利用可能なすべてのイメージ ID とその詳細情報が表示されます。これらのイ

メージには、ゲスト OS、CPU、プロビジョニング済みのメモリおよびストレージなどが含まれます。

イメージ ID を使用して新しい VM をプロビジョニングできます。

イメージへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 [イメージ ] タブを選択します。

 

ホスト ノード
[ホストノード ] タブには、インフラストラクチャ内で利用可能なすべての物理ホスト ノードが表示さ

れます。インストールされた ESX/ESXi バージョン、アクティブな VM、電源ステータスなどの詳細

情報を確認できます。

ホスト ノードへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 [ホストノード ] タブを選択します。

ステップ 3 ドロップダウン リストから、ツールバーのレポート タイプを選択します。

 

VM
[VM] タブには、選択されたクラウドのすべての VM と VM 固有の情報が表示されます。

VM へのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VM] タブを選択します。
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グループ レベルの VM へのアクセス

ステップ 1 [組織 ] > [仮想リソース ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからグループを選択し、[VM] タブを選択します。

トポロジ
[トポロジ ] タブには VMware クラウド トポロジが表示されます。ビュー モードには、階層、同心、円

形、強制の実行という 4 つのタイプがあります。選択したビュー モードに応じて、アイテムの間隔、

距離、半径、厳密性、強制距離を調整できます。

トポロジ タイプへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド名を選択します。

ステップ 3 [トポロジ ] タブを選択します。

ステップ 4 [ホストノード対データストアトポロジ ] と [ホストノード対VMトポロジ ] のいずれかのトポロジ タイ

プを選択します。

ステップ 5 ツールバーにある [接続の表示 ] ボタンをクリックして、新しいページに目的のトポロジを表示します。

（注） トポロジ タイプがすべて表示されるわけではありません。

 

アセスメント
[アセスメント ] タブには、クラウド対応状況、仮想化のベストプラクティス、パフォーマンスの最適

化、容量、電力の最適化など、さまざまなアセスメント レポートが表示されます。

アセスメントへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド名を選択します。

ステップ 3 [アセスメント ] タブを選択します。

ステップ 4 [レポート ] ドロップダウン リストからレポート タイプを選択します。
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レポート
Cisco UCS Director では、多様なレポートを表示して仮想インフラストラクチャとシステム リソース

をモニタリングすることができます。これらのレポートは、システムの詳細を理解するために役立ち、

システムの稼働状況を知る手がかりとなります。

レポートには次のタイプがあります。

• システム情報の表形式レポート：概要、ホスト ノード、新しい VM、削除済みの VM などが表示

されます。

• 棒グラフ、円グラフによる比較レポート：アクティブな VM と非アクティブな VM の比較、プロ

ビジョニング済み CPU と容量の比較などが表示されます。

• システム リソースに関する傾向グラフ：CPU の傾向、メモリの傾向、VM の増減傾向などが表示

されます。

• その他のレポート：グループ、vDC、ホスト ノード、および VM レベルにおける上位 5 つのレ

ポートなどがあります。これらのレポートでは、VM 数が最大のグループ、CPU 使用率が最大の

グループ、VM 数が最大の vDC、CPU 使用率が最大のホスト ノードなどがわかります。

• マップ レポート：ヒート マップまたは色分けされたマップの形式でシステム リソースの情報を表

示します。

レポートへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからクラウド名を選択します。

ステップ 3 目的のレポート タイプ（[マップ ]、[上位 5つ ]、[その他のレポート ] のいずれか）のタブを選択しま

す。
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ライフサイクルの管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「VM の電源設定の管理」（P.14-1）

• 「VM のサイズ変更」（P.14-2）

• 「VM スナップショットの管理」（P.14-3）

• 「その他の VM アクション」（P.14-5）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

VM の電源設定の管理

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 VM アクションを起動するために、[VM] タブを選択して VM を右クリックします（タイマーが一巡す

るまで待ちます）。

ステップ 4 いずれかのアクションを選択して、[VMタスク ] ダイアログボックスを開きます。最後の 2 つのフィー

ルドを入力します。

名前 説明

[VM名 ] 表示専用

フィールド

アクションの対象となる VM の名前。

[電源オフ ] 表示専用

フィールド

VM の電源をオフにするタスク。

[電源オン ] 表示専用

フィールド

VM の電源をオンにするタスク。

[一時停止 ] 表示専用

フィールド

VM を一時停止状態にするタスク。

[ゲストのシャットダウ

ン ] 表示専用フィールド

VM 上のゲスト OS をシャットダウンするタスク。

[スタンバイ ] 表示専用

フィールド

VM をスタンバイ状態にするタスク。
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  VM のサイズ変更
ステップ 5 [続行 ] をクリックします。

VM のサイズ変更

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーの [電源オフ ] ボタンをクリックし、[VMタスク ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 5 [今すぐ実行 ] を選択し、コメントを入力します。

ステップ 6 [続行 ] をクリックします。

ステップ 7 ツールバーの [VMのサイズ変更 ] ボタンをクリックし、[VMのサイズ変更 ] ダイアログボックスを表

示します。次のフィールドを入力します。

ステップ 8 [サイズ変更 ] をクリックします。

[リセット ] 表示専用

フィールド

VM のハード リセットを実行するタスク。

[リブート ] 表示専用

フィールド

VM のソフト リブートを実行するタスク。

[コメント ] フィールド コメント。

[アクションのスケ

ジュール設定 ] オプショ

ン ボタン

VM の電源を今すぐオンにするか、または特定の日時にオンにするタスク。

名前 説明

[VM名 ] 表示専用

フィールド

VM の名前。

[現在の割り当てCPU] 
表示専用フィールド

現在 VM 上に存在している CPU。

[現在の割り当てメモリ

(GB)] 表示専用フィー

ルド

現在 VM 上に存在しているメモリが表示されます。

[新しいCPU数 ] ドロッ

プダウン リスト

必要な CPU を選択します。

[新しいメモリ ] ドロッ

プダウン リスト

必要なメモリを選択します。

名前 説明
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VM スナップショットの管理
ここでは、以下の 5 つのタスクについて説明します。

• [スナップショットの作成 ]：VM のすべてのリソースについて現状のスナップショットが作成でき

ます。また、特定のスナップショットに復帰することも可能です。

• [スナップショットの復帰 ]：（OS が破損するなどして）VM がクラッシュまたは誤作動した場合で

も、VM の最新のスナップショットに戻って VM を実行できます。1 つの VM に対して複数のス

ナップショットが存在する場合は、特定のスナップショットに復帰することが可能です。

• [ゴールデンスナップショットのマーキング ]：VM の特定のスナップショットをゴールデン ス
ナップショットとしてマーク付けできます。この機能は、誤ってスナップショットが削除されるこ

とを防止します。

• [スナップショットの削除 ]：必要に応じてスナップショットを削除できます。ゴールデン スナッ

プショットを削除する場合は、先にマークを解除しておく必要があります。

• [すべてのスナップショットの削除 ]：同じ VM のスナップショットをすべて削除できます。ただ

し、ゴールデン スナップショットが存在する場合は、すべてを一斉に削除することはできません。

先にゴールデン スナップショットのマークを解除してから、すべてのスナップショットを削除す

る必要があります。

VM スナップショットの作成

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [スナップショットの作成 ] を選択し、[仮想マシンのスナップショットの

作成 ] ダイアログボックスを表示します。以下のアクション フィールドを入力します。

名前 説明

[スナップショット名 ] 
フィールド

スナップショットの名前。

[スナップショットの説

明 ] フィールド

スナップショットの説明。

[スナップショットメモ

リ ] チェックボックス

オンにすると、VM メモリが含まれます。

[ゲストのファイルシス

テムを休止 ] チェック

ボックス

オンにすると、休止モードでスナップショットが取得されます。

（注） ファイル システムの休止とは、物理コンピュータまたは仮想コンピュータ

のディスク上にあるデータを、バックアップに適した状態にするプロセスの

ことです。このプロセスには、オペレーティング システムのメモリ内

キャッシュから、ディスクまたはより上位レベルのその他のアプリケーショ

ン専用タスクにバッファをフラッシュするなどの操作が含まれる場合があり

ます。この機能を使用するには、VMware の各種ツールが VM にインス

トールされている必要があります。
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ステップ 6 [続行 ] をクリックします。

スナップショットへの復帰

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [スナップショットの復帰 ] を選択し、[スナップショットタスクの復帰 ] ダ
イアログボックスを表示します。

ステップ 6 目的のスナップショット名の横にあるチェックボックスをオンにして、リストからスナップショットを

選択します。

ステップ 7 [続行 ] をクリックします。

ゴールデン スナップショットのマーキング

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [ゴールデンスナップショットのマーキング ] を選択し、[ゴールデンス

ナップショットタスクのマーキング ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 6 目的のスナップショット名の横にあるチェックボックスをオンにして、リストからスナップショットを

選択します。

ステップ 7 [ゴールデンスナップショットとしてマーキング ] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [続行 ] をクリックします。

スナップショットの削除

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [スナップショットの削除 ] を選択し、[スナップショットタスクの削除 ] ダ
イアログボックスを表示します。
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ステップ 6 目的のスナップショット名の横にあるチェックボックスをオンにして、リストからスナップショットを

選択します。

ステップ 7 [子の削除 ] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [続行 ] をクリックします。

すべてのスナップショットの削除

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [すべてのスナップショットの削除 ] を選択し、[VMスナップショットタス

ク ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 6 必要に応じてコメントを入力します。

ステップ 7 [続行 ] をクリックします。

その他の VM アクション
その他の VM アクションのメニューは、VM を右クリックして短いメニューを選択するか、VM を選

択して強調表示してからツールバーの右側にある下矢印をクリックすると利用できます。

その他の VM アクションは以下のとおりです。

• VM の詳細の表示：個々の VM にアクセスして、サマリー レポート、vNIC、ディスク、スナップ

ショットなどの詳細情報を確認できます。

• スタック ビュー：特定の VM に関する大量の情報（OS、ハイパーバイザ、インフラストラクチャ

の情報など）を確認できます。

• VM の削除：リストから VM を削除できます。削除できるのは、電源がオフになっている VM だ
けです。

• VM ディスクの作成：カスタム サイズの増設ディスクを VM に追加できます。

• VM ディスクの削除：ディスクを削除できます。

• vNIC の追加：1 つの VM に複数の vNIC を追加できます。VM 内の vNIC を追加または交換する

ことも可能です。vNIC に対して実行できる操作は、VM に関連付けられている vDC にマッピング

されたネットワーク ポリシーによって異なります。

• VM クライアントの起動：VM に対して、Web アクセス、リモート デスクトップ、VNC コンソー

ルのいずれかの環境を設定できます。

• VM の割り当て：VM をグループまたは vDC に割り当てて、その VM のカテゴリを変更できます。

プロビジョニング時刻、終了時刻、VM のラベルを設定することが可能です。

• VM クレデンシャルへのアクセス：Web アクセスまたはリモート デスクトップ アクセス用として

設定された場合は、VM のログイン クレデンシャルにアクセスできます。ただし、VM プロビ

ジョニングの起点となるカタログで、管理者から必要な権限が付与された場合に限られます。
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• VM のインベントリ収集リクエスト：VM を選択して、その VM のオンデマンド方式によるインベ

ントリ収集をリクエストすることができます。

VM の詳細の表示

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 リストから VM を選択します。

ステップ 5 ツールバーの [詳細の表示 ] ボタンをクリックします。

スタック ビューの使用方法

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 ツールバーの [スタックビュー ] ボタンをクリックします。

VM の削除

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [VMの削除 ] を選択し、[VMタスク ] ダイアログボックスを表示します。

ステップ 6 必要に応じてコメントを入力し、アクションを今すぐ実行するか、あとで実行するようにスケジュール

を設定します。

（注） [あとで実行 ] を選択した場合は時刻を指定する必要があります。

ステップ 7 [続行 ] をクリックします。

VM ディスクの作成

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。
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ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [VMディスクの作成 ] を選択し、[VMディスクの作成 ] ダイアログボック

スを表示します。次のフィールドを入力します。

ステップ 6 [作成 ] をクリックします。

VM ディスクの削除

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [VMディスクの削除 ] を選択し、[VMディスクの削除 ] ダイアログボック

スを表示します。

ステップ 6 ドロップダウン リストからディスク名を選択します。

ステップ 7 [削除 ] をクリックします。

vNIC の追加

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

名前 説明

[VM名 ] 表示専用フィー

ルド

VM の名前。

[新しいディスクサイズ

(GB)] フィールド

VM のディスク サイズ（GB 単位）。

[ディスクタイプの選択 ] 
ドロップダウン リスト

ディスク ラベルを選択します。

[データストアの選択 ] ド
ロップダウン リスト

データストアを選択します。

（注） 選択できるデータストアは、VM（VM の vDC）に関連付けられたスト

レージ ポリシーによって異なります。

[Thinプロビジョニング ] 
チェックボックス

オンにすると、シン プロビジョニングされたディスクが VM に追加されます。

（注） シン プロビジョニングを使用すると、物理ストレージ容量の動的割り当て

が有効になり、VM ストレージの使用率が向上します。
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ステップ 5 ドロップダウン リストから [vNICの追加 ] を選択し、[VM vNICの追加 ] ページを表示します。

ステップ 6 [操作 ] ドロップダウン リストから [追加 ] を選択します。

（注） ネットワーク ポリシーに設定された、増設 vNIC の制限を超過する場合、この操作は許可され

ません。

ステップ 7 ツールバーの [追加 ]（+）ボタンをクリックし、[VMネットワークへのエントリの追加 ] ダイアログ

ボックスを表示します。次のフィールドを入力します。

（注） [NICエイリアス ]、[ポートグループ名 ]、[アダプタのタイプ ]、[DHCP]、[固定 IPプール ] の
各選択肢は、VM（VM の vDC）に関連付けられたネットワーク ポリシーの設定によって異な

ります。マルチ NIC のネットワーク ポリシーの詳細については、第 6 章「ポリシーの管理」を

参照してください。

（注） このアクションを実行するために、VM の電源がオフにされます。アクションが完了すると 
VM の電源がオンにされます。

ステップ 8 [送信 ] をクリックします。

vNIC の置換

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

名前 説明

[NICエイリアス ] ドロッ

プダウン リスト

リストから NIC エイリアスを選択します。

[ポートグループタイプ ] 
表示専用ドロップダウン 
リスト

リストからポート グループを選択します。

[ポートグループ名 ] ド
ロップダウン リスト

リストからポート グループ名を選択します。

[アダプタのタイプ ] 表
示専用ドロップダウン リ
スト

アダプタのタイプ。このドロップダウン リストから選択できるのは、ネットワーク 
ポリシーで [テンプレートからのアダプタのタイプのコピー ] が選択されていない 
NIC エイリアスに限られます。

[DHCP] 表示専用チェッ

クボックス

DHCP を使用して IP を割り当てる場合はオンにします。

[固定 IPプール ] フィー

ルド

固定 IP アドレス プール。

[ネットワークマスク ] 
フィールド

ネットワーク マスク。

[ゲートウェイ IPアドレ

ス ] フィールド

ゲートウェア IP アドレス。
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ステップ 5 ドロップダウン リストから [vNICの追加 ] を選択し、[VM vNICの追加 ] ダイアログボックスを表示し

ます。

ステップ 6 [操作 ] ドロップダウン リストから [置換 ] を選択します。

ステップ 7 vNIC を選択し、[vNICの追加 ] ダイアログボックスを表示します。次のフィールドを入力します。

ステップ 8 [送信 ] をクリックします。

（注） [置換 ] 操作では、既存の vNIC すべてが VM から削除され、削除された vNIC が追加された 
vNIC に置き換わります。ネットワーク ポリシーに設定された、増設 vNIC の制限を超過する

場合、この操作は許可されません。

（注） [NICエイリアス ]、[ポートグループ名 ]、[アダプタのタイプ ]、[DHCP]、[固定 IPプール ] の
各選択肢は、VM（VM の vDC）に関連付けられたネットワーク ポリシーの設定によって異な

ります。マルチ NIC のネットワーク ポリシーの詳細については、第 6 章「ポリシーの管理」を

参照してください。

（注） このアクションを実行するために、VM の電源がオフにされます。アクションが完了すると 
VM の電源がオンにされます。

vNIC の削除

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [vNICの削除 ] を選択し、[VM vNICの削除 ] ダイアログボックスを表示し

ます。

ステップ 6 [選択 ] ボタンをクリックし、[項目の選択 ] ダイアログボックスを表示します。

名前 説明

[NICエイリアス ] ド
ロップダウン リスト

NIC エイリアスを選択します。ここに表示されるのは、ネットワーク ポリシーで設

定された vNIC に限られます。

[ポートグループ名 ] 
ドロップダウン リスト

ポート グループを選択します。

[アダプタのタイプ ] 
ドロップダウン リスト

アダプタのタイプを選択します。このドロップダウン リストから選択できるのは、

ネットワーク ポリシーで [テンプレートからのアダプタのタイプのコピー ] が選択

されていない NIC エイリアスを選択した場合に限られます。

[DHCP] チェックボッ

クス

DHCP を使用して IP を割り当てる場合はオンにします。

[固定 IPプール ] 
フィールド

固定 IP アドレス プール。

[ネットワークマスク ] 
フィールド

ネットワーク マスク。

[ゲートウェイ IPアド

レス ] フィールド

ゲートウェア IP アドレス。
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ステップ 7 [すべてオン ] と [すべてオフ ] のいずれかを選択するか、削除する vNIC の横にあるチェックボックス

をオンにします。

ステップ 8 [選択 ] をクリックします。

VM クライアントの起動

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択します。

ステップ 5 ツールバーの [VMクライアントの起動 ] ボタンをクリックし、[クライアントの起動 ] ダイアログボッ

クスを表示します。

ステップ 6 ドロップダウンリストからアクセス スキームを選択します。[リモートデスクトップ ]、[Webアクセ

ス ]、[VNCコンソール ] のいずれかを選択できます。

（注） VNC コンソールとは、VM にアクセスできる、Ajax ベースのコンソールのことです。コン

ソール ページは、どのスタンドアロン Web ブラウザでも起動できます。専用のブラウザ プラ

グインは不要であり、すべての VM コントロール機能を備えています。

ステップ 7 いずれかのオプションを選択して [続行 ] をクリックします。

VM 上での VNC コンソールの有効化

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [VNCの設定 ] を選択します。

ステップ 6 [送信 ] をクリックします。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

（注） VNC コンソールから VM へのアクセスは、リクエストが送信されると Cisco UCS Director に
よって自動的に設定されます。

VM の VNC コンソール ウィンドウへのアクセス

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。
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ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択します。

ステップ 5 ツールバーの [VMクライアントの起動 ] ボタンをクリックし、[クライアントの起動 ] ダイアログボッ

クスを表示します。

ステップ 6 ドロップダウン リストから、アクセス スキーマとして [VNCコンソール ] を選択します。

ステップ 7 [続行 ] をクリックします。

（注） VM の VNC コンソールへアクセスするには、ESX/ESXi サーバの VNC ポート（5900 ～ 
5964）がハイパーバイザ上で開いている必要があります。

（注） Cisco UCS Director には、VM の VNC コンソールを自動設定する機能があります。この設定

を行うには、必要なポートをハイパーバイザ上で開いておく必要があります。

（注） ESX 4.X および ESXi 5.0 バージョンを使用するハイパーバイザは、VNC コンソール アクセス

を設定できます。

VM の割り当て

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択します。

ステップ 5 ツールバーの [VMの割り当て ] ボタンをクリックし、[VMの割り当て ] ダイアログボックスを表示し

ます。次のフィールドを入力します。

名前 説明

[VM名 ] 表示専用フィー

ルド

VM の名前。

[グループ ] ドロップダ

ウン リスト

ユーザ グループを選択します。

[vDC] ドロップダウン 
リスト

vDC を選択します。

[カテゴリ ] ドロップダ

ウン リスト

VM のカテゴリを選択します。

[VMユーザラベル ] 
フィールド

VM ラベル（必要な場合）。

[プロビジョニング時間

の設定 ] チェックボック

ス

オンにすると、VM プロビジョニングを実行する特定の時刻が設定されます。

[プロビジョニング日時] 
カレンダー、ドロップダ

ウン リスト、オプショ

ン ボタン

VM プロビジョニングが実行される日時1。日付を選択するカレンダー、時刻（時と

分）を選択するドロップダウン リスト、午前または午後を選択するオプション ボタ

ンがあります。
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ステップ 6 [割り当て ] をクリックします。

VM クレデンシャルについて

VM の Web アクセスまたはリモート アクセス用のログイン クレデンシャルを表示できるのは、VM プ
ロビジョニングの起点となるカタログで、管理者から必要な権限が付与された場合に限られます

VM クレデンシャルの確認

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択します。

ステップ 5 ツールバーの [VMクレデンシャルにアクセス ] ボタンをクリックします。

VM のインベントリ収集リクエストの使用方法

ステップ 1 [仮想 ] > [コンピューティング ] の順にクリックします。

ステップ 2 クラウド名を選択します。

ステップ 3 [VM] タブを選択します。

ステップ 4 VM を選択し、ツールバーの右側にある下矢印ボタンをクリックします。

ステップ 5 ドロップダウン リストから [インベントリ収集 ] を選択します。

ステップ 6 [送信 ] をクリックします。

[終了時間の設定 ] 
チェックボックス

オンにすると、VM を終了する特定の時刻が設定されます。

[終了日時 ] カレンダー、

ドロップダウン リスト、

オプション ボタン 

VM を終了する日時2。日付を選択するカレンダー、時刻（時と分）を選択するド

ロップダウン リスト、午前または午後を選択するオプション ボタンがあります。

[コメント ] フィールド コメント（必要な場合）。

1. このオプションは、[プロビジョニング時間の設定 ] がオンの場合に表示されます。

2. このオプションは、[終了時間の設定 ] がオンの場合に表示されます。

名前 説明
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CloudSense 分析の管理

この章は、次の項で構成されています。

• 「CloudSense 分析について」（P.15-1）

• 「レポートの生成」（P.15-2）

• 「アセスメントの生成」（P.15-2）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

CloudSense 分析について
Cisco Director の CloudSense 分析では、インフラストラクチャ リソースの使用率、IT インフラストラ

クチャ スタック全体の重要なパフォーマンスの計測、および容量がリアルタイムで提供されます。

CloudSense によって、仮想インフラストラクチャとクラウド インフラストラクチャの容量の傾向分

析、予測、レポート作成、プランニング機能が向上します。

CloudSense では以下のレポートを生成できます。

• グループ別のストレージ インベントリ レポート

• シン プロビジョニングの容量レポート

• グループ別の物理インフラストラクチャ インベントリのレポート

• 組織の仮想コンピューティング インフラストラクチャの使用状況

• 管理ソフトウェア プロバイダー（MSP）別の課金レポート

• 仮想インフラストラクチャとアセットのレポート

• グループ別の VM アクティビティ レポート

• NetApp ストレージ インベントリ レポート

• ネットワーク影響評価レポート

• 顧客別の課金レポート

• Cisco UCS データセンター インベントリ レポート

• VMware ホスト パフォーマンス サマリー

• ストレージの重複排除ステータスのレポート
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  レポートの生成
レポートの生成

ステップ 1 [CloudSense] > [レポート ] の順にクリックします。

ステップ 2 左側のパネルからレポートを選択します。

ステップ 3 [レポートの生成 ] をクリックします。

（注） この手順では HTML または PDF 形式の新しいインスタント レポートが生成されます。

アセスメントの生成

ステップ 1 [CloudSense] > [アセスメント ] の順にクリックします。

ステップ 2 [仮想インフラストラクチャのアセスメントレポート ] をクリックします。

ステップ 3 [レポートの生成 ] をクリックします。

（注） この手順では HTML または PDF 形式の新しいインスタント レポートが生成されます。
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マクロの使用

この章は、次の項で構成されています。

• 「VM 名テンプレートのカスタマイズについて」（P.16-1）

• 「VM のテンプレートとホスト名の変数について」（P.16-5）

• 「アプリケーション コードについて」（P.16-5）

• 「マクロのオーケストレーションについて」（P.16-5）

（注） 当該アプライアンスにログインしてからでないと、以下の手順はいずれも実行できません。

VM 名テンプレートのカスタマイズについて
Cisco UCS Director のマクロ機能では、アプリケーションに用意されている変数を使用して VM 名と 
VM ホスト名をカスタマイズできます。システム ポリシーで変数を使用すると、VM 名および VM ホ
スト名は自動的に作成されます。

Cisco UCS Director では、VM プロビジョニングの最中に VM 名および VM ホスト名を自動作成する

ことも可能です。VM 名のテンプレートと VM ホスト名のテンプレートは、VMware システム ポリ

シーに従って利用できます。

VM 名のテンプレートの使用方法

ステップ 1 [ポリシー ] > [サービスの提供 ] の順にクリックします。

ステップ 2 [VMwareシステムポリシー ] タブを選択します。

ステップ 3 [追加 ]（+）をクリックします。

ステップ 4 [ポリシーの追加 ] ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

名前 説明

[ポリシー名 ] フィール

ド

ポリシーの名前。カタログを定義する際は、この名前が使用されます。

[ポリシーの説明 ] 
フィールド

ポリシーの説明。
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  VM 名テンプレートのカスタマイズについて
ステップ 5 [VM名のテンプレート ] の変数名を選択します。次のフィールドを入力します。

ステップ 6 [VM名のテンプレート ] のオプション機能を選択します。

ステップ 7 次のフィールドを入力します。

ステップ 8 [ホスト名のテンプレート ] の変数名を選択します。

名前 説明

[VM名のテンプレート ] 
フィールド

VM の名前。VM 名は、一連の変数名を使用して自動的に作成できます。

各変数は、${VARIABLE} という形式にする必要があります。

VM 名のテンプレートの変数は以下のとおりです。

• CLOUD_NAME：導入しているクラウドの名前。

• GROUP_NAME：VM グループの名前。

• CATALOG_NAME：カタログ項目またはカタログのエントリの名前。

• USER：ユーザ ID。

• SR_ID：サービス リクエスト ID。

• COMMENTS：コメント。

• PROFILE_NAME：ポリシーの名前。

• LOCATION：クラウドの作成時に指定されるロケーションの名前。

• UNIQUE_ID：その名前を一意にするランダム ID。

• APPCODE：カタログの作成時に値が指定されるアプリケーション 
コード。

• COST_CENTER：コスト センター グループまたは顧客組織。グルー

プと顧客組織のいずれかを作成する際に指定されます。

名前 説明

[連番 ] フィールド インデックス文字。VM 名のテンプレートの末尾にインデックス文字を追加して、

VM 名の一意なインデックス番号を作成することができます。これは複数指定でき

ます。たとえば、VM 名のテンプレートが vm-${GROUP_NAME}## である場合、

このポリシーを使用してプロビジョニングされる最初の VM の VM 名は 
vm-ABCD01 になります。グループ名が ABCD で 01 が ## に相当します。

[エンドユーザVM名ま

たはVMプレフィクス ] 
チェックボックス

オンにすると、サービス リクエスト（導入設定）の作成中に VM のサフィックス名

を追加するオプションが有効になります。

[導入後に電源をオンに

します。] チェックボッ

クス

オンにすると、そのポリシーを使用して導入されたすべての VM の電源が自動的に

オンされます。
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ステップ 9 次のフィールドを入力します。

ステップ 10 [ホスト名のテンプレート ] のオプション機能を選択します。

名前 説明

[ホスト名のテンプレート ] 
フィールド

ホスト名。Cisco UCS Director では VM ホスト名を自動作成できます。ホスト

名は、一連の変数名を使用して自動的に作成できます。各変数は、

${VARIABLE} という形式にする必要があります。

ホスト名のテンプレートの変数は以下のとおりです。

• CLOUD_NAME：導入しているクラウドの名前。

• GROUP_NAME：VM グループの名前。

• CATALOG_NAME：カタログ項目またはカタログのエントリの名前。

• USER：ユーザ ID。

• SR_ID：サービス リクエスト ID。

• COMMENTS：コメント。

• PROFILE_NAME：ポリシーの名前。

• LOCATION：クラウドの作成時に指定されるロケーションの名前。

• UNIQUE_ID：その名前を一意にするランダム ID。

• APPCODE：カタログの作成時に値が指定されるアプリケーション コード。

• COST_CENTER：コスト センター グループまたは顧客組織。グループと顧

客組織のいずれかを作成する際に指定されます。
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  VM 名テンプレートのカスタマイズについて
ステップ 11 次のフィールドを入力します。

名前 説明

[連番 ] フィールド インデックス文字。VM 名のテンプレートの末尾にインデックス文字を追加して、

VM 名の一意なインデックス番号を作成することができます。これは複数指定でき

ます。たとえば、VM 名のテンプレートが vm-${GROUP_NAME}## である場合、

このポリシーを使用してプロビジョニングされる最初の VM の VM 名は 
vm-ABCD01 になります。グループ名が ABCD で 01 が ## に相当します。

[DNSドメイン ] フィー

ルド

VM 用に使用する IP ドメイン。

[タイムゾーン ] ドロップ

ダウン リスト

利用可能なタイム ゾーンのリストから選択します。

[DNSサフィックスリス

ト ] フィールド

DNS ルックアップ用に設定する DNS サフィックス。複数のサフィックスを指定す

る場合はカンマで区切ります。

[DNSサーバリスト ] 
フィールド

DNS サーバの IP アドレス。サーバが複数ある場合はカンマで区切ります。

[VMイメージのタイプ ] 
ドロップダウン リスト

VM にインストールするイメージの OS を選択します。[WindowsとLinux] または 
[Linuxのみ ] を選択します。Windows イメージの場合は、さらに詳細情報を指定す

る必要があります。

[製品 ID] フィールド Windows の製品 ID またはライセンス キー1。製品 ID またはライセンス キーは、こ

のフィールドまたは OS ライセンス プールで入力できます。OS ライセンス プール

のキーが、ここで入力したキーよりも優先されます。OS ライセンスの詳細につい

ては、次のセクションを参照してください。

[ライセンス所有者名 ] 
フィールド

Windows のライセンス所有者の名前 1。

[組織 ] フィールド VM に設定する組織名 1。

[ライセンスモード ] ド
ロップダウン リスト

[シート別 ] または [サーバ別 ] を選択します 1。

[ライセンスユーザ数 ] 
フィールド

ライセンス ユーザ数または接続数 1。

[WINSサーバリスト ] WINS サーバの IP アドレス 1。値が複数ある場合はカンマで区切られます。

[自動ログイン ] チェック

ボックス

オンにすると、自動ログインが有効になります 1。

[自動ログイン回数 ] 
フィールド

自動ログインの実行回数 1。

[管理者パスワード ] 
フィールド

管理者アカウントのパスワード 1。

[ドメインまたはワーク

グループ ] ドロップダウ

ン リスト

[ドメイン ] または [ワークグループ ] を選択します 1。

[ワークグループ ] フィー

ルド

ワークグループの名前2。

[ドメイン ] フィールド Windows ドメインの名前 1。

[ドメインユーザ名 ] 
フィールド

Windows ドメイン管理者のユーザ名 1。

[ドメインパスワード ] 
フィールド

Windows ドメイン管理者のパスワード 1。
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VM のテンプレートとホスト名の変数について
VM のテンプレートとホスト名は、一連の変数名を使用して自動的に生成できます。各変数は、

${VARIABLE} という形式にする必要があります。使用できる変数名は以下のとおりです。

アプリケーション コードについて
カタログの作成時に指定されるアプリケーション コードは、VM 名に使用できます。カタログのアプ

リケーション コードを指定し、変数として ${APPCODE} を追加すると、その値を VMware システム 
ポリシーの中で呼び出すことができます。

通常、APPCODE は、DB、WS、SQL などのアプリケーション タイプに使用できます。VM の名前ま

たはホスト名に含まれるアプリケーション タイプを参照すれば、VM 内のアプリケーション タイプを

簡単に識別できます。たとえば、vm-${GROUP_NAME}## の場合、そのポリシーでプロビジョニン

グされる最初の VM の名前は vm-HR01 になります（グループ名が HR で 01 が ## に相当します）。同

じグループとカタログに対して新たに VM がプロビジョニングされる場合、その VM には vm-HR02 
という名前が付けられます。

VM 名のテンプレートの末尾に # 文字を追加して、VM 名の一意なインデックス番号を作成することが

できます。vm-${CATALOG_NAME}${APPCODE} のように複数指定することが可能で、このポリ

シーを使用してプロビジョニングされる VM の名前は vm-W2K3DB になります。カタログ名が W2K3 
で、指定されるアプリケーション コードが 01 です。

マクロのオーケストレーションについて 
Cisco UCS Director ワークフローの作成中には、ワークフロータスクの入力にマクロを使用できます。

ワークフローのランタイム実行中、関連付けられたアクションを実行する前にオーケストレータが各マ

クロの値を置換します。

通常、Cisco UCS Director の各ワークフローには、以下のコンポーネントが含まれます。

• 管理者によって定義されるワークフローの入力値

1. Windows VM の場合のみ。

2. このオプションは、[ワークグループ ] が選択された場合に表示されます。

名前  説明

${CLOUD_NAME} VM プロビジョニングに使用されるクラウドの名前。

${GROUP_NAME} VM が所属するグループの名前。

${CATALOG_NAME} VM プロビジョニングに使用されるカタログ項目の名前。

${USER} リクエストを発行するユーザの ID。

${SR_ID} サービス リクエスト ID。

${COMMENTS} リクエストを発行するユーザによって入力されるコメント。

${COST_CENTER} グループまたは顧客組織に関連付けられるコスト センター。グループと顧

客組織のいずれかを作成する際に指定されます。

${APPCODE} カタログの作成時に指定されるアプリケーション コード。
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• 事前に定義された一連のタスク ライブラリから、管理者によってドラッグ アンド ドロップされる

タスク 各タスクには、ID、一連の入力値、一連の出力値が含まれます。

各タスクの入力にマクロが使用されることがあります。ワークフロー レベルの入力または以前のタス

クの出力は、後続のタスクでマクロとして使用できます。たとえば、Enter Disk Size と Max 
Snapshots というラベルが付けられた 2 つの入力値を持つワークフローが存在し、このワークフローに

は、task1 および task2 という 2 つのタスクがあるとします。task1 または task2 への入力値（書式は自

由）では、これら 2 つの値をマクロとして使用することができます。

• ${Enter Disk Size}

• ${Max Snapshots} 

各変数名は、その入力値に関連付けられたラベルとまったく同じです。task2 には、task1 の出力を使

用することも可能です。task1 に OUTPUT_VOLUME_NAME と OUTPUT_VOLUME_SIZE という 2 
つの出力変数がある場合は、task2 で ${task1.OUTPUT_VOLUME_NAME} と 
${task1.OUTPUT_VOLUME_SIZE} という構文を使用して、両方の出力変数を参照できます。各入力

フィールドで複数のマクロを参照することが可能です。

どのワークフローでも、以下のタスク入力フィールドで事前に定義した変数を 2 つ余分に使用すること

ができます。

• SR_ID：現在のサービス リクエストの ID

• PARENT_SR_ID：現在のサービス リクエストの親 SR ID（該当する場合）

VM に関連して実行されるワークフローの場合は、以下の変数をマクロで使用できます。

名前 説明

${VM_NAME} VM の名前。

${VM_IPADDRESS} VM の IP アドレス。

${VM_STATE} VM の状態（オンまたはオフ）。

${VM_STATE_DETAILS} VM の状態（電源オンまたは電源オフ）。

${VM_PARENT} VM をホスティングしている ESX サーバまたはホスト ノード。

${VM_CLOUD} VM プロビジョニングに使用されるクラウドの名前。

${VM_HOSTNAME} VM のホスト名。

${VM_GROUP_NAME} VM が所属するグループの名前。

${VM_GROUP_NAME} VM が所属しているグループの ID。

${VM_CATALOG_ID} VM に使用されるカタログ ID。

${VM_ID} 選択された VM の VM ID。

${VM_SR_ID} VM のサービス リクエスト ID。

${VM_COMMENTS} リクエストを発行するユーザによって入力されるコメント。

${VM_VDC_NAME} vDC の名前。

${VM_VDC_ID} vDC の ID。

${VM_TYPE} VM のタイプ。

${VM_SCHED_TERM} VM の予定終了時刻。
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